


    
    


    




    『願い』
    
			これが正確な情報であるなら…、



		
一刻も早く実現して欲しい…、
『願い』
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1%が…、
99%を牛耳る…、
こんな時代はもう要りませんから…。

→http://www.youtube.com/watch?v=EGrAqfnx-DU






    『女の子』
    
			『女の子』



		
ふーん…。
子供がいなくなっちゃうんだ…。
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若い女性や女の子が…、
居るご家庭は…、
よくご精査される事を強くお勧めします…。

→http://www.youtube.com/watch?v=a-C_Xfi58jE






    平和組曲[1]『311が奪ったもの』
    
			♪～たがいに腕を組み～



		
～明日に立ち向かおう～
～我々の試練は始まった～♪





東日本大震災をきっかけに、私は目が覚めました…。

私たちが今まで生きてきた時代が、いかに平和で幸せな「本当に良い世界」だったかという事を…、

身に浸みて判ったんです…。





それからもう一つ…。

こんな予定じゃなかった、本当は来るべき未来があった筈だったという事を…、

私は怒っているのです…。





さて…。

戦後の日本は、諸外国に追いつけ追い越せと高度経済成長を続け、それはそれは目覚ましい発展を遂げたんですよね…。

勿論、工業製品を代表とする産業界がリードしたのは言うまでもありませんが…。

でもその中身は、私たちの先輩達が豊かな良い国にしようと思って、汗水流し必死に働いて頑張った努力が有ったからなんですよね…。

そのお陰で…、

私たちの誰しもが、衣食住に恵まれ、教育を受けることが出来て、優れた医療や制度で守られ、しかも治安が良い、「世界でも希にみる平和で豊かな社会」で生活出来たんですよ…。

有り難いですよね…。

この国の平和と豊かさが、未来永劫いつまでもいつまでも続いて欲しいですよね…。





私たちの国、日本…。

先進国の中では間違いなくトップクラスの、住み心地の良い平和な素晴らしい国でした…。

少なくとも、今までは…。

ところが…!?





平成23年3月11日午後14時46分…。

東北地方を中心とする巨大な大地震が発生し…、

その数十分後には、途方もない大きさの津波が、太平洋沿岸部に襲い掛かってきたのです…。

311東日本大震災…!!

我が家もヤラれてしまいました…!!





あの日、宮城県石巻市の自宅(1階建て平屋)に1人で居るところに突如、大津波が襲ってきたのです…!!

密室の部屋の中は、地震で倒れた家財道具に阻まれ隙間が僅かしか無いのに、押し寄せる海水はアッという間に胸の高さまで達しました…!!

真っ暗闇で、しかも何処からも脱出不可能に陥ったので、私はもう…、

ただただ、狼狽えるばかりでした…!!





あの時の私は、「ああ、もう駄目かな」という気持ちも一瞬過ぎりましたけど、「まだ死にたくない」という悔しさが込み上げてきたもんですから…、

天井付近まで水が達する前に、窓際まで移動しようと必死に潜って、更にサッシガラスを割って何とか外に出て屋根の上に逃れたんです…!!

間一髪とはこんな事を指すのでしょうかね…。





ところが屋根の上は寒いのなんの、雪はドンドン降ってくるし、体がガクガク震えて震えて寒い寒い…!!

津波はザアザア流れるし、海水がこれ以上来たらと思うと、屋根伝いに必死で逃げて行ったんです…。

間もなく、近所の男性を1人屋根の上に救い上げましたが…、

あっちこっちで泣き叫ぶ声が聞こえるんですけど、自分のことで精一杯…。

2階建ての家の上に逃れて、そこで一夜を空かすことにしました…。





その日の晩の事です…。

真っ暗闇の中をザアザア流れる水の音と共に、ある2人の声が私の耳に聞こえてきたんです…。

1人は男性、声で判りました、それは近所の老人Kさんでした…。

「オーイ! 助けてくれー! オーイ! 助けてくれー!」

彼は元タクシー運転手で、引退後は奥さんと2人でノンビリした生活を送って居ました…。

畑仕事が好きで、自宅の前で野菜を作っていました…。

時々我が家にも顔を出して、採れた菜っ葉をお裾分けてしてくれました…。





「おじいちゃん、だいじょうぶ～?」

もう1人の声はもっと遠くから聞こえてきました、名前は判りませんが、それは小学生の女の子の声でした…。

耳を澄ますと、この女の子がKさんを励ましている様子が掴めました…。

お互いに、水に浸かった家屋の中から真っ暗闇の中で声を掛け合っているのでしょうか…?





「オーイ! 助けてくれー! ウー! 」

「おじいちゃん、だいじょうぶ～?
きっとたすけにくるから、がんばって～!」

「ウー! ウー! 」

「おじいちゃん、がんばって～!」

「ウー! 」

真っ暗闇の中の2人の会話は、やがて途切れてしまいました…。





水が引いた4日後…、

Kさんと奥さん、女の子は遺体で発見されたのです…。

あの日の晩の、2人の声を私は忘れることが出来ません…。





311東日本大震災…。

突如、牙を剥いて襲い掛かってきた大津波は…、

大勢の尊い命を、平和で幸せな「本当に良い世界」を奪い去ったのです…。





やがて時間の経過と共に被害の実態が明らかになるにつれ、予想以上の深刻な状況であることが判ってきたのです…。






    平和組曲[2]『311は想定外だらけ』
    
			♪～欲求と希望と勇気と愛をもって～



		
～ともに平和を追求しよう～
～そうすれば人間同士愛し合える～♪





【東北地方太平洋沖地震・本震】
発生日：2011年3月11日
発生時刻：14時46分18.1秒
震央：三陸沖(北緯38度6分12秒、東経142度51分36秒)
震源の深さ：24km
規模：マグニチュード9.0
最大震度：震度7(宮城県栗原市)
地震の種類：海溝型地震、逆断層型

(2011/11/24付『wikipedia東北地方太平洋沖地震』より)





東日本大震災を引き起こした『東北地方太平洋沖地震』は…、

マグニチュード9という、途方もないエネルギーだった…!!

その威力は、関東大震災(大正12年)の約45倍、阪神淡路大震災(平成7年)の約1,450倍…!!

日本国内の史上最大級であることは勿論、世界でも4番目に大きな巨大地震だった…!!





その被害は、目を疑いたくなるような酷いものでした…。

強い揺れによってもたらされた大津波が、太平洋に面した東北の町や村を滅茶苦茶に掻き荒らし…、

人々の暮らしていた生活圏を、一瞬にして瓦礫の塊へと変えてしまったのです…。





最大で海岸から6km内陸まで浸水…!!

岩手県三陸南部、宮城県、福島県浜通り北部では津波の高さが8～9m…!!

明治三陸地震(明治29年)の津波を上回る、最大溯上高40.5m(岩手県宮古市)を記録…!!

広範囲に渡る津波の被害、大規模な液状化現象や、さらには地盤沈下による浸水被害も巻き起こした…!!





一方、追い打ちを掛けたのが、福島第一原子力発電所事故の発生…!!

恐ろしい放射性物質漏れによる汚染が起きてしまい取り返しのつかない大惨事を巻き起こしてしまったのです…!!

何でこんな事になってしまったのでしょうか…!?





警察庁と国土交通省が随時発表している被害状況に、目を通せば…、

そこには…、

それが戦後の日本がかつて経験したことのない、最大級の規模の災害だったことを如実に表していました…。





【人的被害】
全 国 の  死 者 数：1万5千8百39人
全国の行方不明者数：3千6百32人
合　　　　　　　計：1万9千4百71人

【建物被害】
全　壊　数：12万2百10棟
半　壊　数：19万2百18棟
一部破損数：59万9千6百83棟

【避難状況】
全国の避難者数(①②③を合わせた数)
合　　　　計：7万1千5百65人

①全国の避難所在住者数：2千2百32人
学校、公民館等 (第１次避難所)：9百33人
ホテル、旅館等 (第２次避難所)：1千2百66人
②県外の仮設、公営、民間賃貸等への避難者数：5万2千89人
③県外の知人、親戚宅等への避難者数：1万7千2百77人

【福島県、岩手県、宮城県の県外避難者数】
福島県：5万7千1百67人
宮城県：    8千5百29人　
岩手県：    1千4百27人

(2011/11/24付『東日本大震災(地震、津波)被害状況専門サイト』より)





悲しすぎます…。

2万人もの人々の尊い命が奪われ、7万人もの人々の家が失われたり、家を捨てねばならなくなったなんて…。

大勢の者が愛する人を失い、家族や知人と散り散りバラバラになってしまうなんて…。

平成23年3月11日午後14時46分を境に、私たちの前から平和で幸せな「本当に良い世界」が消えていったのです…。

一体何で、何でこんな事になってしまったのでしょうか…!?





報道では、千年に一度の天災だったというけれど…。

大津波は、想定外の出来事…?

原発の事故も、想定外の出来事…?





本当にそうなのでしょうか…!?

私はどうも納得が出来ないのです…。

だって、世界有数の地震国の我が日本では…、

地震については日夜研究し、余念が無かった筈ですよね…!?





そういえば、世界唯一の地震速報システムが整備され、『緊急地震速報』というのが有りましたけど…、

大地震が来る前に、テレビ・ラジオや携帯電話で危険を知らせるんじゃなかったかしら…?

あの時、事前にケータイが鳴ったのでしょうか…!?





実は、あの日の2日前に、前震とみられる強い地震がありました…。

3月9日11時45分、マグニチュード7.2最大震度5弱(宮城県栗原市 登米市 美里町)が発生したのに…、

『緊急地震速報』は、私たちに伝わらなかったのです…!?

それは、携帯電話を失った私の代わりに、父親(宮城県多賀城市)の着信履歴で真相を確認できました…。

有りません、やはり3月9日に『緊急地震速報』は鳴らなかったのです…。





では、3月11日14時46分の、本震ではどうだったのでしょうか…!?

これも確認してみたら、しっかり着信が残っていました…。

間違いなく、当日は『緊急地震速報』が鳴ったのです…。

でも、何と時刻は3月11日14時46分、つまり地震の発生と同時に知らせが着ていたのです…!?






    平和組曲[3]『311より宮城県沖地震の方が強かった』
    
			♪～叡智よ我々を平和へ導き～



		
～真理よ暗黒を照らせ～
～高く顔を上げ前を見て行こう～♪





気象庁の『緊急地震速報』システムは、地震の伝わり方に着目して開発したとされています…。

この仕掛けは、地震が発生する際の特徴である、縦揺れ(P波)→横揺れ(S波)の順に起きることを利用したものだそうです…。

ですから、縦揺れ(P波)をキャッチすると直ぐさま『緊急地震速報』をコールして、その後遅れてく届く横揺れ(S波)が来る前に避難を促すという訳なのです…。





ところが最近は、どうもこの『緊急地震速報』のシステムが当てにならないらしく、空振りだったり、鳴らなかったり散々なのだとか…。

今年に入ってから、その当たる確率は何と3割程度に落ち込んでいるらしいのです…!?

こんなに外れる確率が高いんじゃ、意味有りませんよね…!?

何だか変な話ですね…。

それでピンと来たんですけど、どうも今回の『東北地方太平洋沖地震』は、何かヘンなのです…。





これは私の持論なんですが…、

311の大地震よりも、今から33年前の『宮城県沖地震』(昭和53年)の方が強かったと思うんです…!!

え゛ッ!? そんな訳無いだろ、と言われるのは当然です…。

何しろ今回の3月11日『東北地方太平洋沖地震』は、マグニチュード9.0、最大震度7で、超弩級の大地震ですから…。

一方の『宮城県沖地震』(昭和53年)は、マグニチュード7.4、最大震度5ですからその差は歴然です…。

でも、実感は違うんです…。





『宮城県沖地震』とは、祖先の時代から三陸沖を震源地に平均37.1年周期で繰り返し起こるといわれている地震なのです…。

前回は、私が中2だった昭和53年に死者28名負傷者1万名余りが犠牲となった『宮城県沖地震』は発生したのですが…、

その時の様子をはっきりと覚えています…。





あの日は自宅に居たのですが、尋常じゃない凄く強い横揺れが建物を左右に揺さぶって…、

タンスが次々に倒れて、壁という壁に亀裂が走り、屋根瓦が次々に地面に叩き落ちて、それはそれは恐い思いをしたものです…。

揺れが収まってから街を歩くと、またビックリ…。

倒れてペシャンコに潰れてた建物や、電信柱が左右に大きく傾いていたり、国道のアスファルトが縦にひび割れて盛り上がっていたのです…。





『宮城県沖地震』の特徴は、強い横揺れでした…。

その証拠に、あの時飼っていた金魚が、一匹残らず水槽から飛び出してピチャピチャ跳ねたものです…。





あれから33年が経ち、近い内にまた再び起こるだろうとされていたので、私たち宮城県に住む者にとっては想定内の地震だったのです…。

その為に、来るべき『宮城県沖地震』の発生を睨み、宮城県では日頃から避難場所を決め、防災の準備をしっかり整えてきたのです…。

私の家でも、タンクに水、反射式ストーブ等の備えをしていました…。





ところが、今回の311の大地震は、何か様子が違っていたのです…。

3月11日『東北地方太平洋沖地震』の場合は、約6分間という長時間に渡ってもの凄い揺れ方をしましたが…、

意外にも横揺れは少なく…、

その場で上下に突き上げる様な、強い縦揺れが特徴だったと思うのです…。

確かに、老朽化した建物は大きな被害が有りましたが、前回の『宮城県沖地震』の時の様に倒壊した建物は少なかったし、怪我人は少なかったと聞いています…。





今回、最も揺れが激しかった最大震度7の宮城県栗原市ですら、この時点では死者0だったのだそうです…。

ですから、前回の『宮城県沖地震』の方が強い地震であり、その被害が大きかったというのが正しいと思うのです…。

では何故、今回の311は大きな犠牲者が出てしまったのでしょうか…。





私が石巻市でお世話になった方々です…(合掌)。

Aさん(女性)民生委員、人の避難手を伝ううちに流され帰らぬ人となりました

Aさん(男性)そのご主人、自宅から避難が遅れた為に帰らぬ人となりました

Eさん(男性)運送会社の会長さん、車に乗ったまま流され帰らぬ人となりました


Gさん(男性)看護士、幼児とご主人と車に乗ったまま流され帰らぬ人となりました

Kさん(男性)自動車保険の担当者、車に乗ったまま流されたらしく行方不明

Kさん(男性)元タクシー運転手、自宅から避難が遅れた為に帰らぬ人となりました

Kさん(女性)その奥様、自宅から避難が遅れた為帰らぬ人となりました
Mさん(男性)船舶販売会社社長、船を守ろうと工場に残ったまま帰らぬ人となりました

Sさん(男性)市場に勤務、車で自宅に向かう途中流され帰らぬ人となりました

Sさん(女性)その奥様、自宅から避難が遅れた為帰らぬ人となりました

Sさん(女性)その娘さん、結婚1年、嫁ぎ先で帰らぬ人となりました

Yさん(男性)ラーメン屋店主、自宅に戻った為に帰らぬ人となりました





大津波さえ起きなければ…、

こんなに甚大な被害にはならなかった筈なのです…。






    『3連発』 
    1つでも怪しいのに…、

3つ並ぶとヘンだよね…。

『3連発』
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あれさえ…、

あれさえ伴わなければ…、

こんなに酷くはならなかった筈なんだよね…。


→http://www.youtube.com/watch?v=onPwJSZUGOA









    平和組曲[4]『311は3連発の地震だった』
    ♪～終わりなき全人類の平和を～
～神の助けにより明日に求める～♪





「津波さぇ来なきゃ、こんな事にならなかったのにぃ～!」

家族3人が亡くなった石巻市のSさんの、お姉さんの談話です…。

「妹はねぇ、家の前で亡くなってたンだょ～!
旦那がクルマで迎えに来るのを外で待ってるうちに、津波に巻き込まれたンだょ～!
2階に居れば助かった筈なのにぃ～!
旦那は、渋滞してるクルマに乗ったまま、津波に呑まれたンだょ～!
その娘は、女川町の人と1年前に結婚したばっかりだったンだょ～!
アパートから逃げるの遅れてしまって、助からなかったンだょ～!
津波さぇ来なきゃ、こんな事にならなかったのにぃ～!」





3月11日の『東北地方太平洋沖地震』は…、

震源の深さ24kmマグニチュード9.0最大震度7という数値の割には、思いのほか建物の倒壊は少なくて…、

当初は人的被害は少なかったのです…。

ところが、その後…、

悪夢のような大津波が大きな口を開けて襲い掛かってきたのです…。

大津波さえ起きなければ…、

こんなに甚大な被害にはならなかった筈なのです…。





しかし何故…!?

何故311の地震は、大津波をもたらしたのか…!?

そして大津波の発生を、前々から予想することは出来なかったのでしょうか…!?

それを知るには、今回の大地震について公式に発表されている、地震の特徴と発生メカニズムを検証してみる必要がありそうです…。

そこに何かヒントが隠されていそうです…。





【東北地方太平洋沖地震の特徴と発生メカニズム】

◆断層の破壊が始まった震源地は三陸沖だが、最終的に断層が破壊した震源域は岩手県沖から茨城県沖までの南北約500km、東西約200kmの広範囲に及んだ。

◆この地震は単一ではなく、3つの地震が連動したもの（連動型地震）と解析された。

◆気象庁地震予知情報課の課長は「5分前後かけて連続して発生するという、複雑な起こり方をしている。
極めてまれで、気象庁の観測で初めての経験」と述べた。

◆文部科学省の地震調査委員会は、破壊断層は南北に400km、東西に200kmの広範囲で、少なくとも4つの震源領域で3つの地震が連動発生し、断層の滑り量は最大約20mに達したと述べた。

◆東京大学地震研究所は、「大きな断層破壊が、1.宮城県沖、2.宮城県のさらに沖合、3.茨城県北部沖の陸に近い部分、の順に起こった」と説明している。

◆地震波の解析により、プレート境界の海溝側の浅い部分と陸地側の深い部分で往復する形で破壊が進行したことが判明。
海溝側の浅い部分の破壊は津波地震の特徴でもあり、これにより津波が巨大化した可能性も指摘されている。

◆断層の破壊が最初に始まった（震源）「三陸沖南部海溝寄り」やその海溝側にあたる「三陸沖から房総沖の海溝寄り」の中部で20mを超える非常に大きな断層運動が発生したのをはじめ、この地震の南北500km・東西200kmにおよぶ震源域は、「三陸沖中部」、「宮城県沖」、「福島県沖」、「茨城県沖」の領域に及んでいた。

◆このような広い震源域を持つM9の巨大地震は、従来想定されていなかった。

◆地震波の波形を解析した結果によると、極短周期地震動・短周期地震動にあたる周期0.1 - 1秒の範囲で最も大きな揺れが見られ、それより長い周期では相対的に揺れは小さかった。
「キラーパルス」（一般的な木造住宅への破壊力が最も生じやすい揺れの周期）にあたる周期1 - 2秒では100カイン(cm/s)であり、木造家屋の倒壊被害が目立った1995年の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）における200 - 300カインに比べて小さく、家屋被害は起きにくい揺れだったと考えられる。

(2011/11/24付『wikipedia東北地方太平洋沖地震』より)





え゛ッ…!?

311は、『3連発』の地震だった…!?!?!?!?!?

一般には余り知られていないのですが、実は3月11日の『東北地方太平洋沖地震』は…、

3つの地震が連続して発生したものだったのです…!!!





つまり、三陸沖から茨城県沖という広いエリアに於いて…、

14時46分に1つ目の地震が、三陸沖で発生し…、

その2分30後に2つ目の地震が、宮城県のさらに沖合で発生し…、

続けて3つ目の地震が、茨城県北部で発生…!?





この約6分という長い『3連発』地震によって、比較的浅い断層が広範囲に渡って次々に壊れていった為に巨大津波を生んだというのか…!?

信じられない…。

「極めてまれで、気象庁の観測で初めての経験」と、気象庁の担当者も動揺の色を隠せないようですが…。

そもそも、巨大地震が3つ連続して起きるなんて事があるものなんでしょうか…!?





311は、『3連発』の地震だった…!?!?!?!?!?

何だかとっても怪しいですね…。





それから、『宮城県沖地震』(昭和53年)の方が強かったという私の感想は、どうやら当たっていたようです…。

今回の311は、巨大ながらも小刻みに揺れる周期タイプの地震だったのです…。

それはまるで、浅い断層を広範囲に破壊する為に起きたような特異な地震だったという事でしょうか…!?





ヘンなのは、『3連発』地震それぞれの正確な震源地と、それぞれの震源の深さが発表されてないことです…。

震央とされる三陸沖で起こった1つ目の地震の震源が、深さ24kmと発表されているだけなのです…。

震源の深さ24kmは、実は後から訂正されたものだそうです…。

実は当初、震源の深さは10kmと発表になっていました…。

そういえば、311の2日前に起きた前震とみられる強い地震は、震源の深さ10kmでしたが…!?







    平和組曲[5]『311は自然の地震ではなかったのか』
    ♪～だが君は嘘をつき～
～きれいごとを云い逃げる事も出来る～♪





世にも奇妙な『3連発』地震、3月11日の『東北地方太平洋沖地震』…。

何と、この地震の音声を海中で録音していた映像が存在していたのです…!?

それを見れば、当日起きた地震の約6分の様子が如何に異様だったのかが判ります…。

映像には、振動波形と共に地鳴りの音の変化が残されているのですが、初めはゴゴーッと鳴り響き、約2分30秒後にまた再びゴゴーッと…、

そして最後に、最も大きな音がゴゴゴゴゴゴーッと締めくくるのです…。

これを見る限り、311が『3連発』地震であったことは間違いないようです…。





そして驚くことに、この波形の変化はあるものの特徴に似ていると指摘する方がいるのです…。





ある有名な日本の物理学者、I博士によると…、

「この波形は自然の地震によって描かれたものではありません。
核爆弾を連続して爆発させたときと瓜二つなのです。
よって311の地震は、核爆弾によって人工的に起こされたものです。」





3月11日の東日本大震災をもたらした『東北地方太平洋沖地震』の『3連発』地震は…、

核爆弾によって人工的に起こされたもの…!?!?!?!?!?

うそッ…!?!?!?

信じられない…!?!?!?





でも、仮にもしそうだとすると…、

震源の深さは10kmという浅い場所で、しかも3つの大地震が連続して発生し、浅い断層が何百kmも次々破壊された為に巨大津波を生んだという…、

一般常識では考えられない現象も、一応は辻褄は合うことになります…。

しかし幾ら何んでも、核爆弾はあり得ないだろ…!?!?!?

何の為に…!?!?!?





また、同博士によると…、

最近起きている地震は、震源の深さ10kmが多いのだそうです…。

その理由は、自然の地震に見せかけた人工地震である可能性が高いのだそうです…!?

人工地震…!?!?!?





確かに311以降、全国のいろんな場所で大きめの地震が起こるようになりましたよね…!?

日本各地で頻発し続けている群発地震…。

11/25付の新聞によると…、

全国にある活断層で、311の前に比較して地震発生率が10倍以上に上昇した活断層が11ヶにも上っているそうです…。

東京大学地震研究所では、震災前と比べて活断層が活発になったのが原因だろうとみているようですけど…。

その中で、全国で最も地震発生率が上昇したのは、神奈川～静岡にある北伊豆断層帯で…、

311前に比べて何と70倍になったそうです…!?





しかもそれらの地震のデータを確認してみると…、

その多くが、まるで揃えたみたいに震源の深さ10kmばかりなのだとか…!!

こんなことは自然の地震ではあり得ないよね…?

ということはやはり、人工地震なのでしょうか…!?!?!?

ならば、気象庁の『緊急地震速報』が役に立たないのも納得…。





人工地震を起こしているのは、HAARPと呼ばれる地震兵器で…、

アメリカがアラスカに展開しているオーロラ研究所の名目の軍事施設で、世界各地に同様の関連施設が既に存在するのだという…。

資料を見る限り、広い施設に無数のアンテナが張り巡らされているのですが、ここから強烈な電磁波を発射し、電離層に反射させ正確に目的地に照射するのだとか…。

すると、当てた場所に地震が起こるのでしょうか…!?

I博士は、このHAARPが使用されるときは電離層に電波の乱れが起こると睨み、モニターで空の上を日夜問わず見張っている研究者なのです…。






地震兵器というのはその存在自体が謎だったのですが、年を追うごとに関係者らが暴露し始めてどうやら実在のものらしいのです…。

アメリカは、かつて有名なニコラ・テスラの発明による壮大な電磁波の実験が長年行われ、ついにはこのHAARPを使って天候をコントロールするまでの実用化に成功していたのだとか…。

例えば、HAARPを使って人工的に雨を降らせたり嵐を起こしたりすれば、戦争で有利になる訳です…。

例えば台風の進路を変えることだって出来るのだとか…。

HAARPを使って地震の起きやすい断層めがけて電磁波を照射すれば、大地震を起こすことも簡単なのだそうです…。





I博士によれば、3月11日の『東北地方太平洋沖地震』は…、

初めから大津波を起こすのが目的で…、

アメリカによって仕掛けられた、人工地震だったと推測…。





予め東北の海底に潜り込んで、地震の起きやすい断層に核爆弾を仕掛けておき、そこにHAARPによってスポット的に熱する…、

すると爆弾は誘発されて核爆発し、大地震および大津波が発生…、

核爆発だからこそ、宮城県沿岸部が一気に地盤沈下するほどの大きな破壊力だったとみている…。

また、311使用された核爆弾は、原爆ではなくて純粋水爆を使ったのではないかと推測…。

最近では小型の水爆があるらしく、放射能が出にくいのだそうです…。





果たして、I博士の説はどこまで正しいのでしょうか…!?

彼の考えが本当ならば、既に日本はアメリカに平和を脅かされているという事になります…!?!?!?

信じられない…!?!?!?





その答えは、ハイチにありました…。







    『3連発の音』
    1つ…。
間を空けて2つ、3つ…。
『3連発の音』

[image: ]

ふーん、あれにソックリなんだって…。
でも何で…? 
予め、ここで待っていたのかな…?


→http://www.youtube.com/watch?v=4rWDrZIucAQ








    『汚いアメリカ』
    世界の警察を騙り…、

助けるふりして…、
横取りするのね…。
『汚いアメリカ』

[image: ]

チャベスの言葉に…、
真理あり…。 


→http://www.youtube.com/watch?v=KXvKS2y2JyA








    【速報】 イスラエルがイラン核施設を先制攻撃「第3次世界大戦勃発」か
    
			イスラエルが公然とイランの原子炉を先制攻撃した模様です…。


		


これは、事実上の「第3次世界大戦」勃発です…。





先月来、中東に関わる気懸かりな動きが続いていました…。

①11月13日、イランの首都テヘランの近郊にある精鋭部隊、「革命防衛隊」の基地で大きな爆発が2回起こり、兵士が少なくとも27死亡するという事件が発生…。
この事件に、イスラエルのモサドが関与したのは濃厚とされている…。

②11月18日、ＩＡＥＡ(国際原子力機関)が「イランの核プログラムに関する未解決の問題に対して深刻な懸念があり、かつ懸念は増大している」とする決議を発表…。。

③11月21日、レバノンのイスラム教シーア派組織ヒズボラを対象としたＣＩＡ(米中央情報局)スパイと、イラン国内で活動していたＣＩＡスパイの2系統が、イラン当局に摘発され、十数人が拘束される…。

④11月21日、オバマ大統領が、「イランにマネーロンダリング(資金洗浄)に関わっていると懸念がある」として、イランに新たな経済制裁を発表…。

⑤英財務省が国内金融機関に対し、イランの金融機関との取引を行わないよう求めた(英国がイランに対してこうした措置をとるのは初めて)…。
カナダもイラン政府とのほぼすべての金融取引を禁止するなどの措置を発表した…。

⑥仏サルコジ大統領は、欧州連合(ＥＵ)とその加盟国、米国、日本、カナダなどの国々に対し、イラン中央銀行の資産凍結などを呼びかけていた…。

⑦11月26日、米軍の巨大な空母「原子力空母ジョージ・ブッシュ」(内部に何万人も兵士が住んでいる)が、ペルシャ湾から地中海に向かっているという情報が入る…。

⑧ロシアの艦船もシリア海岸線に入ってきたという情報…。

⑨11月29日、テヘランの英国大使館にイラン人による乱入事件が発生…。
キャメロン英首相が「イランが英政府の職員や資産を保護しなかったことは恥ずべきことだ」と述べた上で、「数日内にしかるべき対応策を講じる」と警告…。

⑩英国が在テヘラン大使館閉鎖し、全職員退去…。
英イラン関係は過去最悪の状況となり、イランと欧米諸国との一層の関係悪化は避けられない見通しとなった…。
　
⑪イラン・シリアを支持しているロシアのネドベージェフ大統領は演説で、イスラエルとNATOに警告、防衛のために核ミサイル配備の決断をしたことを伝えている…。

⑫中国もイラン・シリアを支持、イスラエルとNATOに警告を発した…。
中国はたとえ第3次世界大戦になったとしても、イランを守ることに躊躇しないと中国軍の将軍が明言したと伝わる…。

⑬イスラエルが公然とイランの原子炉を先制攻撃した模様…。
3 ATTACK ON IRAN NUCLEAR PLANT IN 2011 ( US ISRAEL AGGRESSION )
→http://www.youtube.com/watch?v=WjXsFq79FNk





このままイスラエル対イランの核戦争が始まれば、世界を巻き込む「第3次世界大戦勃発」は避けられないことになると懸念されます…。






    平和組曲[6]『311と近年の不可思議な巨大地震』
    ♪～「俺はただの労働者」～
～「小さな夢をこわさないでくれ」～♪





3月11日の『東北地方太平洋沖地震』は…、

アメリカによって仕掛けられた、『3連発』の人工地震だった…!?!?!?

俄には信じがたいのですが、私なりに調べて行くに連れその可能性を示唆する事象が数多く見つかるのも事実なのです…。

その一つ、この10数年の間で世界中で起きた巨大地震には、ある共通点が挙げられるのです…。

それは、震源の深さが比較的浅いということです…。





◆阪神淡路大震災(1995年1月17日) マグニチュード7.3 震源の深さ16km

◆パキスタン地震(2005年10月8日) マグニチュード7.6 震源の深さ10km

◆新潟県中越沖地震(2007年7月16日) マグニチュード6.8 震源の深さ17km

◆中国四川大地震(2008年5月12日) マグニチュード7.9～8.0 震源の深さ19km

◆ハイチ地震(2010年1月12日) マグニチュード7.0 震源の深さ13km

◆ニュージーランド地震(2010年9月4日) マグニチュード7.1 震源の深さ5km

◆ニュージーランド地震(2011年2月22日) マグニチュード6.1 震源の深さ5km






これだけで比較してみると、最近の直下型の巨大地震がどれも震源の深さ10km前後が多いというのは本当のようですが…。

一方、大きな津波被害があったことで知られる、インドネシアのスマトラ島沖地震はどうでしょうか…?

スマトラ島沖地震は、巨大なものが2004年12月から2010年まで実に7回も頻発していることに驚かされます…。





◆スマトラ島沖地震
①(2004年)震源地：スマトラ島北西沖 マグニチュード9.1 震源の深さ30km
②(2005年)震源地：メダン南西沖 マグニチュード8.6 震源の深さ30km
③(2007年)震源地：ブンクル南西沖 マグニチュード8.5 震源の深さ34km
④(2009年)震源地：パダン西北西沖 マグニチュード7.5 震源の深さ81km
⑤(2010年)震源地：バニャック諸島付近 マグニチュード7.8 震源の深さ31km
⑥(2010年)震源地：バンダアチェ南南東沖 マグニチュード7.2 震源の深さ45km
⑦(2010年)震源地：パダン南沖 マグニチュード7.7 震源の深さ20.6km





2009年の震源の深さ81kmを除けば、震源の深さは平均して20～30kmと、やはり比較的浅い震源であることが判りました…。

しかし、これだけでは最近の巨大地震が人工地震であるいう決め手にはなりませんね…。

気になるのは、2010年に3回も強い揺れに見舞われているという点、気の毒としか言えません…。





気の毒といえば、ある小さな村のこと…。

『東北地方太平洋沖地震』があった翌日、3月12日にもう1つの巨大地震が日本で起きていたことをご存じでしょうか…?

私は全く知らなかったのですが、実は、長野県北部の新潟県との県境付近で直下型地震が起こっていたのです…。





◆長野県北部地震(2011年3月12日) マグニチュード6.7 震源の深さ8km　






311東日本大震災の陰に隠れて殆どニュースにもならなかったそうですが、最も大きな被害の出た長野県下水内郡栄村は壊滅状態だったそうです…。

この地震もまた、震源の深さ8kmとかなり浅かったのですね…!?!?!?






    平和組曲[7]『311と地震兵器の存在』
    ♪～「仕事も給料もまあまあ」～
～「俺はこれで結構」～♪





震源の深さが浅いと言えば…、

511にスペイン南東部ロルカで続けて2回起こった、スペイン南部地震がかなり妙です…。

スペインで巨大地震が起こるのは44年振りらしいのですが、それだけ地震が少ない国なので建物や人的被害は大きかったようです…。

気になる震源の深さは…?





◆イタリア南部地震(2011年5月11日)
①マグニチュード4.5 震源の深さ0km
②マグニチュード5.1 震源の深さ1km





0kmと1km…!?

これ、ホントに地震なのかよ…!?!?





フィンランドの元核施設のある科学者が暴露しました…。

彼は、アメリカが隠し持つ地震兵器HAARPについてその秘密を語ったのです…。

HAARPによって非常に高められた電磁波が、何故人工地震を起こすことが出来るのかを…。

それは花崗岩でした…。

花崗岩の成分中には石英が含まれているものがあります…。

石英はすなわち水晶なのですが、この水晶がHAARPの照射する電磁波によって共鳴するというのです…。

例えば高周波で振動を起こすと、共鳴したガラスのコップが震えたり割れて木っ端みじんになるそうですが、HAARPはいわば巨大な電子レンジなのだとか…。

地震を起こしたい岩盤にHAARPで熱せれば、ある条件の整った花崗岩が振動し、あたかも自然の地震の如く飛び跳ね回るということらしいのです…。





アメリカは謎の地震兵器を使って、世界各地で人工地震を引き起こしているということなのでしょうか…?

もし本当に地震兵器が有ったとして、アメリカは何の目的でそれを使うのでしょうか…?





311東日本大震災がアメリカによる仕業であることを感じざるを得ない、二つめのヒントが…、

ベネズエラのチャベス大統領の、2010年に起こったハイチ地震に関する発言です…。

彼は、地元のスペイン語紙ABCにて、「ハイチ地震が人工地震だったのではないか」と言及していたのです…。

「米海軍がHAAP(アラスカなどに展開する統合地球物理兵器)を発動、ハイチ地震を引き起こした。
ロシア海軍の北洋艦隊のレポートで情報を得た。」

ハイチが人工地震の犠牲になったということを一国の大統領が言及するのは、非常に珍しいと思います…。

しかも、国民向けのTV演説では、被災地に乗り込んできたアメリカの非道ぶりを強く避難していたのです…。





黒人の自主的な南の島であるハイチ共和国、それまでは見向きもしなかったアメリカがある時期から目をつけたのです…。

それは石油でした…。

ハイチに石油が見つかったのです…。

すると間もなく何故かハイチで、エイズが大流行したのです…。

追い打ちを掛けたのが2010年のマグニチュード7.0の巨大地震…。

数多くの建物が倒壊、大勢の死者が出たのです…。

巨大地震後真っ先にハイチに入り込んだのは、アメリカの大量の兵士達でした…。

さらに追い打ちを掛けたのがコレラの大流行…。

結局、33万人を超えるハイチの人々が亡くなったのだそうです…。

こうしてハイチの石油利権は、まんまとアメリカに奪い取られたのだそうです…。





ハイチ共和国は今どんな思いでいるのかと思うと、私は胸が痛みます…。

アメリカによる人工地震…。

やはり311も彼らの仕業だったのでしょうか…!?

何と太平洋戦争の真っ只中にも、日本はアメリカに人工地震を仕掛けられていたのです…!?!?!?







    『封印』
    『封印』

戦時中に…、
アメリカによって…、
人工的に起こされた…?
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311と…、
共通点がある…。 

→http://www.youtube.com/watch?v=AKeH9lRIG4M








    平和組曲[8]『311地震は戦時中にシュミレーション済みだった』
    ♪～「ニュースを読み税金を払い」～
～「あんたにゃ関係ない」～♪






◆インド北東部地震(2011年9月18日) マグニチュードＭ6.9 震源の深さ ?km

◆トルコ東部地震(2011年10月23日) マグニチュード7.2 震源の深さ 20km※
(※速報では震源の深さ 7.2km だったが、後に20kmに訂正)





人々の生活圏を破壊する、直下型の巨大地震は…、

まるで不安と恐怖心を掻き立てるかの如く、毎月のように世界の各地で頻発しています…。

もしこれらが魔の手による、自然現象を装った人工地震だったとしたら…!?

彼らの行いは絶対に許されないことです…!!





3月11日の『東北地方太平洋沖地震』が、アメリカによって仕掛けられた人工地震だった可能性を示唆する資料がまた一つ見つかりました…。

そこには…、

人工地震は、もう既に何十年も前から可能であったということと…、

そして、日本にいつでも地震を起こせるよう研究済みであったという、衝撃の事実が明らかになったのです…!!





それは、何と今から66年も前の…、

アメリカのCIAの前身である米戦略事務局OSSによって、1945年に作成された機密計画書「PHYCHOLOGICAL WARFARE EARTHQUAKE PLAN AGAINST JAPANESE HOMELAND(日本本土への地震兵器による心理的軍事作戦)」です…。

2005年に公開されたこの報告書が、第2次世界大戦のさなかアメリカが日本攻略の手段として、原爆投下と人工地震の作戦があったことを裏付けるのです…。





この報告書の「悪魔の攻撃」と呼ばれる章では…、

「日本人の目を覚まさせるには地獄に飲み込まれたと思わせる必要がある。
そのためには、地震を恐れる日本人の特性を徹底的に突くべし。
地震攻撃に勝るものはない。」と定義し…、

第2次世界大戦の終戦方法については…、

「人工地震兵器で津波を起こして日本を降参させて終戦するか、原爆を落として終戦するか」と会議された記録もあるそうです…。

「日本の周辺にある海底のプレートをピンポイントで爆破すれば、巨大な津波を発生させることが可能となる。
目標とすべきプレートの周囲8Km内に爆弾を仕掛ければ、１年以内に狙った場所で地震を起こすことができ、津波も誘導できる」と、結論付けていたのだとか…。





しかも、1944年にカリフォルニア大学を中心とする地震学者たちが総動員され…、

「日本近海のどこの海底プレートに強力な爆弾を仕掛ければ、人工的に巨大な津波を起こせるかシミュレーションを繰り返した」とし…、

「THE FINAL REPORT OF PROJECT SEAL(封印計画の最終報告)」と書かれた資料には…、

ニュージーランド沖で実際に人工地震を何十回も起こした、巨大津波の写真と分析データが詳細に記載されているのだそうです…。





そして実際に…、

アメリカによる人工地震が、日本に仕掛けられたと思われる史実があったのです…!!

それは…、





◆東南海地震(1944年12月7日) マグニチュード7.9 震源の深さ 40km





志摩半島南南東沖20kmを震源として発生した、この『東南海地震』は…、

巨大地震と15mにも達する大津波が発生し、愛知、三重、静岡などで1,223人の死者・行方不明者が出ています…。

が、実は最も損害を被ったのは、三菱重工、安立電気、中島飛行機などの軍事工場だったのです…。

戦時中の日本軍の要となる軍用機の工場がひしめき合う地区に、あたかも大地震がピンポイントで起きて破壊的打撃を受けたらしいのです…。

震災が起こったのがちょうど軍需工業地帯だとは、いかにも出来すぎた話でおかしいと当時から不思議に思われたそうですが、『東南海地震』があったことは封印されました…。





何故かアメリカは待っていたかのように上空から写真撮影、翌新聞には「観測史上最大規模の大地震」、「大阪から名古屋にわたる軍需工業地帯に大損害」などと誇らしげに戦果を報じたのだとか…。

そしてもっと不思議なのが…、

『東南海地震』で生き残った人々の頭上を飛ぶB29から、ビラが撒かれたのです…。

そこには…、

「地震の次に何をお見舞いしましょうか」

と書かれていたそうです…。





翌1945年に日本は…、

原爆を2発、お見舞いされたのです…。






    『幻の計画』
    
			何者かに邪魔され…、



		
潰された…、
『幻の計画』
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全国に導入されていたら…、
大勢の人々の命が…、
助かったのに…。 

→http://www.youtube.com/watch?v=kdymouV4n4c






    平和組曲[9]『311地震は予知可能だった』
    ♪～「邪魔しないでくれ」～
～「ほっていてくれ」～♪





世の中は…、

表に見える世界と、見えない闇の世界とがあって、表裏一体と云われています…。

歴史に残された大事件の数々も、誰かによって創られでっち上げられたものばかりだとか…。

また、全ての物事は偶然起こるのではなく、起こるべくして起こるようになっているのです…。





例えば、第2次世界大戦の勃発の前に世界恐慌がありましたが、西洋諸国の経済が麻痺して辟易したときに、何もかもチャラにするには世界中を巻き込む戦争が最も効果的なのだとか…。

戦争は、一部の闇の支配者たちにより計画が立案され…、

国家間の争いが起きるように、用意周到に仕組まれて起きるのだそうです…。





私たちの身に降り掛かった、311東日本大震災もやはり…、

悪魔のような連中によって仕掛けられた、テロだったのではないかと私は感じています…。

何故なら、いろんな事を調べれば調べるほど、説明の付かない疑問が次から次へと沸いて出てくるからなのです…





さて、【地震総合フロンティア計画】というのをご存じでしょうか…?

これは、今から15年以上前に…、

日本学士院メンバーで地震学者の長老、上田誠也(元東大名誉教授)博士によって研究された、ある方法による地震予知の壮大な計画でした…。

上田博士の講演によれば…、

「地震予知はできる！特に短期予知なら」

かつて東大時代において、電離層の電波を調べることで地震の予知をするという画期的な手法を発表、数年後に計画に移されたのだとか…。





それは、人工衛星の研究中に電離層を調べていたときのこと…、

ある時、電離層の電波が大きく揺らぐ現象が起きたのだそうです…。

するとその後、阪神淡路大震災が起こったのだそうです…。

これをきっかけに、電離層の変化をキャッチすることで地震予知の可能性を広げていったのです…。

上田博士の研究は、やがて実を結びます…。





既存の地震研究と言えば…、

「地震は何故起こるのか」という点にばかりに拘って、地震のメカニズムを検証したり地層を調べるといった研究ばかりにお金をを注ぎ込むばかりだった…、

肝心の地震予知はというと…!?!?





そこに、画期的な方法で地震予知の可能性を見い出したのが、上田博士だったのです…。

上田博士の素晴らしいところは、地震が起きる前触れを電気的信号で捉える点にありました…。

①電離層の変化(空中を飛び交う電磁波やFM電波などを測定すると、地震の前に信号が出る)
②VAN法(地中に流れる電磁波や地電流などを測定すると、地震の前に信号が出る)

この2 つを組み合わせることで、短期予知であれば地震の発生時期も震源も大体判るというものだったのです…。





やがて、彼の計画に賛同する者が手を差し伸べて、各地に関連施設を造る計画が立てらたそうです…。

施設を日本全国に設置し、ネットワークを結び…、

地震が起こる前に、危険を知らせるというのが「地震総合フロンティア計画」という素晴らしいプロジェクトが生まれたのです…!!





『阪神大地震の後、我が国の地震予知研究をどう進めるかについての模索の途中で、何人かの理解者のおかげで、科学技術庁(当時)が【地震総合フロンティア計画】なるものを立ち上げ、理化学研究所に地電流・地磁気観測を中心とした研究のために資金を出してくれることになりました。
電波伝搬異常の研究に対しても宇宙開発事業団(当時)に資金を出してくれました。
私どもは大いに感激して、同志を募って、東海大学を拠点として理化学研究所のプロジェクトを担当しました。
北海道から沖縄まで、日本中にたくさんの観測点をつくって、馬車馬のように働いたのです。』

(第48回公開講演会講演要旨『地震予知研究の歴史と現状　上田誠也博士』より)





ところが…、

【地震総合フロンティア計画】は、『幻の計画』となってしまったのです…。

どういうわけか、「地震予知はできない、問答無用、これは政治的判断だ」と言って…、

文部科学省からこのプロジェクトは切り捨てられてしまったのだそうです…。

きっと何者かに邪魔され、完成間際に潰されてしまったのでしょう…。





もしこの計画が、計画通りに全国に導入されていたなら…、

今回の311東日本大震災も、恐らく予知可能だったと思います…。

事前に危機が伝えられたなら、被害を最小限にすることが出来て…、

何よりも、大勢の人々の命が助かったのに…。 

上田博士も、さぞや無念だったことでしょう…。





『これらのことから電磁気的地震予知は案外うまくいくかもしれないぞと張り切って、国際的な外部評価委員会に評価を受けたのですが、時すでに遅く、その前に「短期予知は不可能」というお国の基本方針が決定しており、我々の計画は止められてしまいました。
「評価がこんなに高いのにどうして継続できないのか」と担当官にきくと、「問答無用、あれは科学的評価、我々は政治的評価をする」とのことでした。
これは我が国の評価システムの汚点となる事件だったと思います。
さて、そうなると、全国に四十数点つくった観測点は片端からつぶされ、定職をなげうって各地からはせ参じた同士たちも失職、いまや、我々は残党になってしまいました。』

(第48回公開講演会講演要旨『地震予知研究の歴史と現状　上田誠也博士』より)






    平和組曲[10]『311だけじゃない戦慄の連続人工地震の根拠』
    ♪～それとも君は評論好きか～
～おりこうさんか?～♪





「夕べも強い地震があったよねー?」「近頃は、ずいぶん地震が多いよね～」「恐いわ。」「今度は○月に大地震が起こると噂を聞いたよ!」「いつまでこんなの続くのかなぁ‥」

「また…、
あんな大地震や大津波が起こったら、どうしよう…。。。。。。。。。。。」





311東日本大震災から9ヶ月を迎えようとしていますが、私たち宮城県では相変わらず大小の有感地震が時折起きています…。

グラグラッと揺れる度に心配になってしまい、私も周りの人々も底知れぬ不安や、いらだちを隠しきれないでいます…。

しかしひょっとすると、これは日本だけに限ったことではないかも知れません…。

この10年位の間に、各国で直下型の大地震が増加しています…。

既に地震の恐怖が全世界の人々を巻き込み、全ての人々をある種の焦燥感のようなもので包み込んでいるのではないでしょうか…。





では果たして、私たちは一体いつになったら落ち着きを取り戻し、安心して過ごせるのでしょうか…?

恐らく…、

ますます地震が増え、各地で大きな被害を伴う大地震がこれからも続いて起こると私は思います…。

何故なら…、

私たちの身に降り掛かった311東日本大震災をはじめ…、

不可解な連続地震は…、

悪魔のような連中によって仕掛けられた、人工地震だからです…!!

これは、一般の人間には判らないカタチをとったテロであり、見えない戦争なのです…。





考えてみれば、人工地震はもってこいの武器です…。

スイッチ一つで、敵国に大地震を起こせるとしたら…!?

相手国の政府には敵が見えないわけですから、いつ地震や災害が降り掛かるか判らない恐怖心は兵器としては効果抜群だと言えます…。

「言うこと聞かなければ、都市を破壊するぞ!」と、脅迫されたら…。

大地震が起こされても、誰にも防御方法がが無い…。

しかも、一般の人々は自然現象による災害だと認識、まさか兵器で起こされたとは気付かない…。

結局、政府は国民にはひた隠しにしたまま、悪魔の連中の言うがままとなる訳です…。





それでは一体、311東日本大震災では…、

やつらにとって、最大の目的は何だったのでしょうか…!?





我が日本に対し、「TPPに参加せよ!」とか、「金をよこさないと東北を潰すぞ!」とか…、

「原子力発電所を地震で破壊して、3つ目の原爆にするぞ!」とか…、

裏側で、政府はアメリカに脅されていたのかも知れないのです…!!

まさに恐怖と戦慄の連続人工地震…。

きっと、この世の中を牛耳っている闇の支配者たちが、その目的を果たすまでは…、

地震は止まないことでしょう…!!





さて、また一つ…。

ここに、311東日本大震災が人工地震であったと考えられるその根拠となる資料があります…。

それは意外にも、アメリカの科学者による報告でした…。





5月18日に発表された「M9地震の前に急激に加熱した日本上空」という、NASAの衛星のデータを解釈したレポートなのですが…、

東北大震災の前の数日間にわたり、震源地上空の赤外線放出が劇的に増加したと科学者が述べているのです…。





【311の前に急激に加熱した日本上空】

①「メリーランドNASAゴダード宇宙飛行センターのDimitar Ouzounovと仲間達が、3月11日の東北大震災のデータを明らかにしたが、それは目をみはるものだった。
震源地上空電離層の総電荷量が、M9地震前に劇的に増加し、地震3日前に最大限に達したという。」

②「同時に衛星からの観測では、震源地上空で大きな赤外線放出の増加を示し、地震数時間前にそれがピークに達したという。
つまり空気が加熱していたということになる。
これらの観測は、 地圏～大気圏～電離層結合メカニズムと呼ばれる考えと一致している。
それは地震前の数日にわたり、断層の大きなストレスがラドンの大量放出を引き起こすというものだ。」

③「このガスから放出される放射能が空気を大量にイオン化し、多くの影響を与える。水の分子が空気中のイオンに引きつけられるため、イオン化現象は水の大規模な結露を誘発することになる。」

④「そして結露のプロセスは熱を放出し、赤外線が放出される原因となる。
『衛星のデータは、3月8日に赤外線の急速な増加が観察されたことを示している』とOuzounovとその仲間は言っている。」

(2011/5/18付『technologyreview.com』より)





専門的知識がないと難しいのですが、簡単に言えば…、

3月11日『東北地方太平洋沖地震』の3日前から、震源地の上空が急激に熱くなっていたということです…!!

これは一体…!?





地震総合フロンティア計画の上田誠也博士を支持する、有名な物理学者I博士の解説によれば…、

①「問題は温度上昇の地域の「スポット(点)状」についてである。
これは、非常に不自然なことなのである。
これまでの地震予知の研究では、もちろん私個人がこれまでに目にして来た範囲内の話だが、ラドンイオンが出る場所は必ずしも「点状」とは考えられていない。
むしろ、「帯状」に出るというふうに理解していたのである(それゆえ、大気中に上昇したラドンイオンのために帯状に広がった「地震雲」が生じると考えているわけだ)。
なぜなら、プレート間で岩盤同士がぶつかりあうと、普通のプレートテクトニクス信奉者たちは信じて来たからである。
広い領域が帯状に接触して押し合いストレスを作り、そこの岩盤からラドンイオンが出るわけだから、普通は「帯状に出る」と考えるのが自然なのである。
「スポット状」に出るという方が不自然なのである。
この場合には、そうなるべき何か別の理由が必要だからである。」
さて、そうなると、「どうしてスポット状なのか？」という疑問が出るわけである。」

②「結論から言えば、やはりこういう芸当は電磁波を使ったHAARP以外にはあり得ないということである。
その証明を今回のデータが有り難いことに記録してくれたのである。
そう解釈すべきだろう。
なぜなら、「特定の場所をピンポイントでスポット状に熱する」というのはHAARPの得意技であるからである。」





I博士は、このレポートから更に驚くべき事実を読みとっていました…。





③「このデータの興味深いことは、311東日本大震災の起こる大分前の3月5日に、青森沖、東海沖、北九州と３カ所が熱くなっているということである。
つまり、この3地点もまた原子力発電所の存在する場所だから、六ヶ所村、九州電力、中部電力もターゲットに入っていたという証拠であるということになる。」

④「3月8日には、青森沖と愛媛沖（四国伊方発電所の場所）が熱くなっている。
3月9日には、関東沖と青森沖が熱くなっている。
3月10日には、再び愛媛沖と青森沖が熱くなっている。
そして大震災当日の3月11日には、震源地の宮城沖が熱くなっている。
翌日の3月12日には、千葉沖と新潟沖（柏崎原子旅行発電所のある）が高熱となっている。
要するに、熱くなっていたのは、全部『原子力発電所』が存在している場所であったということである。」

⑤「これが自然現象ではないことぐらいこの結果から明白であろう。
自然現象ならこういう現象のうち1回や2回はまったく原発のないところであったとしてもおかしくはないはずだからである。
にもかかわらず、実に見事にしかも並列的に大都市や原発のある都市の海だけが熱させられているのである。」

⑥「もっと興味深いのは、このHAARPの仕業と思われるものは、実際の震源地ではそれほど熱くしていなかったというように見て取れるところである。
むしろHAARPは福島以外の場所を集中的に狙っていたようである。
ところが実際には宮城沖で起きた。
このことからも今回の宮城沖は、HAARPで起したというよりは、原水爆で地下爆発させた可能性が一番高いと言えるのである。」





アメリカが隠し持つと云われるHAARP等の地震兵器によって引き起こされる、自然現象に見せかけた戦慄の連続人工地震…、

それが今年の3月は、まさか…、

日本中の『原子力発電所』付近で、地震を引き起こしていたというのでしょうか…!?!?!?






    『しっぽを掴んだ』
    騙されてたまるか…!
衛星のデータに…、
動かぬ証拠があったよ…。
『しっぽを掴んだ』

[image: ]

あれを使用すると…、
電子レンジでチンするみたいに…、
熱っつくなるんだって…。 

→http://www.technologyreview.com/blog/arxiv/26773/






    『へんなあんてな』
    
			こんな、かたちのがね…、


		
いっぱい、いっぱいあるのよ…!
『へんなあんてな』

[image: ]

ねえ、なんにつかうの…?
おとななのに、しらないの…?

→http://www.youtube.com/watch?v=zdWl1PT5oAE

→http://www.youtube.com/watch?v=8AMlqRsHUXI






    平和組曲[11]『311は水爆と地震兵器の併用で起こされたのか』
    ♪～口ではいいこと云ったって～
～憎しみは直せない～♪





リーマンショック、サブプライムローンの破綻から、坂道を転げ落ちるような勢いで赤字大国となったアメリカは…、

世界機軸ドルの世界的暴落は留まることを知らず…、

マイホームも職を失ったテント暮らしの一般市民が、ドンドン増加する一方なのにも関わらず…、

国の借金を減らすどころか、中東方面へますます軍事介入し兵隊を送り続け…、

軍備はますます増強している、非常に危険な国家に成り下がってしまったことは誰の目にも明らかでしょうね…。





そのアメリカが…、

この10年以上も世界各地にHAARPに代表される兵器によって、人工地震を引き起こしていたのではないかと囁かれているのだとか…。

だから私は、311の東日本大震災もアメリカに仕掛けられたのではないかと疑うのです…。

今年3月の大気のデータに、HAARPのしっぽを掴まえてみたら…、

そしたら何と、東北どころか日本中の『原子力発電所』付近に揺さぶりを掛けていた痕跡が見つかったのです…!?

しかも、3発の水爆も併用して大きな津波を起こしたのではないかと推測…。

調べれば調べるほど、背筋が凍るような怖さを感じていまいます…。





アメリカが隠し持つと云われるHAARP…。

ここで改めて、HAARPについて載せておきます…。





【HAARPとは】

高周波活性オーロラ調査プログラム(高周波活性オーロラ調査プログラム、英: High Frequency Active Auroral Research Program、略称：HAARP、ハープ)は、アメリカ合衆国で行われている高層大気研究プロジェクトである。

アメリカ空軍、アメリカ海軍、国防高等研究計画局 (DARPA) の共同研究であり、大出力の高周波を電離層に照射して活性化させ、電離層の挙動や無線通信等への影響を調査することが目的であると説明されている。

照射施設はアラスカ州・ランゲル・セントエライアス国立公園の西にあるOTHレーダーの跡地に建設された。

「電離層ヒーター」ともいわれている。

プロジェクトにはアラスカ大学をはじめとして、14以上のアメリカ国内の大学が関わっている。東京大学も誘導磁力計 を提供している。

(『wikipedia』より)





とまあ、表向きは平和目的となっておりますが…。

怪しくなければ、こんな事を言う人も現れない筈ですよね…。





【東日本大震災は米国地震兵器HAARPが起こしたと元ミネソタ州知事が発言】

米ミネソタ州元知事ジェシー・ベンチュラ氏は、日本の地震や津波は「米国の地震兵器HAARPが引き起こしたものだ」と発言している。

米プレスＴＶによると、ベンチュラ氏は「指向性エネルギー兵器、気象制御システム、地震降伏デバイス、またはマインドコントロールに使用される可能性があります」としている。

その問題のHAARPだが、米軍、アラスカ大学などが共同で開発しており、強い周波の電流を発信し、気候などの現象をコントロールするシステムなのだという。
米政府が存在を公式に認めているものではないが、かつてウォール・ストリートジャーナルで取り上げられたこともあるが、ほとんど目に触れる機会はない。

ベンチュラ氏は、これまでの著書にも「米国の陰謀」だと、このHAARPのことを書いてきた。
ハイチの地震でもこのHAARPが使われたのではないか、という意見も実際は多く出ていた。

だが、米国政府が真相を明らかにしないかぎり、真偽のほどは定かではない。

ベンチュラ氏は、ジョージ・ブッシュ前大統領を「史上最悪の大統領だ」と批判するなど“アングル”なしで発言するタイプのようだ。

ちょうどこのHAARPは、ブッシュ政権時に研究されていたとも言われている。

(2011/4/8『YUCASEE MEDIA』より)





さらに付け加えると…、

HAARPは、人工地震を起こすだけではないのです…。

最も恐ろしいのは…。

その辺りのことについて、2年前にあるジャーナリストが語っていました…。





【「ニュースにならない世界の大ニュース」ジャーナリスト大沼安志氏】

「HAARPをどんなものなのか簡単に説明させていただきますと“電離層ヒーター”といわれているんですよ。」

「“電離層”って言うのは僕も素人なんですが調べて来ましたら、地球の成層圏の最上層部。」

「そう、高いところ。
地上からの電波を跳ね返すところなんだそうです。」

「このHAARPっていう統合物理学兵器っていうやつはこの電離層に向かって電波を発射するんですね。」

「それを発射する基地がどこにあるかって言うとアラスカにあるんです。
フェアバンクスとアンカレッジの間にあってですね、1990年代から建設が始まって21世紀、つい最近になって完成したと言われているんですね。これを作ったのはどこかといいますとアメリカの国防総省“ペンタゴン”ですね。
空軍と海軍の協同プロジェクトなんですね。それに多分目くらましと言う事があるでしょうけどもアラスカ大学が絡んでまして一応学術研究であると。
電離層を研究するという形をとっているんですけれども、そうではないんで無いかと、そういう見方が広がっているんですね。」

「その電波なんですけどもアメリカ最大のラジオ局の出力の7万2千倍なんですよ。
電離層の局地的に360万ワットといわれていますが、それを当てるんですね。照射するんですね。
それをしますといろんな事が起きるんですが一つは電離層に穴が開くんですね。
指向性の有る電波を出しますから例えば日本上空の電離層を狙ってそこに穴を開ける。」

「そうすると宇宙の放射線が入ってくると。
それが一つなんですね。
それから色々有る、四つ位有るんですが、もう一つはこれが実は最初始まった理由なんですが電離層を押し上げるんだそうです。
そうするとそこを通ってくる例えばソ連のICBMをプラズマとかで撃墜することが出来る。つまりレーガン時代のSDIですよ。」

「その次に今一番問題になっているのがこれなんですけれども、電離層に低周波の電波を当てて跳ね返って地球に届くと。超低周波の電波は地中を限りなく通過していくんですね。
地中の地震が起き易い活断層に向かって跳ね返した電波を当てると。」

「地殻変動を起こす、つまり地震を起こすと。
“地震兵器”ではないかという、そういった疑いさえ有る。」

「90歳になられるお婆さんのロザリー・バーテルさんっていう世界的に有名な科学者の方がいらっしゃるんですよ。
第二のノーベル賞といわれる“ライト・ライブリフッド賞”を取った方で日本の学術会を見ても共同研究なんかをなさってる大変な方なんですが、この方がおっしゃてるんですね。
この方が統合地球物理学兵器が非常に怖い、情報を開示して欲しいと言ってるんです。」

「もう一つですね、非常な低周波なもんですから、確か10ヘルツという数字が出ていましたけど、これが電離層で反射してある特定の地域に来ると我々の脳がやられちゃうんですね。」

「我々の脳波と同じなんですね。
今言った四つの非常に恐ろしいところがあるっていうことでロシアの国会の国際委員会って言う所で調査をしまして国連に対して何とかしてくれとアピールしているんですね。」

(TBC東北放送ラジオ番組『デイクリック』より)





脳が、やられる…!?!?!?







    『大きな足跡』
    
			やつらが…、


		
残していったものは…、
大きな爪痕と…、
『大きな足跡』

[image: ]

こんなもん…、
自然に出来るわけないじゃん…!
ということは…?

→http://www.youtube.com/watch?v=OPjZWpcOJaw

→http://www.youtube.com/watch?v=n8WJ5tkghiI






    平和組曲[12]『311最大の悪夢…原発事故』
    ♪～君は指導者じゃない～
～横取りねらいのサギ師～♪





311東日本大震災は、『3連発』の地震が約6分間に渡って連続発生し…、

三陸沖から茨城県沖という広い範囲に巨大な津波が押し寄せて、人々の暮らしの何もかもを飲み込みました…。

この東北の沿岸各地に残された大きな爪痕に、私たちは心を痛めました…。

これが天災なら諦めもつきますが、やっぱりどうみても不自然なのです…。





悪魔の集団が仕掛けた人工地震、その『大きな足跡』が見つかりました…。

それは、海に突如現れた巨大な渦巻きです…。

3月11日の『3連発』の地震直後、直径が300～400mはありそうな巨大な渦巻きが…、

確認されただけでも、宮城県の三陸沖に1つ、茨城県の大洗沖に1つ出現したのです…。

その模様は、テレビ中継で全国に放送されたようです…。





それは、とても無気味にとぐろを巻いていました…。

こんな摩訶不思議なものが発生するなんて、普通ではあり得ませんよね…?

恐らくこれは…、

地下に仕掛けられた純粋水爆で破壊された出来た空洞に、海水が一気に沈み込んだ為に出来た渦巻きだと思います…。





この巨大な渦巻きの映像を観て、私はつい…、

原爆のキノコ雲を連想してしまいました…。





311東日本大震災、最大の悪夢は、福島第一原子力発電所の事故です…。





それは、耳を疑いたくなるような最悪のニュースとなって飛び込んで来ました…。





想定外の巨大津波によって引き起こされた、福島第一原発の事故は…、

炉心の停止と冷却装置のトラブルで、原子炉のメルトダウン…!!

水蒸気爆発を経て、破壊された建屋から外に爆風が飛び出し、放射性物質が空中に飛散…!!

放射性物質で汚染された水が海洋へ流れ出す…!!





確か、原子力発電は…、

「絶対に安全です」と国や電力会社がPRし続けていたので、私たちもすっかり信じ切っていましたよね…。

それなのに、福島第一原発の事故は…、

日本史上、最悪の原発事故となってしまったのです…!!

何故、こんな事態になってしまったのでしょうか…!?!?!?





考えてみれば…、

私たち日本人は、これまで2度も被爆国となっていました…。





第二次世界大戦の末期、アメリカの原子爆弾による世界初の原爆の被爆に…。

1945年、8月6日に広島市へ投下、その2日後、6日に長崎市へ投下、合わせて20万人以上の尊い命が奪われました…。





そしてもう一つ…。

1954年3月1日、アメリカがビキニ環礁で行った水爆実験によって、世界初の水爆の被爆に…。

犠牲になったマグロ船の、船長が言い残したのは…、

「こんなことで死ぬのは、私が最後にして欲しい。」だったそうです…。





核の恐ろしさを…、

放射能の恐ろしさを…、

日本人が一番知っている筈なのに…。





【第五福竜丸の被爆】

1954年3月1日、アメリカ軍がビキニ環礁で行った水爆実験によって日本のマグロ漁船第五福竜丸が死の灰を浴びました。
真っ白な雪のような灰だったそうです。
ロンゲラップ島の子供たちも海岸でこの灰を被って遊んだのですが。

第五福竜丸が被爆した処は爆心地から160kmも離れた危険区域の外でした。
乗組員23人は母港である焼津港に帰り着くまでの14日間、体についた死の灰から大量の放射線を浴び続け、毛が抜けたり、もどしたりなど急性の放射線障害の症状を占めました。

全員直ちに入院治療を受けましたが、中でも症状の重かった無線長の久保山愛吉さんは9月に亡くなりました。
被ばくしたときには大部分の船員は20歳代の健康な若者でした。
しかし、半数以上の方が50歳代前後で癌などのために亡くなっています。

第五福竜丸以外にもこの近くで漁をしていた漁船は多く、その後も行われていた核実験のために856隻以上が被爆したと云われています。
被爆くした漁師もいた筈ですが、政府は調査をしませんでしたのでその実態は知られていません。

代わりに高校生がその調査を行い報告しました。
水揚げされたマグロは放射線を測るガイガーカウンターで調べられ、汚れていたものは“ 原爆マグロ” として捨てられました。

しかし、アメリカ原子力委員会は「ビキニ・エニウエトク環礁外の魚の放射能を恐れる理由はない」などと言って、被害を訴える声に耳を貸そうとしませんでした。
そこで、日本学術会議の科学者達が俊鶻丸という船に乗ってビキニ海域の調査に行きました。

海水の放射能汚染は予想よりも遙かに高いことが判りました。
アメリカはこれを認めない訳にはゆきませんでした。

日本人ばかりか世界の人々が原爆実験に不安を持ち、核実験反対運動が広がっていきました。
ついに1963年、大気圏内核実験は停止されました※。

※1963年8月調印　部分的核実験禁止条約(PTBT)






    平和組曲[13]『311原発事故の発生した10日間の経緯』
    ♪～名誉と勢力に欲張りな～
～君は失格だ～♪





311東日本大震災、最大の悪夢は、福島第一原子力発電所の事故…。

ブッ壊れた原発は、もう誰にも元に戻す事は出来ません…。





近頃のニュースでは、福島第一の現状を取り上げることがめっきり少なくなったと思いませんか…!?

政府は、何かにつけ「直ちに人体に影響はない」などと云って誤魔化そうとしていますが…、

つまり、その内に…、

急性白血病や、悪性リンパ腫などの患者が大量に出てくるまでは、ノラリクラリと今の政権を維持するのでしょうね…!?

是非とも最新の現況を随時しかも正確に、私たち一般市民に伝えて欲しいものです…。





福島第一原子力発電所の事故は、まだ何にも解決してないのです…!!!!!!!!!

水で冷やして落ち着いているだけなんです…。

まだまだ、汚染をくい止めることすら出来ていません…!!

恐ろしい放射線物質を含んだ汚染水は、幾ら汲み上げても汲み上げてもダメです…!!

誰にも汚染を停めることが出来ないのです…!!

東電にも無理、技術者にも無理、原子炉を造った人にも出来ないのです…!!

もう誰にも成す術が無いのです…!!

今もこうしている間中、汚染を巻き散らかし続けているのです…!!

残念ながら、収集の見通しは立っていません…。

何故、こんな事態になってしまったのでしょうか…!?!?!?





福島第一原子力発電所の、事故の発生した3/11～3/20の…、

10日間の経緯を、ドキュメントで追ってみましょう…。





【福島第一原子力発電所、放射性物質外部漏洩事故の流れ】

3月11日

①M9.0の地震発生により、運転中の1、2、3号機が自動停止。
(4号機は点検中で稼働していなかった。
1、2、4号機は、一般的なウラン燃料を使用しているが、
3号機は、ウランの他にプルトニウムを使用したMOX燃料を使用している!!)

②津波の被害により、非常用電池が水没するなど全ての電源を喪失。

③1、2号機の非常用炉心冷却装置が注水不能であることが判明。

④米軍が、ホウ酸(冷却剤)を空輸し原子炉に注入することをを提言。

⑤しかし東電は、冷却剤注入では原子炉の復旧が難しくなると注入を拒否し、軽水注入での冷却に固守。
(廃炉は防ぎたいし3,000億の損失も痛いから?
米軍のホウ酸の提供を断った!!)

⑥ところが、1号機の配管ラインの一部が損傷のため冷却水が十分に供給できず、水位が上がらないことが判明。

⑦この辺りから1号機は、燃料は蒸発による水位低下で全露出してメルトダウン(炉心溶融)※が始まったとみられる。
(東電は発表しなかったが!?)

⑧東電は、電源車を出動させたが渋滞で動けない。

⑨万が一の爆発と炉心溶融を避ける為に、内部の圧力を下げる蒸気放出の許可を政府に出す。

⑩ところが海江田大臣は、管総理が視察に行くので蒸気放出をしないよう指示。

⑪電源車が到着したが、津波の被害と電圧不一致もあって翌日まで接続できなかった。





3月12日

①2号機は、仮設電源により原子炉水位は確認でき水位は安定している。

②3号機は、原子炉隔離時冷却系で原子炉に注水。

③4号機に関しては、原子炉水位を確保し安全上の問題がない。

④1号機の蒸気放出は結局、菅総理の視察が終わった夜明け以降に実施。
この遅れの為に、1号機のタービン建屋内で放射能レベル上昇、また原子炉外部容器内の圧力が既定値の2倍以上に高まる。

⑤1号機の原子炉格納容器内の圧力をベント(圧力弁)を開け蒸気放出作業開始。
ついに放射線物質を大気に放出させてしまう。

⑥消火用ポンプで、1号機の原子炉への注水を実施。

⑦1号機の原子炉格納容器内の圧力降下のためベントを開放。
ところが2つあるベントのうち、片方の弁を開く作業が難航して放出できない｡
(原因不明、何らかの原因で閉まった模様!?)

⑧1号機の核燃料の一部が、一時水面上に露出。

⑨1号機の水が足りない、原子炉水位がかなり低下し続ける。

⑩とうとう、1号機が水蒸気爆発を起こしてしまう。

⑪原子炉格納容器は破損していないと、枝野官房長官が発言。

⑫東電、運用維持をようやく破棄し、海水による1号機の原子炉へ注水を開始。

⑬現場の放射線線量上昇で制御室作業困難になり、人間作業ほぼ不可能になる。
(ここで、3号機を放置することになる!?)





3月13日

①3号機の高圧注入系が停止。

②3号機の非常用炉心冷却装置注水が不能となる。

③3号機の有効燃料棒頂郎まで水が減少。

④圧力を降下させる為、3号機のベントを開始。

⑤1号機に、海水と米軍のホウ酸を注入する。

⑥2号機のベント開始。

⑦3号機に、原子炉内に消火系ラインから真水を注入開始する。
原子炉の圧力が減少。

⑧3号機に関し、ベントが使えない状態になる。
(原因不明、何らかの原因で閉まった模様!?)

⑨3号機、原子炉内への消火系ラインから、海水及び米軍のホウ酸の注入を開始。





3月14日

①1、3号機の汲み上げ箇所の海水が少なくなったことから海水注入を停止。

②3号機に海水注入を再開。

③3号機のベントを開始する。

④3号機の格納容器圧力が上昇。

⑤3号機の原子炉格納容器圧力が異常上昇し、最高使用圧力許容範囲を越える。
(格納容器破損か!?)

⑥危険回避の為、3号機のベントを開始するべきかを検討。
(もしここで圧力弁を開けば、今までの放射線量の100倍の蒸気を大気に放出してしまうので、躊躇したのでは!?)

⑦3号機の水位が上昇したので、予定していたべントを中止して、圧力容器の注水を再度継続することとした。

⑧敷地境界放射線量が異常上昇。
(放射線物質がかなり放出され、福島原発の近くの放射線量が上昇、マイクロシーベルトから一気に危険量のミリシーベルトに!?)

⑨ついに、3号機が爆発を起こしてしまう。
(東電によると、3号機の爆発は1号機で発生したものと同じ水蒸気爆発で、格納容器と圧力容器は健全、としているが!?
3号機のメルトダウン(炉心溶融)※が進行中か!?
ここで決死隊を組み、死を覚悟して事態収拾に当たれねば東日本は壊滅する!?）

⑩爆発の影響で、3号機の注入ラインが損傷している可能性。

⑪2号機の水位が低下、原子炉冷却機能が喪失している可能性。

⑫消火系ラインから、2号機の原子炉への海水を注入開始する。

⑬2号機の原子炉水位が低下し、燃料棒の全体が露出。
(この頃、2号機原子炉の爆発危機が迫っていたらしい!?
2号機建屋内に水素が漏れ出していた為、ベントが行えないどころか、最も最悪の事態になる可能性があったという!?
格納容器の内圧が高まって原子炉そのものが爆発して核燃料が飛び散ったら!?)

⑭東電、作業継続は困難と判断し、政府に全面撤退を打診。
（これまで東電の社員らは70人を残して、200人以上が原発を去った!?
さらに、東電の清水正孝社長は、現場から撤退したいと政府にこの日5回も電話で伝えていた!?
あとは自衛隊と米軍に対応を委ねるつもりだったらしい!?)

⑮菅総理これを拒否、作業継続を叱咤激励。
「お前ら、ふざけるな! 逃げるな!」





3月15日

①2号機のベント開始。

②2号機の原子炉格納容器の最高使用圧力が許容範囲を超えたことから、減圧操作及び注水操作を試みるも､まだ減圧しきれず。
(2号機も、原子炉容器や原子炉格納容器の破壊か!?)

③2号機のサプレッションプール(圧力抑制室付近)で異音発生、圧力抑制室の圧力が低下。

④4号機で音がして、壁に穴が空く。

⑤3号機に煙が発生。

⑥2号機に関し、圧力抑制室付近で異音が発生し、同室内の圧力が低下、同室で何らかの異常が発生。

⑦2号機のサプレッションプールに一部欠損がある横様と、枝野官房長官が会見。

⑧4号機の建屋の上が変形した模様。

⑨2号機建屋5階付近から白い煙を確認。

⑩4号機原子炉建屋3階北西付近より火災が発生した。

⑪4号機の消火について経済産業省から米軍に依頼。

⑫3号機の周辺で高い放射線量を測定する。
(放射線物質大量放出か!?)

⑬福島第一原発のオフサイトセンターに対し、退避命令発生。

⑮4号機が鎮火するも、爆発に伴う瓦磯は消防車や資材運搬車等の車両を構内に入れられるほど除去できていない｡
(正確には、福島原発に近づくことも対処も不可能な状況?
この日、西日本や北海道にも放射線物質が観測された?
4号機の再臨界可能性が政府に認識され、菅総理は「このままでは東日本がなくなる」と説明受けたらしい!?)





3月16日

①4号機、自然鎮火。

②2号機、外観からの判断では健全。

③3号機の白煙は、プールからの蒸発と推定し、注水を優先。

④各種データの分析により、3号機の格納容器の重大な損傷の可能性は低いとみる。

⑤オバマ大統領、放射能下で活動可能な特殊部隊を沖縄に配備「日本政府の要請あれば即座に福島原発に投入可能」するも、菅総理これを拒否。

⑥菅総理、自民党谷垣総裁に原発問題担当相として入閣し、一連の原発事故の全責任をとることを要請。





3月17日

①3号機の使用済燃料プールへ、陸自ヘリによりバケツ投水作戦開始、効果見られず。

②3号機へ、警察の放水車により使用済燃料プールへの放水を実施。

③3号機へ、自衛隊の消防車により使用済燃料プールへの放水を実施。

④放水前後の放射線量に差なし（3630⇒3586μSv/h）。
(焼け石に水なのか!?)





3月18日

①3号機へ、自衛隊消防車による使用済燃料プールへの放水を実施。

②3号機へ、米軍高圧放水車を使用した東京電力による放水を実施。

③福島第一原発事故について、原子力安全保安院が暫定評価結果を発表。
1、2及び3号機：評価レベル5(広範囲な影響を伴う事故)。
4号機：評価レベル3(重大な異常事象)。





3月19日

①3号機へ、緊急消防援助隊(東京消防庁ハイパーレスキュー隊)の消防車による手動放水を実施。
(東京都消防員に遺書を書かせたといわれている!?)

②2号機、外部送電線から予備電源変電施設までの受電を完了。

③3号機へ、緊急消防援助隊(東京消防庁)の消防車による連続放水を開始。

④放水前後の放射線量（3417⇒2758μSv/h）。
　




3月20日

①3号機、炉内の温度が高くなっている。

②4号機へ、自衛隊の消防車(10台)より放水(約81トン)を実施。

③2号機へ、東京電力(消防車)による注水(約40トン)を実施。

④4号機へ、自衛隊の消防車(10台)より放水(約81トン)を実施。

⑤3号機へ、緊急消防援助隊(東京消防庁ハイパーレスキュー隊)の消防車による連続放水(約1,137トン)を実施。





※メルトダウン(炉心溶融)とは?

何らかの原因で余熱冷却系の水の循環に不備が起こったりするなど炉心の冷却を怠ると、炉心の余熱で臨界を終えていても、燃料棒の高い余熱のために原子炉容器内で制御棒や燃料棒自体を溶かしてしまう現象が起こる、これを炉心溶融と言う。

この炉心溶融は、通常一時冷却水から炉心が露出することで起こる。

炉心溶融が起こった後に想定されることは、冷却処理が取れなければ、核燃料の膨大な熱エネルギーによって原子炉容器や原子炉格納容器、原子炉建屋などの構造物も関連する爆発や火災で破壊し、最終的には外部に放射性物質を大量に放出する恐れがある。

また、軽水炉においては、溶けた燃料棒が冷却水に落ちると冷却水が激しく蒸発し、水蒸気爆発が起きる可能性もあり、連鎖的にプラントの被害が大きくなる。

最悪の場合には放射性物質を大量放出する危険を持つため、原子力発電において想定しうる最も過酷な事故とされる。







    『にげられないよ!』
    
			ほうしゃのうおせんって…、


		
こわいの…?
どうして、とめられないの…?
『にげられないよ!』

[image: ]

それは…、
空気や水や土…、
動植物から食べ物を通して…、
体内に入り込みます…。

→http://www.youtube.com/watch?v=L6ysi7GooD4

→http://www.youtube.com/watch?v=rs8Vp_WiijI

→http://www.youtube.com/watch?v=jn8qW24SEVc

→http://www.youtube.com/watch?v=1b__b6leIEc






    『みつけられないよ!』
    
			ぷるとにうむって…、



		
こわいの…?
しらべたって、わかんないよ…!
『みつけられないよ!』

[image: ]

それは…、
ガイガーカウンターでは…、
測定できません…。

→http://www.youtube.com/watch?v=I42g843fngw

→http://www.youtube.com/watch?v=qo_pxVzZXCE






    平和組曲[14]『311原発事故は見えない恐怖へ』
    ♪～降りなさい虚飾の冠をぬいで～
～降りなさい偏見の冠をぬいで～♪





3月11日に発生した福島第一原子力発電所の事故は…、

当初は1986年のチェルノブイリ原発事故に比べれば、大したことはないと報道されましたが…、

311以来、空気中や海洋そして土壌に、大量に放射性物質が流れ出す事態へと遂げ…、





それに伴って、原子力安全保安院による暫定評価結果がアッという間に変り…、

評価レベル3～5から大幅ダウンの…、

最悪のレベル7(深刻な事故)に、すり替えられました…。

つまり、人類史上最悪と云われるチェルノブイリ原発事故と福島原発事故は、同じレベルの事故だと云うことです…!!!!!!!!!





何故なら、今回の原発事故がもたらした被害の規模や、その影響力の大きさが…、

日を追うごとに、明らかになってきたからなのです…。

例えば…、





【福島第一原発１号機「メルトダウン」東電認める】

東京電力は12日、福島第一原子力発電所１号機の原子炉圧力容器で、冷却水の量が少ないため完全に水から露出した核燃料が過熱して容器底部に落下し、直径数センチ程度の穴に相当する損傷部から水が漏れていると見られると発表した。

東電は、この状態が「メルトダウン(炉心溶融)」であることを認めた。

圧力容器を覆う格納容器からも水が漏れだしている可能性が高く、事故収束は難航が予想される。

東電によると、10日から原子炉建屋内に入った作業員が水位計を調整した結果、圧力容器の冷却水位は燃料頂部から5m以上低いことが分かった。
燃料棒は長さが約4mで、完全に露出している。

東電は、燃料の大半はすでに溶けたり崩れたりして、底部に落下したとみている。

(2011/5/13『読売新聞記事』より)





1号機が水素爆発した時から「メルトダウン」が懸念され、原子炉格納容器は破損していないと枝野官房長官が言ってたにも関わらず…、

やっぱり1号機は「メルトダウン」してました…!?

しかも…!?

容器に穴が空いて、溶融燃料の大半が漏れ出す「メルトスルー」も起きていた…!?!?

こんな調子ですから、1号機のみならず2号機、3号機の報告も怪しいと思います…。

4号機の核燃料プールは大丈夫だったのだろうか…!?





私が腹が立ってしまうのは、政府・東電・マスゴミが発表する情報に今一つ信憑性が低いことです…。

今、世界的に注目されている重大事故なのにも関わらず…、

原発事故や汚染の情報を、国民に見せないようにしているフシがあります…。

小出しにしているのか、誤魔化したり隠してるのか判りませんが、どうしても情報操作をしているとしか思えません…。

みんなの命が懸かっている重要な問題なのですから、迅速に正確に情報開示して欲しいものです…。





さて、世間の人々が特に気にしているのが、3号機です…。

何故なら、3号機には唯一プルトニウムの燃料を使用していたからです…。

この3号機が水素爆発した時、プルトニウムも一緒に飛び散らなかったんでしょうか…!?





何故なら、メディアが伝える放射性物質と云えば…、

セシウムとヨウ素です…。

ところが、今回の福島原発で飛び出した放射性物質は、何と31～31種類もあると言われているのです…!!!!!

こんなもんが風に乗ったり川に流れたりして、福島県はもとより、東北や全国の隅々まで次第に拡散して行くのかと思うとゾッとしますよね…!?!?!?

その数ある放射性物質の中でも、とりわけ危険と言われているのがプルトニウムなのです…。

こんな記事が…、





【福島原発3号機「プルサーマル燃料」人類が作り出した最高の毒性】

福島第一原発に設置してある6つの原子炉のうち、第3号機は実はプルサーマル原子炉である。
この原子炉では、ウランとプルトニウムの混合物をMOX燃料と称して、発電に利用しようとして国と東電が近年、強力に推し進めてきたプロジェクトだ。
不思議なことに、NHKなどメディアでは、この事実を正しく報道していない。
MOX燃料を使用済み核燃料とだけ報道しているのだ。

確かに、このプルトニウム239は、ウラン238の原子力発電の過程で生成される人工的な放射性物質なのだが、京都大学原子炉実験所 小出裕章によれば、「プルトニウムは、『人類が初めて作り出した放射性核種』」であり、『かつて人類が遭遇した物質のうちでも最高の毒性』を持つとされる。
その理由は、プルトニウムがα(アルファ)線を放出すること、比放射能が高いこと、体内での代謝挙動にあるとされる。」という、とてつもない厄介なものなのだ。

(2011/3/19『Saturday NEWS by gungho』より)





そのコントロールの難しさに、あのロシアが「プルサーマル燃料」を使用するのを止めたと聞いたことがあります…。

しかも、万が一プルトニウムが飛び出したりでもしたら大変なことに…!!

プルトニウムたった1mgで、何百人も殺せるだとか…、

プルトニウムが半減崩壊するのに、25,000年は掛かるだとか…、

α線は、ガイガー・カウンターでは測定出来ないだとか…、

そんな厄介なものを、1976年という大昔に造った福島第一原発の3号機の原子炉格納容器で大丈夫なのかとか、当初から心配されてたみたいなのです…。





その、「プルサーマル燃料」に反対したのが、佐藤福島前知事…。

「プルサーマル燃料」に反対した途端に何故か、収賄疑惑が掛けられ知事から引きずり降ろされたのです…?

そして、とうとう3号機に火が入ったのです…。

そこに、311東日本大震災が起こったのですから、緊急事態です…!!





当初は、津波に耐えて無事だった3号機が、やがて冷却のコントロールを失い…、

1号機の水素爆発に次いで、2日後に爆発…!!!

まさか、プルトニウムも爆発したのではないか…!?!?!?

それは、世界中の誰もが固唾を呑んだ瞬間だったのです…。





政府・東電・マスゴミが発表する情報には、プルトニウムの6文字は一切有りませんでした…。

ところが…、





【飯舘村で大量のプルトニウムを検出】

福島第一原発敷地内で「ごく微量のプルトニウムを検出した」と東京電力が発表した3月28日以来、「プルトニウム放出」の疑惑をメディアはほとんど報じてこなかった。
だが、ここにきて驚くべき情報が飛び込んできた。
半減期2万4065年と言われるプルトニウムが、現在計画的避難区域に指定されている福島県の飯舘村に大量に見つかったというのだ。

「飯舘村のことで至急連絡を取りたい」
ツイッターを通じてそんなリプライが舞い込んできたのは、8月初めのことだった。
すぐにこちらからもコンタクトを取り、その日のうちに詳細を送ってもらった。
それを読んだ瞬間、「やはり」と思いながらもあまりの衝撃で身体が凍りついた。

メールはこう始まっていた。
「放射線測定を専門とする大学研究者に直接聞いたのですが、プルトニウムが核変する前のネプツニウムという核種が、少なくとも飯舘村や伊達市まで大量に飛んでいたそうです。
今のγ線メインの測定方法ではどんなに頑張ってもセシウムしか検出できないため、本来の危険性が見逃されてしまう。
α線核種を無視した今のやり方を続けていたら、飯舘村はまた“見殺し”にされかねない」

(2011/9/13『日刊SPA! 9/13発売号』より)





溜息…。

そして、とうとう…、





【9月30日(金) 文科省「放射線量等分布マップの作成等に関する検討会（第10回）」
『プルトニウム、ストロンチウムを検出』】

6月6日から7月8日までに採取した土壌100の試料を分析した結果、プルトニウムもストロンチウムも福島第一原子力発電所から北西方向の地点で検出されました。

プルトニウムは6試料が検出され、最大濃度が238で4.0Bq/㎡（浪江町）、239-240で１５Bq/㎡（南相馬市）、ストロンチウムは、最大濃度が89が22,000Bq/㎡（浪江町）、90が5,700Bq/㎡ （双葉町）で、今回の福島原発事故の影響があると評価している。

(2011/10/01『福島原発事故緊急会議 情報共同デスク』より)





ハッキリ言って、最悪の原発事故です…!!!!!!!!!

この9ヶ月撒き散らかされた放射能汚染が、いや今こうしている間も私たちを取り巻く環境が悪化していってます…。

体の外から中からジワジワと入り込んで、生命を蝕んでいく状況が続いていることは間違いない事実なのです…!!

それは、見えない恐怖といえます…。





この事故は勿論、福島県だけの問題ではありません、私たちの東北が危機です…!!

いや、このままでは日本そのもののが危機的状況です…!!

福島原発を中心とする地域に近い場所に住む住民ほど、放射能の影響が懸念されています…。

今後、10年20年と時間が経つに連れガン患者が増えるという噂があります…。

その数は、20万人とも200万人とも云われているのです…。

しかし、これは東北だけでは済まされないのです…。

汚染された水や土壌から動植物を通じて、蓄積された放射線物質は食物という形で日本全国に流通する訳ですから…、

全国あらゆる地域で発病する者が現れても、不思議でも何でもないのだそうです…。

私たちの生活は、子供たちの未来はどうなってしまうのでしょうか…!?






    平和組曲[15]『311原発事故は地震が原因なのか』
    ♪～降りなさい虚飾の冠をぬいで～
～降りなさい欺慢の冠をぬいで～♪





原子力専門家のアーニー・ガンダーソン博士(米国フェアウィンズ・アソシエーツ社チーフエンジニア)が、こんな仰天発言をしました…。

「4月の段階で、シアトルの人たちは、一日当たり5個ものプルトニウム放射性粒子(ホットパーティクル)を肺に吸い込んでいました。
この頃、東京の人は1日当たり10個のホットパーティクルを吸い込んでいました。」

(2011/9/7『カレイドスコープ』より)





え゛ッ…!?

プルトニウムが地球の裏側、アメリカにまで飛んでいったの…!?

東京の人々は、気付かないままプルトニウムを毎日吸ってるの…!?





3月14日に、福島第一原発3号機で水蒸気爆発が起こりました…。

プルトニウムは、運転中のどの原子炉からも自然に生成されるらしいのですが…、

この3号機は、核燃料ペレットを作る段階でウランにプルトニウムを混ぜたMOX燃料を使っている(プルサーマル方式)ため…、

爆発した場合には、大量のプルトニウムが放出されます…。

3号機では、原子炉に入っている数百本の燃料集合体のうち、その3分の1がMOX燃料でした…。

3号機の爆発の噴煙は12日の1号機の爆発のときと違って、約300m以上高く舞い上がったと云われているそうです…。

これが上昇気流に載って、ガンダーソン博士の発言通り、本当に東京やアメリカまで飛んで行ったのでしょうか…!?





私がガンダーソン博士なる人物を知ったのは、「脱原発」を訴える作家 広瀬隆氏の講演会の映像からでした…。

広瀬氏によれば…、

政府や東電は、福島原発事故の都合の悪いところは、私たちに隠していると主張しているのです…。

そして今回の原発事故は、一般に公表されている以上に状況はかなり深刻なのだとか…。

その広瀬氏の主張の根拠に、ガンダーソン博士の科学的な見解が使われているのです…。





【福島原発3号機は即発臨界、つまり核爆発と指摘するガンダーソン博士】

3月14日の福島原発3号機の爆発について。
ガンダーソン博士は、即発臨界つまり核爆発核爆発で、爆発時の黒っぽいキノコ雲はパウダー状になったプルトニウムと発言しています。

(2011/4/8『福島原発事故の現状：ガンダーソンがロシア報道番組で語る』より)





広瀬氏も、ガンダーソン博士の説に基づいて発言しています…。

「3月14日福島原発3号機の爆発は、政府の発表では水素爆発と言っているが。
それは嘘だ。
とても水素爆発と思えない破損状態だ。
これは、核爆発ではないか。
福島原発1号機の爆発と異なり、3号機の爆発エネルギーは凄い勢いで真上に向かい上昇している。
よく見ると、黒いものが飛び散っているのが見える。
これは恐ろしいことに、燃料棒の破片だ。」





つまり、死の灰が撒き散らされたということ…!?

3号機の猛毒プルトニウムが全て爆発して、飛散してしまったということ…!?

広瀬氏の講演会では、こんな指摘もしています…。





「福島の事故を観察してきて、国と東電はウソをついていると見抜いた。
3月11日のデータは何も数値が入っていない。
国民に対して数値を発表しない。
一番大事なところを隠している。
こんな人たちを信用するほうが間違っている。」

「原子炉の心臓部で原料棒が1m70cm露出、メルトダウンが始まった。
7月、つくば気象研究所でテクネチウム、モリブデンが検出された。
沸点は4,000℃以上。燃料の温度は4,000℃を少なくとも部分的には越えていたということ。」 

「プルトニウムでさえ、3,000℃を越えたらガスになる。
とてつもなく危険なものが福島から出ていたということ。」 

「格納容器は放射性物質を閉じこめるものなのに、なぜ穴があいているのか。
ふざけてると思わないか。」 

「3月12～17日のヨウ素131の放射能雲の流れ。
浜松、名古屋のほうまでなめ回すように。」

「1号機と3号機の爆発は明らかに違う。
ガンダーセン博士が解説。」 

「3号機の爆発時に上から降ってくる黒いもの。
水素爆発がおこったフロアには、使用済み核燃料のプールがあった。
爆発があったなら、プールも影響を受けたはず。」 

「臨界爆発。
横はコンクリートで囲まれているので、上にいった。
上から降ってきた黒いものは燃料棒だった。
3月11日～15日の、1号機・3号機の水素爆発など、どの爆発もくい止められなかった。素人集団だったということ。」 

「何もできなかった。
全部爆発するに任せた。
ど素人の集団。
こんな連中が日本の原発を預かっている。
重要な配管が吹き飛んだのに、それを教えない。
東電はウソをついていた。
事故原因と放射能被曝について事実を隠す人間たちに、命を預けてはいけない。」 

「3月10日まで動いていた原発は全部大丈夫と言っていた。
それが500ガル(地震の数値)でぶっ壊れたということは、日本全国の原発がダメだということ。
東電や保安院はそれを認めたくない。」 

「新聞の一面トップで語られなければならないことが、語られない。
東電の解析は矛盾と嘘だらけ。
地震による配管破損の可能性が高いにも関わらず、それを無視して原発を運転することは許されない。」 

「国が指示した緊急安全対策は、津波のことしか言ってない。
地震の可能性の検証がない。
審査指針の抜本的な見直しを。
県民の安全確保が第一だ。」

「岩手宮城の内陸地震では、上下動3,866ガル。
とてつもない揺れがずっと続く。
この建物だって、1,000ガルを越える揺れがきたら、ものが浮く。
原子炉建屋ごと浮く。
なぜ原子炉が耐えられるのか。」 

「2,000ガルの地震が頻発している。
ふつうの地震がくれば、原発はぶっ壊れて終わりになるということが、今回の事故でわかった。」 

「3月11日、福島第一原発にきた津波は10ｍ。
高さ10ｍの防波堤が破壊された。
燃料タンクが全部水を浴びた。
全電源喪失、ステーション・ブラックアウト。
コンピュータが何もしない。」 

「地震で大事故だというときに、30分しか電源の予備がないという。
1,000年に1度の巨大地震というが、江戸時代にも明治時代にもあった。
明和8年、波の高さが40ｍ。」 

「スマトラ島沖地震津波、津波が49ｍまで達した。
人間が津波を遮ることは絶対できない。
津波は後ろからどんどん押し寄せてくる。」 

「日本列島は、もとに戻ろうという反動で、余震がおこっている。
これから起こる地震は、下から激動を受けているプレート内の活断層が動いて、原発を直撃するものになる。
『どこで』それがおこるか、誰にもわからない。」 

「太平洋プレートが動くとナスカプレートも動く。
太平洋プレートが世界を脅かしている。
私たちは地雷原のなかを歩いているようなもの。
すぐに原発を止めないとダメだ。」

「いつか大地震がくるんじゃない。
目の前に次の大地震が迫っているんだ。」 

(2011/11/26 『広瀬隆講演会「福島原発事故の真相と放射能汚染の恐怖」』より)





彼の考えは、「福島原発が事故を起こした原因は、地震で配管が破損したから」…。

そして広瀬氏が一貫して主張しているのは、「原発は、地震と津波に耐えられないから止めちまえ」ということ…。

ちなみに私の地元、女川原発はこの震災も大丈夫でしたが…? 

でも、彼の意見はもっともだと思いますし、私も脱原発に賛成です…!!






    平和組曲[16]『311原発事故を悲劇的に捉えると』
    ♪～人類の歴史が燃えつきる前に～
～国を越えて手を差し延べ合おう～♪





さて、事故が起きてしまった福島第一原発…。

「脱原発」を訴える作家 広瀬隆氏の推す…、

原子力専門家のアーニー・ガンダーソン博士(米国フェアウィンズ・アソシエーツ社チーフエンジニア)は…、

福島原発の現状を、どう分析しているのでしょうか…?

それは…、

かなり悲観的で、気が重くなるような発言の数々です…。





【ガンダーソン博士の、被曝から逃げるためのアドバイス】

アーニー・ガンダーソン独占インタビュー：「福島原発事故は、我々が考えているよりるかに危険」

1号機の燃料は部分的損傷以上の状態、完全なメルトダウンかもしれません。
水素爆発が起きるとき燃料はもろくなり、燃えて、融けて溶岩の塊のようになって原子炉の底に落ちます。
ところが、原子炉内が高温になって水分が蒸発したため、消防車のポンプを海につないで海水を原子炉内に注入した。
水は塊の上表面にしか当たらないため、融けた塊はさらに下に落ち始めます。
原子炉の底に制御棒を貫通させるための穴が空いているのですが、融けた燃料の塊は、穴を通って溶け出して格納容器の底に落ちます。

1号機の現在の状況は、原子炉はないも同然です。
ですが、格納容器に亀裂が入り、そこから水が漏れているのは明らかです。
水を上から注入していますが、水を上から入れて底から出るに任せる、というのは、事故を起こした原子炉を冷やす方法として最適なものとはいえません。

3号機の場合は燃料が一部が底に落ちているのは確かですが、圧力容器の外には出ておらず、一部の燃料は依然として燃料らしい姿を保っている可能性があります。
もろくなっているのは間違いないでしょうが、燃料がそのような状態になっているときには再臨界が起こりえます。

3号機の爆発は激しいものであり、デトネーションといって衝撃波自体が途方もない破壊力をもっています。
もしも3号機の原子炉の底に溜まった燃料が下に落ちて水蒸気爆発を起こせば、同じようなデトネーションが再び繰り返されるわけです。

4号機建屋が倒壊すれば、破局が訪れます。
もしも大きな余震が来たら、3号機と4号機は非常に危険な状態になります。
スマトラ大地震を思い出してください。
3、4年前にマグニチュード9を超える地震があり、その最大の余震が来たのは3ヶ月後でした。

4号機では燃料棒は取り出されていて、使用済み燃料プールに入れられていました。
使用済み燃料は外側から丸見えの状態で、まだかなり高い温度を保っています。
プールにはまだ多量の崩壊熱が残っているのです。
4号機に火がついて、むき出しの燃料プールからプルトニウムやウラン、セシウム、ストロンチウムが気化するのを恐れます。

1～4号機すべてに再臨界が起こりえます。
つまり4つのユニットがあって、いずれもそれぞれの危機に直面しており、すべてから放射線が出て環境が汚染された。

私はこれまで、今回の福島の事故はチェルノブイリよりひどいと言い続けてきましたし、その考えは今後も変わりません。
事故後の2、3週間で膨大な量の放射性物質が放出されました。

もしも、風が内陸に向かって吹いていたら、日本は滅びていたかもしれません。
それくらい大量の放射性物質が出たわけですが、幸運にも太平洋のほうに流れていきました。
もしも日本を横断する形に流れていたら、日本はふたつに分断されていたでしょう。

今、私が心配しているのは大きな余震が起きて4号機が倒れること。
もしそうなったら、日本の友人の皆さん、逃げなさい。
そんな事態になったらこれまでの科学はいっさい通用しません。
核燃料が地面に落ちて放射能を出している状態など、誰も分析したことはないのです。

原発からはまだ大量の放射性物質が出ています。
最初の2週間ほどではありませんが、それでもかなりの量です。
主にセシウムとストロンチウムが南に向かっていきます。
風向きによって今は南に流れていきます。
これから気をつけなければならないのは、ガイガーカウンターで測れるような総被曝量ではなく、高放射能粒子です。

すでに東京でも放射能汚染を示すデータが得られています。
土壌から3,000～4,000ベクレルとか、汚泥の焼却灰から170,000ベクレルとか。
これは相当ショッキングなレベルだと思います。
風向きが南に変わり、こんなに高い数値が出るほどの汚染物質がこれほど離れたところまで達するのです。
どれくらいの量が、どうやって、いつ東京まで行ったのか、自分がよくわかっていなかったことに戸惑いました。

放射能の雲は均一に広がるのではないということです。
あまり溜まらない場所もあれば、たくさん溜まる場所もある。
福島より北の地域についても同じです。
放射能の雲は曲がりくねって流れたり、雲が大きな放射線計の数百メートル脇を通ったために検知されなかったりということはあるものです。

それにチェルノブイリ事故の後で、ベラーシやウクライナなどがどう汚染されたかを見た人なら知っているように、チェルノブイリを中心に大きな円ができるわけではないんです。
放射能の溜まる場所があちこちに現れるという、非常に非常に複雑な地図ができます。

たぶん私が驚いたのは、それほど大量の放射能がそんな南で溜まる可能性があるという危険信号をどこからも聞いていなかったからでしょう。
放射能の雲は海に出てから、沖の風で南に運ばれ、それから西に運ばれて東京に達した。
その雲に含まれていた粒子がストロンチウム、セシウム、そしてアメリシウムです。

2号機はこれ以上悪くなりようがないところまできています。
燃料が格納容器の底に落ちていて、その格納容器には穴があいているからです。
悪い状況であることに変わりはありませんが、これ以上は悪くなりようがないのです。

現実的な話をすると、この先何ヶ月か何年かはわかりませんが、とにかく長い時間がかかるということですよね。
これからまわりを何かで覆って封じ込めるのか、原子炉が最終的に冷却されるまで注水を続けながら、その過程で発生した水を回収していくのか。
それとも、もうお手上げだと諦めて、ただ大量のコンクリートを流し込んで作業を終えるのか。

あと1年くらいして炉心が冷えるまでは、今と同じ様な作業が続くでしょう。
炉心が冷えれば、現時点とは比べ物にならないくらいわずかな崩壊熱しか出ませんので、コンクリートで固めてそのまま放置するという選択肢を検討できるようになります。
チェルノブイリのときのように巨大な墓をつくるわけです。

1号機、2号機、3号機はこれでうまくいきます。ですが、4号機には問題が残ります。
使用済み燃料プールが建屋の最上部にあるからです。
最上部にコンクリートを流したら建屋は崩壊します。
しかも放射能レベルが非常に高いので、核燃料を取り出すこともできません。
この4号機にはお手上げです。
4号機の建屋を囲むように、もうひとつ建屋を立てるしかないと思います。

4基の原子炉があって、うち3基は溶けて穴が開いている。
うち１基、つまり4号機は、まわりに新たな建屋をつくるのに何年もかかることから考えて、たぶん危険性がほかの原子炉より高い。
事態が本当の意味で収束するにはこれから何年もかかる。

しかも、4号機の場合は、新たな建屋をつくっているあいだに余震に襲われるかもしれない。
また、3号機では、余震が来たときに圧力容器に水が満たされていたら、また爆発が起きるおそれがある。
まだまだ予期せぬ出来事が起きそうだと思うと、現状が安定しているとはいえませんね。
意外な場所から水が出てきたり。ほかにも建屋やどうなるか、システムがどうなるか、予断を許しません。

汚染水が海に漏れています。
建物の構造に亀裂が生じて、高汚染水が地下水に入り込んでいない保証はどこにもありません。
岩盤に達するまで20mくらいの深さに掘り、幅は1.5m程度。そして堀をゼオライトという物質で満たします。
ゼオライトは放射性物質を吸着する能力が高いので、放射線が外部に放出されるのを防いでくれます。

今現在、土壌には膨大な量の放射性物質が含まれています。
福島に近い県では、下水の汚泥から放射能が検出されました。
ある下水会社の重役が私たちのサイトを見て教えてくれたのですが、地震のあとで地下水が下水システムに入り込むのは珍しくないそうです。
それを聞いて私はとても怖くなりました。

何より恐ろしいのは内部被曝。なんとしてでも避けるよう最大限の努力をしなければならない。
内部被曝の場合は、放射線量で言えば非常に低いレベルでも命取りになりうる。
放射能を出す物質を体内に入れてはいけないということです。

東京にお住まいの方にアドバイスをするとしたら、玄関で靴を脱いで、ほこりは濡らして取ることです。
ほこりを払ってはいけません。
家の中の汚染レベルのほうが家の外より高いことがわかっています。
放射性物質が屋内に運ばれ続け、そのまま留まっているからです。
ほこりを払ってしまったら、ほこりに付いている放射性物質をぜんぶ空中に撒き散らすことになります。

それからHEPAフィルターのついた空気清浄機を買って、フィルターを頻繁に交換することをお勧めします。
それから、部屋のエアコンやカーエアコンのフィルターを新しいのと交換するといいでしょう。
あとは、解体作業は絶対に行なわないこと。
家の本体から張り出した部分を取り壊すなどもってのほかです。中に何が入っているかもわからないままにほこりを舞い上げてしまい、吸い込んで内部被曝するおそれがあります。

とにかく4号機から目を離さないこと。
倒壊するのを見たら、すぐに飛行機に乗って遠くに逃げてください
4号機から目を離さないこと。

もしも地震が起きて4号機が倒れたら、政府が何を言おうと信じてはいけません。
それはもう科学が想像すらしたことのない領域なのです。飛行機に乗って東京を出るときです。

野菜をよく洗うのはとても大事なことです。
それから太平洋で獲れた魚は避けること。
福島から相当離れたところで獲れたと確実にわかっているなら話は別ですが。
福島から約160km程度の沖合いだとしたら、食べようなどと考えるのもだめです。
この状況は時間がたつにつれてひどくなっていくと思います。
日本海の魚であれば安心して食べていいでしょう。
でも、太平洋側で獲れたとわかっているなら、食べないことです。

1つはセシウム。
これは筋肉に溜まる性質があり、魚肉はもちろん筋肉ですから、魚を食べればセシウムが体内に溜まるおそれがあります。
もう1つはストロンチウムです。
ストロンチウムは魚の骨に溜まります。
ですから魚の骨を使った珍味を味わわないかぎり、魚を通じてストロンチウムに被曝するとは考えられません。
ですが、生物濃縮というプロセスを通じて、最終的には食物連鎖の頂点にいるマグロやサケといった魚にこうした物質が入り込みます。
大きな魚になればなるほど、放射性物質は濃縮されています。

今はまだマグロは太平洋を越えていませんが、2013年までには西海岸で水の汚染と、食物連鎖の頂点にいる魚の汚染が問題になると私は考えています。
微生物も同じで、その微生物がもっと大きな生物に食べられ、それがまたさらに大きな生物に、と続いていくわけです。

チェルノブイリが終わった時点より10倍多く、しかも福島からの放射能の放出にはまだ終わりが見えません。
なのにすでに10倍なのですから、心配です。
約80kmの沖合いで捕獲れた約10～12cmの小魚から、すでに許容量の10～50倍のセシウムが検出されています。
もちろんその小魚はもっと大きな魚に食べられて、食物連鎖のはしごを上がっていくわけです。
これは憂慮すべき事態です。

海草はヨウ素を吸収するようですが、私がつい最近知ったところによれば、セシウムも吸収するのです。
私はこれまで、90日たてばヨウ素はなくなるから海草は心配しなくていいと言ってきました。
でもセシウムも吸収すると分かった今はそこまで確信がもてません。

福島からは北と西に大きな放射能の雲が流れました。
約80kmも離れたところまでです。
これだけの汚染を安価な方法できれいにするのは無理でしょう。
原発から北西50マイルの地点では、セシウム濃度がチェルノブイリの立入禁止区域より高いのです。
事故当時、風が主に海側に吹いていたのは本当に幸運でした。

半径20km圏内に住民が戻ってこられるとは思えません。
とくに20km圏内の北西地域は無理でしょう。
農業や畜産業も問題を抱えます。
牛はこの先何年もセシウムを取り込み続けるからです。

ドイツを見てください。
チェルノブイリの事故から30年近くたっているのに、キノコを食べるドイツのイノシシはいまだにセシウムに汚染されています。

(2011.06.10『カレイドスコープ』より)







    【速報】 米軍、地球製UFO「TR-3B」でイラン攻撃か
    
			「アメリカのステルス型飛行機が、2つのイランの軍事基地を破壊しました」



		

～ウィリアム・マウント博士～

2011年12月7日(現地時間)

ＵＳエアフォースによる180マイルからの磁気爆風を立ち上げる2機のTR-3Bを使用して、イランの2つの軍事基地が空から攻撃されました。

TR-3Bはその日早く、エドワーズ空軍基地から発進され飛行使命が与えられました。

イランのICBMプログラム所長のハッサン(Moghadam)を含む、すべてのイラン人員が殺されました。

400発以上のICBMが破壊されました。

興味深いことに、世界の主流のどこにもこの出来事への言及がありません。

それについて何を考えるべきか確かではありません。

(2011/12/9『Dr William Mount - US drones destroy 2 Iranian military bases』より)

→http://mikephilbin.blogspot.com/2011/12/dr-william..





ここからは、私の想像ですが…。

例えばロイター通信などでは、「米軍のステルス型無人偵察機がテヘランを領空侵犯したので、イラク軍によって撃墜された、しかし機体に損傷はみられなかった」と、何とも不自然なニュースとなって伝わっております…。

勿論、一般の報道はアメリカ寄りの都合のいい情報しか流れてきませんので、事実を知るには全く違う別な方面から調べる必要があります…。





さて、闇の支配者たちは、イスラエルとイランに早く戦争してもらいたいんだろうと、私は思っています。

だからイランを怒らせようとして、西側諸国が手を組み様々な手を使っているのではないでしょうか…。

アメリカは、テロとの戦いを口実にイスラエルに手を貸したいのですが、なかなか火が点かなくて恐らくイライラしているのです…?





そこで、まさかとは思いますが…、

米軍が密かに完成させていたと噂されている、マンメイドUFO(地球UFO)である「TR-3B」を使用して基地を爆撃したのでしょうか…?

もしこれが事実なら、人類史上初のUFOによる戦争行為ということです…。

だとしたら、これで米軍はUFO技術を隠し持っているという伝説がほぼ確かめられたと言えます…。

これからの戦争では地球製UFOがまるで宇宙からの侵略者を装って、上空から攻撃して来るのかも知れません…。





(参考)「TR-3B」と思われる映像

→http://www.youtube.com/watch?v=gehcrPNlbtM&fea..

→http://www.youtube.com/watch?v=XZpqpBVOa1U&fea..






    平和組曲[17]『311原発事故をやや楽観的に捉えると』
    ♪～止めてくれ!～
～止めてくれ!～♪





札幌のミナクアさん、お願いがあります…!

私、宮城県を捨てて北海道に逃げますから、住むところを直ぐに探して下さい…!

あるいは、高知のきままにすたこらさん、お願いです…!

本州から脱出しますので、四国に住まわせて下さい…!





と、叫びたくなるような…、

福島第一原子力発電所の放射性物質外部漏洩事故…。

「脱原発」を訴える作家 広瀬隆氏の講演や、原子力専門家のアーニー・ガンダーソン博士の見解は…、

遠く離れた処にまで放射性物質が飛び回り、福島原発がいつまた爆発するか判らない状況で今なおとても危険な状態のこと、
…、

しかも、日本全国どこの原発だって地震が襲ってきたら壊れるぞ、と…、

まさに深刻そのものでした…。

いや、これはひょっとすると、もう人が日本のどこにも住めないのかも知れません…!?





ドイツ在住の猫の舌さん、私を連れて行って下さい…!





でも、本当にマズイ状態なんでしょうか…!?

それでは、ごく最近の福島原発のニュースをみてみましょう…。





【原子炉の現状、福島事故から8カ月】

福島第一原子力発電所の原子炉内で進む放射性崩壊、大量の汚染水と汚染土壌、周辺の避難区域から遠く離れたところで見つかるホットスポット。
これらは、世界で史上2番目に深刻な原発事故から8カ月経った今、日本政府が直面する大きな困難のほんの一部だ。

写真は、国際原子力機関(IAEA)が派遣した放射線の専門家チームが防護服に身を包み、福島第一原発の3号機を視察しているところ(10月11日撮影）。

同チームは日本政府に対し、除染作業における「過剰な安全策は避けるべき」だと警告した。
その一方で、東京電力は、除染作業が不十分ではないかと懸念する自治体や市民団体からのプレッシャーを絶えず受けている。

2011年3月11日、津波が海に臨む福島第一原発に押し寄せ、重要な予備の冷却システムの機能が失われ、その結果、爆発が起きて放射性物質が外へ放出された。
初期の放出量は、1986年にウクライナで発生したチェルノブイリ原子力発電所事故における放射性降下物(フォールアウト)の約10％程度だ。
それでも、国際原子力事象評価尺度(INES)において、チェルノブイリと並ぶレベル7(深刻な事故)と評価されるのに十分な量だった。

事故によって、原発の半径20キロ圏内に住む8万世帯あまりが避難し、原子炉内の圧力と温度上昇を食い止めようとする必死の作業が何週間にもわたって続けられた。
そして現在、福島第一原発は、外部からは比較的安定した状態にあるように見えるが、今なお未知数の要素は残っている。

例えば11月2日、東京電力は、2号機内で核分裂が起きていることを示す放射性元素(キセノン)を検出し、懸念された原子炉の暴走反応を抑えるため、ホウ酸水を注入した。
しかし日本政府は後日、これは核分裂が連鎖する臨界ではなく、放射性崩壊の一環として起きる自発核分裂だったと結論付けた。

「このことは、原子炉内の物質の状態について、今なおごく限られた情報しか得られていない証拠だ」と、非営利団体「憂慮する科学者同盟(UCS)」において世界的安全保障プログラムを担当する科学者のエドウィン・ライマン氏は言う。

(2011/11/14『National Geographic News』より)





福島県内で、汚染水や汚染土壌の除染作業をしているのはよく耳にはするけど…。

大規模な範囲を除染するのには、気の遠くなるような時間が必要なんじゃないかな…。

それからアレッ(?)と感じたのは…、

この福島原発事故における『初期の放出量は、1986年にウクライナで発生したチェルノブイリ原子力発電所事故における放射性降下物(フォールアウト)の約10％程度』だったの…!?

それでも、『国際原子力事象評価尺度(INES)において、チェルノブイリと並ぶレベル7(深刻な事故)と評価されるのに十分な量だった』って、どういう意味なんだろう…!?





当初は、最悪ではないとしたレベルが、何故か急に7(深刻な事故)に、すり替えられた経緯がありました…。

人類史上最悪と云われる1986年のチェルノブイリ原発事故と福島原発事故は、同じレベルの事故ではないのか否か…!?

チェルノブイリ事故と福島事故の深刻さは、果たしてどっちが上か下なのか…!?





それから、例のプルトニウムがアメリカまで飛んでいったという件について…。





アーニー・ガンダーソン博士が、こんな仰天発言をしました…。

「4月の段階で、シアトルの人たちは、一日当たり5個ものプルトニウム放射性粒子(ホットパーティクル)を肺に吸い込んでいました。
この頃、東京の人は1日当たり10個のホットパーティクルを吸い込んでいました。」

これについては…、





「アメリカまでプルトニウムが飛んだ説は、結論から言うとデマでした。

その噂のもととなるデータを物理の大学教員が見てみた結果、データの誤差に対して有意な量は検出されていないという結論になっています。

また同時に検出されたウラン238/235比率も、原子炉由来とするには無理のある比率だったそうです。

そもそもアメリカまで飛ばすなら数百キロトン～メガトン級の爆発を起こして成層圏にまで粒子を舞い上げないといけませんけど、キロトン級の爆発にすら足りませんでしたよね3号機の爆発は、あの映像では。

あの噂は、たまたま大きな中心値を持つデータが出たために、原発批判側がここぞとばかりに食いついたといのが真相のようです。

もとデータを正確に評価すると、プルトニウムは不検出です。

この話をいまだに引っ張ってるのは、バズビーとかガンダーセンのような反原発に凝り固まってる人だけです。

まっとうな学者がみんな認めるほど有意性があるデータなら、もうとっくに大騒ぎになっています。

個人的には敷地内で見つかったのは、使用済み燃料棒由来じゃないかと思います。

使用済み燃料棒は、MOXか否かに関わらずプルトニウムを含みますし。」





これは、一体…!?





そもそも、広瀬氏やガンダーソン博士のいう、福島原発3号機で核爆発があったとする意見も、やや強引な気がしていました…。

よく誤解されるように、核爆発というと長崎・広島の原子爆弾のような破裂をイメージしてしまいますが、考えてみれば原子炉内の核爆発をエネルギーにして原発は動くわけです…。

ちなみに、核兵器は90%以上の効率で核爆発が起こるようにセットするらしいのですが、原発は数%…。

正確には、3号機は爆発はしましたが、「原子炉爆発」はしていないというのが正解です…。

それでも、福島でプルトニウムが検出されたのであれば、3号機内の一部のMOX燃料が燃えたのかも知れません…。

ましてや、それがアメリカまで飛んでは行かないでしょう…。






あるロシアの番組では、ガンダーソン博士に対して「福島原発事故について、あなたは大げさに言いますね?」というやりとりがあったそうです…。

私は、長年に渡って原発の研究をしてきた専門家の言葉は、大変重みがあると思います…。

一般の人々には難解な原発や、放射線物質に対する氏のアドバイスに、慎重すぎて悪いということは言えないと思います…。

ただちょっと大げさな表現が有ることは否めませんし、そんなガンダーソン博士の意見が「脱原発」を唱える広瀬氏の眼鏡に叶ったのかも知れませんね…。





つまり…、

原発の事故は実に厄介で、専門家と呼ばれる方々によってあるいは捉え方によって意見が分かれるものなのです…。

放射線物質は、見えないから厄介…。

ですから、政府が発表したデータも信じてもらえないのだとか…。

となると、一人一人がいろんな情報を集めて、自分で判断することが必要なのでしょうか…。





私は、やはりチェルノブイリ原発事故と福島原発事故を比較することが目安になると思います…。







    平和組曲[18]『311原発事故と世界の二大事故の違いⅠ』
    ♪～人類の歴史が燃えつきる前に～
～国を越えて手を差し延べ合おう～♪





【福島原発事故、二大事故との違い】

3月11日の東北地方太平洋沖地震と津波の影響で、福島第一原子力発電所で爆発事故が発生し、事態収束を図るため懸命の作業が続けられている。
原発事故といえばスリーマイル島とチェルノブイリが双璧だったが、福島原発は両者に匹敵する深刻な事態となる可能性があり、いずれは三大原発事故として記録に残るようになるだろう。

福島第一原発の損害がどの程度深刻になるか現時点で見通しは立っていない。
15日の時点で6基ある原子炉のうち3基で水素爆発が発生。
さらに、2基で格納容器が損傷、4基で使用済み核燃料が過熱し、極めて危険なレベルの放射線が検出された。構内に残って作業を続ける作業員50人が被曝の危険にさらされるなど、事態は深刻化している。

しかし、1979年にアメリカ、ペンシルバニア州ハリスバーグ郊外のスリーマイル島原発で起きた事故や、1986年のウクライナ北部チェルノブイリ市の原発事故とは大きく異なる点が既にいくつかわかっている。

◆原子炉の種類

1970年代に営業運転を開始した福島第一は、計6基の沸騰水型軽水炉（BWR）がある。
BWRは通常の水を使用する軽水炉の一種で、H2Oの代わりに酸化重水素(D2O)を使用する重水炉と区別されている。
スリーマイルの軽水炉は、加圧水型原子炉(PWR)という別のタイプだった。

電力業界の非営利研究機関である米電力中央研究所(EPRI)の原子力担当副所長ニール・ウィルムシャースト氏によると、どちらの原子炉でも水が2つの役割を果たしているという。
炉心で発生した熱を取り出す冷却材、そして核分裂反応で放出される中性子の速度を下げる減速材の働きである。

加圧水型では水に高い圧力をかける。
炉心が加熱した冷却水を蒸気にすることなく(水の方が蒸気よりも冷却効率が高いため)、沸騰水型よりも高温で運転する。
炉心の温度が高くなり、熱効率が上がるのである。
一方、沸騰水型は加圧水型に比べ低温のため、原子炉の構造が簡単で、部品が少なく済む場合が多い。

チェルノブイリは、黒鉛減速沸騰軽水圧力管型原子炉(RBMK）である。
軽水炉と同様に冷却材として水を使用するが、減速材には黒鉛が使用されていた。
イギリスのロンドンを拠点に活動する原子力業界の国際団体、世界原子力協会(WNA)によると、黒鉛の減速材と水の冷却材を組み合わせた原子炉は、ロシアで運転中の数台しかないという。

アメリカでは原子力発電所のほとんどがBWR型かPWR型の原子炉を使用している。
「安全性に大差はない」と、ウィルムシャースト氏とEPRIは同意見だ。
「どちらもそれぞれ自己制御性(負の反応度フィードバック)を備え、炉内の温度が上昇すると自然に核分裂反応が弱まり、出力が減少する」とウィルムシャースト氏は説明した。
「しかし、RBMK型は正の反応度フィードバック特性を持つ。温度が上昇すると出力が上がり、さらに温度が高まるため、原子炉の暴走が生じやすい」。

◆事故の原因

「福島原発の事故では、津波が直接の原因となった可能性が高い」と同氏は指摘する。
設計通り、地震の揺れを検知して運転を自動停止したが、 約1時間後に大津波が押し寄せ、すべての電源を喪失した。地震で冷却ポンプの動作を保つ外部電源が停止、冷却系への電力供給を担う非常用ディーゼル発電機は津波をかぶり故障した。非常用バッテリーもわずか8時間で切れたため、移動式発電機が搬入されている。

アメリカの科学者団体、憂慮する科学者同盟(UCS)の原子力安全プログラム責任者を務めるデイビッド・ロッシュバウム氏は、「一連の災害と事故との因果関係を判断するのは時期尚早だ」と指摘する。
同氏はアメリカにおいて、福島第一と同じゼネラル・エレクトリック社(GE)製の3つの原発で技術者として働いた経験を持つ。

1979年のスリーマイル島原発事故に関する通称ケメニー委員会の最終報告書では、「機器の欠陥が事故の発端ではあるが、人為的な操作ミスが決定的要因となった」と述べられている。
作業員が非常用冷却系統を誤操作により停止してしまったため、深刻な事態に進展した。
もし作業員(または監督者)が事故の初期段階で非常用冷却系統を作動させていれば、あれほど重大な事故にはならなかったと同委員会は見ている。

一方、チェルノブイリでは動作試験が行われていた。
「計画自体に不備があり、実施時にも複数の規則違反があった」とウィルムシャースト氏は言う。
国際連合(UN)によると、予期しない運転出力の急上昇により蒸気爆発を起こし、原子炉の蓋が破損。
その結果、溶融した燃料と蒸気が反応してさらに激しい爆発が起こり、炉心も溶融、建屋もろとも爆発炎上したという。

◆問題の究明

スリーマイルとチェルノブイリ以降の数十年で、何が原子炉内で起こっているのか、原子力発電に関する情報が公開されるようになった。

スリーマイル事故当時に米原子力規制委員会(NRC)の委員だったピーター・ブラッドフォード氏は今週、「スリーマイルでは、事故3日目までに公開した情報のほとんどが不正確だった。
燃料溶融の状況や1日目に炉内で発生した水素爆発の事実すら、何年もの間公表されず、情報がまったく闇に葬られていたのだ」と語った。

前述のケメニー報告書では、警報システムの不備を問題に挙げている。
スリーマイル事故の最初の数分間、100以上の警報が鳴り響いたが、重要な信号を選択して通知するシステムは確立されていなかった。
「状況が急速に変化する事故現場は混乱の極みに陥る。
問題は、その状況下における人間と機械との相互作用に注意がほとんど払われていなかったことにある」。

一方、ブラッドフォード氏は次のように指摘する。
「コンピューター化と情報伝達の向上により、少なくとも理論的には、日本の当局者は事故の状況をはるかに詳しく把握できたはずだ。
だが、スリーマイルにはない地震と津波が相次ぎ、パニックに陥ったことは間違いないだろう」。

(2011/5/18/『National Geographic News』より)







    平和組曲[19]『311原発事故と世界の二大事故の違いⅡ』
    ♪～たがいに腕を組み～
～明日に立ち向かおう～♪





【福島原発事故、二大事故との違い】

◆放射能漏れの影響

スリーマイルと同様に、福島原発の原子炉でも、燃料被覆管、原子炉圧力容器、原子炉格納容器の3重の壁で放射能漏れを防いでいる。
チェルノブイリは格納容器が無い設計だった。

放射性物質が大気中に漏出すると、広大な範囲に影響を及ぼす可能性がある。
「汚染の度合いは距離と関係ない。
つまり、遠く離れているからといって必ずしも被曝量が少ないわけではない。」とロッシュバウム氏は説明する。
その要因の1つである卓越風により、影響を受ける範囲が変わってくるという。
チェルノブイリでは、発電所から150キロ以上離れた場所が数十キロ圏内よりも高濃度で汚染された例もある。

「チェルノブイリはまったく常軌を逸していた。
放射性物質は格納容器のない原子炉構造と黒鉛の火災が原因で上空に舞い上がった。」
黒鉛火災は10日間続き、長引く漏出の間に天候が変わった。
放射性物質の気体と粒子は風に乗って上空まで運ばれ拡散し、現場から遠く離れたところで雨と共に地上に降り注いだという。

スリーマイルの放射能漏れは即座に健康被害が出るほどのレベルではなかった。
国際原子力事象評価尺度(INES)では、最悪のレベル7より2段階低いレベル5(施設外へのリスクを伴う事故)に分類している。
チェルノブイリはレベル7(刻な事故)にランクされ、極めて多数の被曝者を出した。
300キロ近く離れた東京では15日、通常の23倍の放射線量が計測されたが、同日中に10倍程度にまで下がっている。
福島第一は、今後どこまで影響が及ぶのかは未知数だ。

◆被曝に関する正しい知識を

アメリカでは、自然界のほか、医療処置や一般的な商品など人工の発生源から被曝する放射線量は、平均で年間6.2ミリシーベルト(1ミリシーベルト＝100ミリレム)だという。

AP通信によると、厚生労働省は15日、原発作業員の被曝量の上限を100から250ミリシーベルトに引き上げた。
米国原子力エネルギー協会(NEI)の調べでは、福島第一原発の放射線量は15日午後に毎時11.9ミリシーベルトに達したが、6時間後には毎時0.6ミリシーベルトまで低下したという。

国連とNRCの調べによると、チェルノブイリでは、最初の爆発現場で800～16,000ミリシーベルトもの放射線を被曝した作業員600人のうち、134人が急性の放射線疾患を発症したという。
このグループの2人は事故時の火災と放射線被曝によって命を落とし、28人が3カ月以内に死亡している。
さらにその後、4,000人もの人々が被曝によってこの世を去ったとみられている。

公衆衛生の観点から見ても、史上最悪の被害を巻き起こし、6,000人以上の子どもたちが放射線被曝によって甲状腺癌(がん)を発症した。
そのほとんどは、汚染された牛のミルクを飲んだことによる内部被曝だという。

◆情報開示の大切さ

「福島の危機を乗り越えるために、世界中の原子力業界が共同体勢を取って情報交換している。
業界内で活発な情報交換が図られている点で、スリーマイルやチェルノブイリとまったく違う。」とウィルムシャースト氏は語る。

スリーマイルの事故当時は、原子炉を冷やして安定化させる作業が行き詰まっていても、当局側は国民に対して「危険は過ぎ去った」と説明するだけだった。
チェルノブイリでも情報はほとんど開示されていない。
世界原子力協会(WNA)は、「チェルノブイリの直接の引き金となったのは、冷戦時代の孤立状態が生んだ安全意識の欠如だ」との見解を示している。

アメリカ環境保護庁(EPA)は1986年のある論文の中で、「チェルノブイリ事故では当初、深刻な隠蔽工作が行われた」と述べている。
実際、ソ連で大規模な原発事故が発生した事実が国際社会で明らかになったのは、翌日にスウェーデンの原発作業員の衣服から大量の放射性物質が検出されたことがきっかけだった。
ただちに発生源の調査が行われ、ソ連は日が変わってからようやくチェルノブイリでの事故を認めた。
情報不足のため、死者数から付近の原子炉での火災まで、さまざまな憶測が流れたという。

日本でも状況が悪化するにつれ、高まる危険性を過小評価するような関係者の発言に非難が集中している。
エネルギー環境研究所(IEER)の所長アージュン・マキジャニ氏は、原子力業界が用意した脚本をなぞるかのような日本政府の対応を批判する。
「脚本のタイトルは“全然大丈夫”というところだろう」。

「判明した事実と不明点。
損害の大きさとそれがもたらす結果。
情報を率直に伝えることが、国民からの信頼につながる。」と同氏は話す。
「しかし現在のところ、会見では放射線量の低さで安全を強調しているが、対照的に避難指示の範囲は広がるばかりだ。」

ウォール・ストリート・ジャーナル紙によると、日本政府は東電からの情報伝達の遅さを非難しているという。
憂慮する科学者同盟(UCS)の世界的安全保障プログラムの物理学者で、核管理研究所(NCI)の元所長エドウィン・ライマン氏は、「東電の会見は回を重ねるごとに曖昧になっている。」とのコメントを寄せた。

「日本の関係者から出される情報の精度にばらつきがあるのは明らかだ。
だが、それはいまだに状況把握に追われている状況を示しているのかもしれない。」とライマン氏は続けた。
同じくUCSの核専門家エレン・バンコ氏も、「現場は相当な混乱状態にあるだろう。」と同意する。

「アメリカや他の国々の業界で、今回の事故があいまいにされなければよいが。」とライマン氏は語った。
「福島第一原発事故は原子力開発の歴史上、最も深刻なレベルにあると考えている。」

(2011/5/18/『National Geographic News』より)






    『2つを並べるとよく判る』
    
			似てるとか似てないとか…、



		
どっちが上とか下とか…、
そんなことより…、
『2つを並べるとよく判る』
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ホットスポットが…、
手に取るように判ります…。
チェルノブイリと福島…。

→http://twitpic.com/6dhy2b/full

→http://twitpic.com/6stmmw/full






    平和組曲[20]『311福島原発事故とチェルノブイリ原発事故の比較』
    ♪～愛する世界の人々よ～
～もう始まっている～♪





先月の11/13、福島市で東日本女子駅伝大会が開催されましたが、世界中から「日本人はクレイジーだ」との声が上がったそうです…。

「福島第一原発の事故からまだ8ヶ月という時期に、10～20代の若い女性たちを被爆地でマラソンさせるなんて正気の沙汰か」と…。

当日の朝にコース上の放射線量を計測されたある方の数値によれば、低い地点で0.29マイクロシーベルト、最も高い地点では1.90マイクロシーベルト…。

参考までに、0.1～0.14マイクロシーベルトが東京の平均放射線量だそうですから、育ち盛りの若者がスポーツで汗を流すような環境だっとは、どう見ても思えませんね…。

復興をアピールするのが狙いだから、福島県のために走った女性たちの気持ちも判りますが、開催は時期尚早だったのではないでしょうか…。

だって、チェルノブイリ原発事故の直後に、もしそこでマラソン大会があったとしたら自分の子供を出場させる気になりますか…!?





人類史上最悪の事故と云われる、1986年のチェルノブイリ原発事故…。

福島第一原発事故の放射能汚染はどの程度深刻なのかを知るには、そのチェルノブイリ原発事故と並べるとよく判るのではないでしょうか…。

文科省と米国DOEが、航空モニタリングによる空間線量によって作ったマップというのがあります…。

それは、今年７月末時点の福島原発事故による日本の汚染地域と、1986年のチェルノブイリ原発事故による汚染地域が同じ尺度で描かれたものですが、互いを比較するのに最も適しているそうです…。

このマップを見れば、放射線が高いホットスポットが手に取るように判ります…。





1986年のチェルノブイリ原発事故は…、

格納容器のない原子炉構造で、しかも運転中に出力がドンドン上がっていった上で原子炉がメルトダウン、建屋もろとも爆発炎上、黒煙火災が10日間続き…、

上空まで運ばれた放射性物質が雨となって、旧ソビエトはもとよりヨーロッパ中のあちらこちらで降り注いだのだとか…。

マップを見ると、想像以上に広範囲に汚染地域が広がり、遠く離れたイギリスあたりまで飛び火したという事が一目瞭然です…。





一方、福島原発事故は、原子炉が自動停止した後でした…。

その原子炉はメルトダウンしたものの、格納容器は3重構造で放射能漏れしにくい構造…。

冷却不備がきっかけで底に穴が空いた為に、汚染水が地下や海に流れ出した訳です…。

残念ながら、2回の水素爆発が起こって大気に放射性物質が撒かれましたが…、

事故当時もし太平洋側に風が飛いていなければ、汚染地域の広がりはもっと最悪だったかも知れないのです…。

でも、世界的な規模のチェルノブイリの汚染地域に比べれば、国土面積の小さな日本の汚染地域は大したことないのかも…?





さて、チェルノブイリ原発事故が最悪とされる、最大の理由は…、

当初、原発事故の隠蔽が蔓延った為でした…。

例えば隣のノルウェーに放射能が見つかるまで、事故が起こった事を知らんぷりしていたり…?

事故後避難対象になったのは、あくまでもチェルノブイリから半径30km圏内の住民だけだったり…?

しかも、避難が完了するまで、事故後2週間近く掛かった場所もあったり…?

しかも、その外側の高濃度汚染地域(ホットスポット)に住む人は、約5年間放置されていたり…?





とって付けたみたいに、55万ベクレル以上の地域を移住地域に指定したものの、そこの都市の住民はノンビリしているみたいで…?

例えばロシアのノボズイブコフという街は、現在(2010)でも4万人の住民が住んでいたり…?

ベラルーシのNarovlyaという街は、(2005年)の時点で8千人の住民が住んでいたり…?

つまり、チェルノブイリ原発事故のことで私が一番恐ろしく感じるのは、事故発生から5年間は近辺の住民は危険性を知らされていなかったり…、

あるいは移住を勧めても、その街から離れなかった人々が多かったという点です…。

その結果、どうなったのか…?





チェルノブイリ原発事故を長年調べている、京大の今中准教授の研究によれば…、

事故当初、30km圏内の村部住民の避難には2週間を要し、その間に重大な被曝を多くの住民が受けたそうです…。

チェルノブイリ原発から6km離れたプリピャチの住民は、事故から2日後避難したにも関わらず急性放射線障害で入院した人がいたそうですから汚染は凄まじく…、

軍の計測によると、事故当日のプリピャチ市は70マイクロシーベルトを記録していたらしいです…。

ちなみに、福島原発事故で決死の覚悟で原子炉建屋に放水を行ったハイパーレスキュー隊が3号機建屋近くで経験した線量が70マイクロシーベルトだそうで、6km離れた市内でこの数値ということは、途方もない汚染だったことが伺えます…。





高濃度汚染地域(ホットスポット)にいても5年後まで放置された30km圏外の住民は、もちろん内部被曝…。

チェルノブイリ原発周辺の村部などは普通に自宅で牛から牛乳を搾り、それを飲んでいた…。

特に事故当初のヨウ素131というのが半減期が8日間と非常に短いのに、初動が悪かった為に取り返しの付かない被曝をしてしまったようです…。

チェルノブイリ原発事故では、ジルコニウム、ニオブ等の半減期の短い核種が多く飛散していたらしいです…。

福島原発事故はセシウムが代表核種なので、初期被曝が人々に与えた影響を考えるならチェルノブイリと一概に比較できない点が非常に多いのだそうです…。

また、ヨウ素131の場合は事故発生より約1ヶ月しっかり対策をすれば9割の被曝を抑制されるそうです…。





子供の内部被爆に関して…。

高濃度汚染地域(ホットスポット)の子供達を調査した、ある報告書によれば…、

恐ろしい事に、等価線量で10,000マイクロシーベルト以上の甲状腺被曝をしてしまった子供が約150人いたそうです…。

また、1,000マイクロシーベルト以上は5,999人、200マイクロシーベルト以上は約3万人という数字になったようです…。

一方、福島では3月末に946人の子供に対して緊急甲状腺サーベイが行われましたが、50マイクロシーベルト以上の被曝は事実上認められなかったそうです…。

チェルノブイリ原発事故以来、ベラルーシでは…、

小児甲状腺癌の発生件数が年間数件だったものが、事故後10年をピークに年間90件近くまで跳ね上がったそうです…。

小児甲状腺癌の症例は全体で数千件に上ったそうです…。

全ては、事故当初の食料を注意しなかった事が主因だと見られているそうです…。





今中准教授の資料の中には…、

入院患者数が表になったものがありました…。

それを見ると、チェルノブイリ原発事故直後から、入院患者が指数関数的に増えていく凄まじい実態が垣間見えます…。

数千人が入院し、数百人が急性放射線障害と診断されたものの、実数に関しては不明な点も多いようです…。

現在もなお、放射線障害の後遺症に悩む人々は非常に多いそうです…。

福島原発事故は今後、低線量長期被曝の患者が増えると考えられます…。





チェルノブイリ原発事故で最も汚染濃度の高い地域では、事故10年後の1997年の調査でも…、

セシウム137とストロンチウム90が各20,000,000ベクレル以上、アメシウム241とプルトニウム239・240が各400,000ベクレル以上という、凄まじい数値が計測されたそうです…。

ちなみに、福島原発事故で見つかったのは…、

ストロンチウム89が22,000ベクレル(浪江町）、ストロンチウム90が5,700ベクレル(双葉町)、プロトニウム238が4.0ベクレル(浪江町)、プロトニウム239と240が15ベクレル(南相馬市)です…。





アメリカまで福島原発のプルトニウムが飛散したという話に触れると…、

チェルノブイリの爆発でさえプルトニウムの飛散は原子炉30km圏に大体限定され、周辺諸国で観測されてもいないので、その話はあり得ないそうです…。







    『謎だらけの4つの爆発』
    
			結局、どれもこれも…。



		
飛び出したのは…、
不安と憶測…。
『謎だらけの4つの爆発』
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あの時を振り返えれば…、
何か掴めるでしょうか…?

1号機→http://www.youtube.com/watch?v=1evoo8ab9kA

2号機→(映像なし)

3号機→http://www.youtube.com/watch?v=r3tG_E0XGck

4号機→http://www.youtube.com/watch?v=gDXEhyuVSDk






    平和組曲[21]『311福島原発事故の人的被害は』
    ♪～強く抱き合い～
～明日に立ち向かおう～♪





【外部被曝、97%が5ミリシーベルト未満‥福島県調査】

福島県は13日、東京電力福島第一原子力発電所事故を受けて全県民を対象に実施している健康管理調査の中間結果を公表した。

原発作業員など放射線業務従事者を除く住民1,589人の97.4%にあたる1,547人は、4ヶ月間の外部被曝線量が5ミリシーベルト未満だった。
国際放射線防護委員会は、原発事故の収束時の年間被曝量を1～20ミリシーベルトと提示しており、これらの人はこの範囲内に収まることになる。

県民健康管理調査は、原発事故時の全県民約200万人が対象。
今回の中間報告では、先行して実施した警戒区域や計画的避難区域の飯舘村と浪江町、川俣町山木屋地区の住民約2万9,100人のうち1,727人について、3月11日の事故発生時から4か月間の滞在場所や滞在時間が記入された問診票を基に、文部科学省の観測や放射性物質の拡散予測「SPEEDI」で得られた各地の空間線量率を使って計算した。

放射線業務従事経験者を除く1,589人のうち、推定被曝線量が1ミリシーベルト未満だった人が998(62.8%)、1～5ミリシーベルト未満が549人(34.6%)だった。
10ミリシーベルト以上は4人で、最大は14.5ミリシーベルトだった。
20歳未満の311人についての解析では、62.1%が1ミリシーベルト未満。
10ミリシーベルト超の人はいなかった。
一方、放射線業務従事経験者では、最大37.4ミリシーベルトの人が1人いた。

調査を行った福島県立医大の山下俊一副学長は、「外部被曝のみの分析だが、数値としては低く、健康に与える影響は極めて小さいと考えられる」と評価した。

(2011/12/13『読売新聞日』より)





今朝このニュースを読んだときに、私は正直ホッとしました…。

何故なら、福島原発事故が最悪といわれた1986年のチェルノブイリ原発事故に比べれば、より人的被害が小さそうだからです…。

但し、「この中間結果をみる限りでは」ですが、この調査が進むにつれ福島原発事故によって福島県の人々がどの程度の外部被爆したのかが把握できる訳です…。

ちなみに、国際放射線防護委員会(CRP)では一般公衆の被曝線量限度を年間1～20ミリシーベルト以内と提示しいるそうです…。

例えば、ある地点で1時間当たり0.24マイクロシーベルトが計測されると仮定、そこで1年間ずっと浴び続けると、2ミリシーベルトを1年間浴びたことになるそうです…。

ということは、今回の調査結果では、放射線業務従事経験者を除く一般の福島県民の方々が年間被曝線量限度を下回っていることが判明した訳です…。

人々の外部被爆が最小限で済んだ理由、それは警戒区域に住む住民の迅速な避難があったからこそだと思います…。





「3月11日20時50分に、半径2 km以内の住人に避難指示が出された。
その後、事故が深刻化するにつれて避難指示範囲も拡大し、3月12日18時25分には半径20 km以内に避難指示が出された。」

「3月15日11時には半径20 ～30 km圏内に屋内退避が指示され、これにより、圏内の住民は避難を余儀なくされた。」

「福島県双葉町は3月19日に役場機能を埼玉県さいたま市に移し、避難住民のうち約1,200人も数日中に移動した。
さらにその後、同月の30日から31日にかけて、同県の加須市に再び移動した。」

「また、避難指示を受けた福島県大熊町の双葉病院には3月14日時点で病状の重い患者146人が残されていたが、移動を余儀無くされ、14日と15日に自衛隊によって3回にわたる搬送が行われたが、21人が搬送中や搬送後に死亡している。」

「避難指示の出た区域内では人影がなくなり、取り残された多くの家畜が衰弱したり死亡したりしている。
ただ、身内の介護や家畜の世話などのために避難指示の出された地域に留まる住民もいて、避難するよう自衛隊や消防組織が説得にあたった。」

「4月22日には、半径20 km圏内が災害対策基本法に基づく警戒区域に設定され、民間人は強制的に退去され、立ち入りが禁止された。」

「半径20 km圏外では、飯舘村の全域と川俣町の一部、半径20 km圏内を除く浪江町と葛尾村の全域、南相馬市の一部が「計画的避難区域」に指定され、約1か月かけて避難することになった。」

(『wikipedia「福島第一原子力発電所事故」』より)





自分の家や町を捨て、見知らぬ土地に逃げた福島の人々の心情を察すると言葉に詰まります…。

きっと泣く泣く古里を離れたことでしょうし、いつか家に帰りたいという儚い希望を信じて、今なお避難生活を強いられている方々が大勢いるのです…。

しかし、恐ろしい放射性物質から家族の健康や我が身を守るには、そうするしか無いのです…。

今回の避難指示は、5年間危険地帯を放置していたチェルノブイリ原発事故に比べれば、対応は的確だったといえます…。

但し、これからもっと恐ろしいのは内部被爆…。

水や土壌汚染、そして食べ物から放射性物質が体内を蝕んでいく可能性があるのです…。





【驚愕　元東電社員の内部告発】

「第一の1号機も燃料の全体の燃料の7割が溶けちゃって、で、最近はちょっとデータ見てないんですけれども、原子炉の圧力とかも上がってるし、格納容器内の放射線量率も上がってるし、で、ヨウ素の131番っていうのが減ってない、最近ちょっと減ってきたみたいなんですけども、つい最近までは確実に再臨界になってました。」

「だって、皆さん勉強してるから、ヨウ素の131番というのは放射能の力が半分になるのにたった8日間ですよね。
なのに、もう8日たって、もう1カ月近くになってるのにヨウ素131がどんどん増えてる、それ自体がもう再臨界して、臨界にならなければ、ヨウ素というのはできないんです。
絶対に。」

「中性子、ぼーんとウラン235番が受けて、割れて、ヨウ素の131番っていうのができるんですよ。
原子力っていうのはそういうもんなんで。
で、そのうちのアインシュタインの相対性理論の話になっちゃうんですけど、そのうちのほんの1グラムとか、0.何グラムが熱になって、で、水を温めて、蒸気にして、その蒸気をタービンに回して、タービンに直列につながって発電機を回して電気ができるんです。それが発電システムなんで。」

「で、絶対にヨウ素の131番は中性子が出て核分裂しない限りは、絶対に出ないんです。
だから、再臨界してて、そういう、ほんとは再臨界してるのに、原子力安全委員会、認めないでしょう。
東電、認めないでしょう。
政府も認めないでしょう。
これはね、再臨界はしてたんです。
つい最近まで。
これはもう事実です。
プロがほんのちょっと原子炉の物理とか知ってる人間であれば、だれでもわかること。それがまず1つ、うそね。」

「で、さっき言った、例えば0.24マイクロシーベルトというのは安全だとかっつってるのもうそ。
うそです。
それが僕は今日、皆さんに伝えたかったことです。」

「で、、ドイツの気象局が出してる放射線の、放射能の分布予測、スピーゲルっていうんですか、わかんないですけど、それを見て、北東の風が日本を全体を流れてくるときは、絶対に子供を雨に当てないでください。
あと、女の人、これから子供をまだ産む人は出さないでください。
それは、おんちゃんらはいいですよ。
おれとかも含めて。」

「何でかっていうと、セシウムの137番というのがあります、今度。
それの放射能が半分になるのが30年かかるんです。
で、何が危ないかっていうと、セシウムの137番というのは筋肉にたまりやすいんです。
男の人は比較的筋量が多いんで、筋肉に薄く、体の中に取り入れたとしても薄く広がっていきます。
だけど、女の人は乳腺と、あと子宮、どうしても筋肉がないんで、そういった器官に濃縮しやすいです。
そうするとやっぱり乳がんの発生率とかがちょっと上がってしまう可能性があるので、そんなことは知ってれば防げることなんで、で、どうしても外に出なきゃなんないときは、布マスクの中にガーゼ入ってるじゃないですか。
それをぬらして、で、マスクして外に出る。」

「あと、ヨウ素が出てる限りは、ヨウ素はやっぱり昆布とか海草類にヨードとしてたまるので、そのヨウ素なんです。
で、髪の毛から吸収されやすいです、人間は。だから、帽子をかぶって、直接雨に触れないようにするっていうのが1つ防げる方法です。」

(youtube『【驚愕】元東電社員の内部告発』より)





福島原発事故による放射能汚染については…、

3月12 日の、1号機の水素爆発と…、

3月14日の、3号機の水素爆発によって汚染が拡大されたことは承知の事実ですが…、

同時に、人々に不安と、ある憶測も飛び出したのです…。





原発研究家や多くのジャーナリストが噛み付いたのが、3号機の核爆発の疑惑です…。

事故のときの映像を見れば一目瞭然で、1号機は真っ白で横に広がる爆発なのに対し…、

3号機は、破裂音が3度も鳴り響いて縦方向に真っ黒な煙が上がりました…。

この二つを見比べると、両者の違いは歴然ですね…?

まさか、原子炉燃料がメルトダウン後もくすぶり続け、今なお危険な状態が続いているとしたら…!?





しかも、3月15日には…、

2号機と4号機も、爆発音が聞こえていたらしいのです…!?

まさか、水素爆発から使用済み核燃料のプールに引火して、今もくすぶり続け危険な状態が続いているとしたら…!?

元東電社員が語るように、再臨界しているのかも知れません…。





結局、福島原発1号機、2号機、3号機、4号機は…、

どれもこれも、事故を食い止めることが出来なかったという事なのです…。

そして4つの爆発の、どれもが未だに謎だらけなのです…。






    『家政婦も見た?』
    
			前々から怪しいと云われてました…。


		
製造されたのは、遙か昔…。

[image: ]

その後どうなったのか、様子を見せて…?
承知しました…。
『家政婦も見た?』






中身は、もう凄いボロボロ…。
危険過ぎるので、これ以上近寄ってはいけません…!

1号機→http://www.youtube.com/watch?v=G13wkWG5FU0

2号機→http://www.youtube.com/watch?v=m9E-diR2FkY

3号機→http://www.youtube.com/watch?v=_qbZyldTX5k

4号機→http://www.youtube.com/watch?v=t-En7DhVl6I






    平和組曲[22]『311福島第一原発は危険だと前から判っていた』
    ♪～力を合わせて～
～平和を追求しよう～♪





爆発事故が起きた後の福島第一原発の映像を観ると、もう凄いボロボロになっていました…。

危険過ぎるので、関係者もおいそれと建物の近くには近づけないでしょう…。





【福島第一原子力発電所事故の人的被害】

負傷者  地震による被害 6人
1号機・3号機の爆発による被害 15人

被曝の可能性
従業員 30人(100 ミリシーベルト)
住民 88人(除染を実施した人数)

その他の被害 19人
死者  地震・津波による被害 2人(4号機タービン建屋内)
その他の被害 2人

(2011/6/14『原子力安全・保安院 地震被害情報』より)





残念ながら、作業に当たった方々などに死傷者が出てしまいましたが…、

しかし福島第一原発事故は、日本史上最大の危機的事故にも関わらず、今のところ負傷者は奇跡的に少ないと云われております…。

但し、今後の事が気懸かりです…。

これから作業中に当たる関係者の方々や、一般市民の健康被害の拡大が起こらないことを願うばかりです…。

それにしても、何とか事故を食い止めることは出来なかったのでしょうか…!?

次に、今回の事故が大きくなってしまった理由を考えてみます…。





【福島第一原子力発電所事故の経過】

①東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)によって、運転中の福島第一原子力発電所の1〜3号機各原子炉(分解点検中の4号機を除く)は自動的に制御棒が上がり緊急停止した。

②発電所への送電線が地震の揺れで接触・干渉・ショート・切断したり、変電所や遮断器など各設備が故障したり、送電線の鉄塔1基が倒壊したりしたため、外部電源を失った。

③非常用ディーゼル発電機が起動したものの、地震の約50分後、遡上高14 ～15 mの津波が発電所を襲い、地下に設置されていた非常用ディーゼル発電機が海水に浸かって故障した。

④電気設備、ポンプ、燃料タンクなど多数の設備が損傷し、または流出で失ったため、全交流電源喪失状態(ブラックアウト)に陥った。

⑤このためポンプを稼働できなくなり、原子炉内部や、核燃料プールへの送水が不可能となり冷却することができなくなり、核燃料の溶融が発生した。

⑥原子炉内の圧力容器、格納容器、各配管などの設備の多大な損壊を伴う、史上例を見ないほど甚大な原発事故へとつながった。

⑦点検中の4号機を除く1〜3号機とも、核燃料収納被覆管の溶融によって核燃料ペレットが原子炉圧力容器の底に落ちる炉心溶融(メルトダウン)が起き、溶融した燃料集合体の高熱で、圧力容器の底に穴が開くこと、または制御棒挿入部の穴およびシールが溶解損傷して隙間ができたことで、溶融燃料の一部が原子炉格納容器に漏れ出し(メルトスルー)、燃料の高熱そのものや、格納容器内の水蒸気や水素などによる圧力の急上昇などが原因となり、一部の原子炉では格納容器の一部が損傷に至ったとみられ、うち1号機は圧力容器の配管部が損傷したとみられている。

⑧1〜4号機ともメルトダウンの影響で水素が大量発生し、側壁のブローアウトパネルを開放した2号機以外は原子炉建屋、タービン建屋各内部に水素が充満(4号機は分解点検中だったが3号機からタービン建屋を通じて充満したとみられている)、水素爆発を起こして原子炉、タービン各建屋及び周辺施設が大破した。

(2011/6/14『原子力安全・保安院 地震被害情報』より)





よく云われている通り、福島原発事故を拡大させた要因は…、

地震と津波で電源を全て失った→原子炉を冷却する装置がコントロール出来なかった→原子炉をメルトダウンさせてしまい→それがきっかけで水素がドンドン出てきた→爆発を避けようとベントしたが上手くいかなかった→とうとう水素爆発してしまった

という流れでしょう…。





でも実は前々から、大地震や大津波が起きたら福島第一原発は危険だと指摘されていたらしいのです…。

前々から怪しいと云われてた…?





この福島第一原発の原子炉に使用されているのは、アメリカのGE(ゼネラル・エレクトリック)社が製造した『Mark I』沸騰水型軽水炉(BWR)だそうですが…、

このタイプの原子炉は、何と当初から不安のある代物だったらしいのです…。

ちなみに、GE社が福島第一原発に建造したのは…、

1号機1971年、2号機1974年、3号機1976年、4号機1978年と、遙か昔…。

例えば…、





「GE 社の技術者ブライデンボー氏は、1975年の時点で『Mark I』型原子炉では冷却装置が故障した場合に、格納容器に動的負荷が掛かることを勘案した設計が行われていないと、次第に認識しつつ退社に至ったと語りました。
その後は、米原子力規制委員会と協力しながら『Mark I』原子炉の廃止を訴え続けたとのことです。」

(2011/3/15『アメリカABC』より)





「福島第一原発など日本に9基ある『Mark I』型軽水炉について、アメリカ原子力規制委員会(NRC) は1972年、格納容器が小さいことを問題視した。
水素がたまって爆発した場合、格納容器が損傷しやすいとして「使用を停止すべきだ」と指摘していたことを報じた。」

(2011/3/15『ニューヨーク・タイムズ』より)





さらには、元GE 社の技術者で、福島第一原発に『Mark I』型原子炉を建造した技術者、菊地洋一氏までこんな事を…、





「GEがどこまで丁寧に実験しているかは話でしか知らないが、日本のメーカーとは違うという事は感じた。
しかし間違いなく色んな欠陥があった。
最初に感じた事は原子炉を見た時、これは日本人が設計する炉じゃないなと。
要するに地震国に建てる原発じゃないな。
底の部分をスカートと言う。
その名の通り薄い。
原子炉圧力容器は15センチ18センチと結構厚いが、それに比べたらスカートとしか呼びようのないもの。
それが間に挟まっている。
それが直下型で下から突き上げられたら、ひとたまりもない。」

「原発推進者たちはちゃんと計算している、と言っているが、真下寄り少し斜めに突き上げてくる地震にそんな薄いスカートが耐えられるわけないと思う。
重さの事をみんな考えない。
何十キロ下から突き上げてくる地震のエネルギーは炉の重さなんてどうってことはない。
保安院も計算したから大丈夫と言うが、その計算が全然信用できない。
福島原発建設中にも地震があった事があり、その時にいたアメリカのエンジニアたちは青くなってガタガタ震えていた。
そんな国のものであるという事。」

「今回、一番最初に思ったのは非常用冷却システムの色々な配管があちこちでギロチン破断を起こしてないかと。
それでなくてもヒビが入っていて、水漏れが激しいのではないかと。
とにかく心配なのは配管がズタズタにヒビが入っているのではないかという事。
そうなっているとすると循環させて炉を冷やせない。
配管の心配を一番最初にした理由は壊れて当たり前だという気がする。
原子炉の配管というのはものすごく複雑に出来ていてシステムがたくさんある。
配管が危ないと思っているのは、配管の取り付け方法で宙に吊ってある。
原発の配管は全部上から吊ってあるので。」

(2011/4/21『菊地洋一氏(元GE技術者・福島第一原発設計者)インタビュー』より)　





やはり、福島第一は心配の多い原子炉が使用されていたのですね…。

それに加えて、東電の大事故を想定した未対策と、政府の安全に対する指導監督が不十分だった…。

例えば…、





｢アメリカ原子力規制委員会(NRC) は20年前に、GE社製『Mark I』型を含むいくつかの原子炉は、地震被害により付帯設備(非常用ディーゼル発電機、貯水タンクなど)の故障が起きて、高確率で冷却機能不全が起こると内部文書「NUREG-1150」で警告していた。」

(2011/3/16『ブルームバーグ』より)





「1999年までIAEAの事務次長を務めた原子力工学専門家ブブルーノ・ペロード氏が、1992年に東京電力に対して、福島県に設置されている『Mark I型』軽水炉の弱点である格納容器や建屋を強化し、電源や水源を多重化、水素爆発防止の装置をつけるように、などと提案したが、東電側の返答は「GE社から対策の話が来ないので不要と考えている」というもので、以後も対策はとられなかったという。」

(『wikipedia「福島第一原子力発電所事故」』より)





数々の警告が無視されていたのかと思うと、腹が立ってきますね…。

まだまだありました…。





「2007年のIAEA会合でもブブルーノ・ペロード氏が東電に対し、福島県内の原発は地震や津波対策が不十分だと指摘した際、東電は「対策強化する」と約束したものの、その後も津波対策と逆行するような送電線敷設を行うなどしていた。」

(『wikipedia「福島第一原子力発電所事故」』より)





「2006年、吉井英勝(京都大学原子核工学科卒業、日本共産党)氏は、国会質問で当時の原子力安全委員会委員長の鈴木篤之に対して、福島第一原子力発電所を含む43基の原子力発電所は、地震によって送電線が倒壊したり、内部電源が故障したりすることで引き起こされる電源喪失状態、または大津波に伴う引き波によって冷却水の取水が不可能になると言った理由で炉心溶融にいたるのではないか、と投げ掛けていた。」

(『wikipedia「福島第一原子力発電所事故」』より)





国や東電が、指摘されていた通りきっちりと対策を講じてさえいれば…、

今回の事故を最小限にすることが出来た筈です…。

本当に残念です…。






    『霧が立ち込めている』
    
			全体は、おぼろげに掴めてきましたが…、


		
まだ、はっきり見えません…!
あと少しのところで…、
『霧が立ち込めている』

[image: ]

鍵を握っているのは…、
2つのバルブ…!!!

→http://www.youtube.com/watch?v=67EYV-FA8uo

→http://www.youtube.com/watch?v=j5EV0Tjbik8
(特に重要シーン10：00～)






    平和組曲[23]『311福島原発事故、最大のミステリー』
    ♪～そうすれば人間同士～
～愛し合えると信じる～♪





「原発は絶対に安全」のうたい文句で、国と電力会社が全国にPRしながら進められてきた日本の原子力発電…。

その安全神話が、福島第一原発事故によって脆くも崩れてしまいました…。

事前に各方面から、より一層の安全対策の推奨を受けていたのに、東電は福島第一に対して万が一の備えを疎かにしてしまったのは何故でしょうか…。

恐らく、「万が一の時には、安全装置が働くから大丈夫」という油断があったのではないかと私は思います…。





その安全装置のひとつに、『非常用復水器(IC)』という設備があります…。

私は映像を観るまでその存在を知らなかったのですが…、

ICとは原子炉のメルトダウンを防ぐ為の切り札、言わば最後の要だったそうです…。





ICが、なぜ最後の要なのか…?

実は最悪の時、たとえ万が一全ての外部電源が失われても、原子炉の熱によってこのICだけは動き続けることが出来る冷却装置だからなのです…。

ICさえ動いていれば原子炉を冷却し続け、異常加熱するのを抑えることが出来るのです…。





ところが福島第一原発事故があったその日、1号機のICは何故か正常に稼働しなかったらしいのです…!?

ICに付けられた2つのバルブが有るのですが…、

地震直後、制御板がバルブに「閉じる」と指令していた疑いが有るのです…!!!!!

作業員がICが動いてないことに気づいた時には、原子炉はメルトダウンし、圧力を抑える為のベントも間に合わず、水素爆発が起きてしまったのです…。





果たして、ICのバルブが閉まっていたのは、制御板のコンピューター・エラー(誤作動)を起こしたからでしょうか…!?

それとも、作業員がICのバルブをうっかり閉めてしまったヒューマンエラー(誤操作)なのでしょうか…!?

福島原発事故、最大のミステリーです…!!!!!





【福島第１原発　非常用復水器に損傷なし】

東京電力は21日、福島第１原発1号機の原子炉建屋に入り、緊急時の炉心冷却に用いられる『非常用復水器(IC)』の状況を確認し、本体や配管などに損傷はなかったと発表した。

非常用復水器をめぐっては、地震で配管が損傷したとする指摘があった。

『非常用復水器(IC)』は2系統あり、東電は一方の配管のバルブ(弁)が閉まっていたと推測する報告書を国に提出していたが、バルブの状態も、東電が国に提出した事故報告書と同じだった。

バルブの開閉をめぐっては、事故直後、運転員が手動で停止と起動を繰り返しており、操作が適切だったかが指摘されている。

(2011/10/22『産経ニュース』より)





【吉田所長「大きな失敗」…復水器停止知らず】

1号機の原子炉への淡水注入が始まったのは電源喪失から約14時間後の12日午前5時46分。

ベントについても、吉田昌郎所長が1号機のベントの準備を指示してから、同日午後2時頃、ベントにこぎ着けるまで約14時間を要した。

「全交流電源が喪失するという想定外のシビアアクシデントに愕然(がくぜん)とした」事故調のヒアリングに対し、ある東電社員はこう語ったという。

　事故調の調査では、現場で指揮を執っていた吉田所長が１号機の『非常用復水器(IC)』停止を把握していなかったことも判明した。

運転員は、ICが作動すると発生する蒸気の噴き出しが確認できなかったため、IC内の冷却水が失われた可能性があると判断。

空だきによる配管の破断を避けようと、11日午後6時半頃から約3時間、ICの運転を停止した。

ICの停止は炉の状態を急速に悪化させる。

東電が5月に公表した解析結果では、ICが電源喪失後に停止したと仮定した場合、11日午後6時40分頃には燃料の損傷が始まったと試算している。

吉田所長は把握漏れについて、「大きな失敗だった」と話したという。

（2011/9/8『読売新聞』より）





この『読売新聞』の報道を見て、私は「オイ! ちょっと待てよ!」と感じました…。

この表現方法では、きっと記事を読んだ人は…、

現場を指揮した吉田昌郎所長を、あたかも1号機の事故拡大の張本人みたいに感じてしまうじゃないですか…!?

まだ検証が十分終わってないのに、まるで「原発事故は、やっぱり東電の作業員による人災なんだ」と世間に風潮さようとしているみたいで、酷いですね…。





きっと一般世間の方々は、今回の福島原発事故をマスゴミ報道だけを元にして総括したら…。

「やっぱり東電の社員が悪いんだ、原発は危険はもう要らない」と思うことでしょう…。

何故なら、地震や津波を起こした自然を恨んでも仕方ないので…、

その代わりに、誰か個人のせいにした方が分かり易いし手っ取り早いからではないでしょうか…?

今後、より慎重な検証が待たれるところですが…。






    平和組曲[24]『311福島原発事故はハッカーに仕掛けられたのか』
    ♪～たがいに腕を組み～

		～明日に立ち向かおう～
～我々の試練は始まった～♪






これは仮説ですが、事前に何者かによってプログラムを変えられていたという可能性も有ると思います…。

ICのバルブが閉じるように、福島原発の制御板のコンピューターに誤作動指令するようなウィルスを仕掛けておく…!

それは、福島第一で使われている『Mark I』型原子炉の構造をよく知る者にとっては、容易い作戦だったのではないでしょうか…!?

原発の炉心を守る要の冷却システムを、わざと上手く制御出来ないようにするソフトに書き換えておけば…!?

でもそんな事、誰が出来るでしょうか…!?





そういえば、1号機、2号機、3号機おのおのの圧力を抜くベント作業も手こずっていたのですが、これも怪しくないでしょうか…!?

必死に事故を防ごうとする作業員を、あざ笑うかのように冷却装置や圧力弁がコントロール不能に陥って…、

原子炉にメルトダウンを起こし、とうとう大量の放射能汚染を撒き散らかされ…、

原発の安全神話を崩し、日本人を不安や混乱に陥れる…!!

しかしそんな事、誰が出来るのでしょうか…!?





ちょっとビックリしたのは、福島第一原発の安全管理はイスラエルの会社だという事実…。

イスラエルのマグナBSP社の関連企業、「マグナ通信工業株式会社」という設立されてまだ10年という会社です…。

しかも、全国のすべての原発の安全をこの管理会社に委ねているとは…!?

何で日本の原発の保守管理を、イスラエルの一企業にまかせているのでしょうか…!?

いゃー、とっても安心ですね…(笑)!?





東電がいちばん触れてほしくないのは、イスラエルのマグナBSP社はモサド＝CIAと繋がりがあるということ…。

ですから、福島原発を内部から破壊工作したのではないかと疑っている人々も多いのだとか…。

東電の記者会見が頻繁に行われているにも関わらず、何故か管理会社の事は全て伏せているし、マスゴミは一切報道しません…。





話はちょっと逸れますが、この1～2年全国の防衛庁や三菱重工業などを狙ったサイバー・テロの事件をよく耳にします…。

ウィルスを送りつけたり、日本の国家機密を盗もうとしたりする犯人を追って発信元を捜査すると…、

中国やロシアだったりするらしいのです…。

そして、福島第一原発も、やはり…!?





【福島第一原発プログラム開発者　露からのサイバー攻撃明かす】

収束工程表の「ステップ2（原子炉冷温停止など）」達成について、11月17日に細野豪志・原発担当相は「年内には可能」と説明し、福島第一原発事故は危機を脱しようとしているかに見える。

だが、この事故の中で「別の原発クライシス」が起きていたことは国民に伏せられている。
事故発生直後に同原発で作業に従事したコンピュータ技術者が、「政府が隠しているもうひとつの大問題」を明かした。
ジャーナリストの入江吉正氏がレポートする。

3月11日の大地震によって、稼働中だった福島第一原発(1～3号機)は自動停止した。
だが、その後に押し寄せた津波によって電源を喪失したために緊急炉心冷却装置が機能しなくなり、各機の原子炉は温度と圧力が上昇し水素爆発が発生。
原発作業員らはベント(蒸気の大気放出)を実施するなど、必死の作業に追われていた。

安全管理システム会社のコンピュータ技術者であるA氏は、そんな「フクシマ50※」の一員だった。

震災発生時に都内にいたA氏は、事故発生の3日後に東電と政府関係者から「急いで栃木まで来てほしい」と要請された。

「東電担当者らと合流すると、待機していた陸上自衛隊のヘリに乗せられて第一原発に向かいました。
相当に切迫した事態が起きていることが伝わってきました」

A氏は約6年前、同原発に導入された制御プログラムの開発者の一人だった。

「プログラムは原発の自動運転を安全に行なうためのもので、電源喪失時にこのシステムもダウンしました。
私の役割は、これを稼働させたうえで手動運転モードに切り替えることでした。
すでに私の仲間が陸路で現地に入って作業にあたっていましたが、開発者でないとわからないことが多く、私が呼ばれたようです」

到着は3月16日。
A氏は防護服に身を固め、東電職員と政府関係者に先導されて2号機のコンピュータルームに入った。

「公開されている中央制御室とは別の場所で、広さは15坪ほどでした。
侵入者がたどり着けないようにするためか、通路は非常に複雑でしたが、おそらく原子炉建屋の地下にあたる場所だったと思います。
この時には電源車が供給するわずかな電気が通っており、薄暗い中で数台のコンピュータが灯っていました」

その場でA氏は原子炉の設計図を見せられた。

「私は原子炉の専門家ではないので詳しくわかりませんが、どうやらシステムを再稼働しないと建屋内に無数にある圧力弁や注水弁、シールドと呼ばれる放射能遮断装置などを動かせない状況だったようです。
詳しく聞こうとしても、案内した政府関係者から“国家機密ですので”といわれました。
とにかく“早く(再稼働するために)ロックを解除してくれ”という様子でした」

復旧には6つの手順が必要だったという。

「指紋認証、網膜認証、そして数十桁の暗証番号入力などで、しかもそのすべてを2分間以内に実施しなくては再稼働しない仕組みです。
専門技術者でないと解除は不可能なように作っています」

作業は困難を極めた。
2分の制限時間内に終わらず、何度かやり直しを余儀なくされたが、最終的にロック解除に成功。案内役の2人は「お疲れさまでした」とA氏を労ったが、この時、A氏は別の「異変」に気づいていた。

「分厚い防護服のために動きが制限される状況での作業はハードでしたが、解除に手間取った理由は別にありました。
暗証番号を打ち込む時にバグが発見され、入力画面が現われなかったり、番号入力がストップしたりするトラブルが起きたのです。
最終的にシステムを初期化するという非常手段で乗り切ったのですが、何らかの妨害ウイルスが外部から送り込まれていたのは明らかでした」

元GE原発技術者の菊池洋一氏が指摘する。

「制御システムがハッカー攻撃を受けていたという事態は深刻です。
特に圧力弁の開閉に関わるシステムだったというのが事実ならば、圧力容器や格納容器の破裂を招くおそれがある」

A氏はシステムが回復した翌日から、ウイルスの送信元を突き止める作業を行なったという。

「われわれ安全システムの技術者は、“敵”であるハッカーのことを知るためにハッキングの技術も持っています。そこで、こちらから逆のルートで(害のない)ウイルスを送りつけることで、送り主がどこにいるのかを探りました。

発信拠点の大半は“北の寒い国”でした。システムを導入したのは6年前ですから、それ以降にロシアからサイバー攻撃を受けていたと考えられます」

「原発へのサイバー攻撃」といえば、テレビドラマにもなった漫画『ブラッディ・マンデイ』の題材になったりもしているが、決してフィクションの世界の出来事ではない。

去る9月には世界最大の原子力企業である仏アレバ社のコンピュータ網にハッカーが侵入していたことが判明した。攻撃は約2年前から続いており、その発信元は「アジア方面」だったとされる。

日本の原発産業もターゲットだ。9月には三菱重工業の国内11事業所でサーバーや端末計83台がウイルス感染していたことが明らかになった。
その多くは情報の抜き取りを目的とする「攻撃型メール」で、原発プラントや潜水艦を製造する同社の神戸造船所も被害に遭っていた。
同月、原子炉の圧力容器や格納容器を製造するIHIもサイバー攻撃を受けていたことを公表。
両社ともに「情報流出は確認されていない」としているが、世界的に原発関連企業・施設が標的にされている状況がある。

A氏は警鐘を鳴らす。

「ウイルス侵入の事実については、(第一原発にいた)東電担当者や政府関係者に伝え、原子力安全・保安院にも届いているはずです。
しかし、その後に開発者である自分や私の会社に改善策についての相談は何もありません。
これは“千年に一度の天災”で起きる事故とは全く別次元の問題です。
一刻も早い対策を講じる必要があると思います」

この指摘を東電にぶつけたところ、以下のような回答だった。

「事故直後の状況は調査中のため、サイバー攻撃を受けていた事実があったかどうか把握していません。その事実が仮にあったとしても、安全上の支障を考慮して公表を控えることもあり得ます」(広報部)

東電は去る9月に衆院科学技術・イノベーション推進特別委員会から「事故時運転操作手順書」の提出を求められた際、「セキュリティ上の問題」などを理由に、その大半を黒塗りして提出した。そうした隠蔽体質が国民の大きな不信を招いてきた。

A氏の証言は福島第一原発に限らず、全国54基ある原発の安全に関わる重大問題だ。原発への“攻撃者”は地震や津波だけではない。
すでに侵入している“悪意ある破壊者”への防御は急務である。

※フクシマ50／事故発生直後、福島第一原発に残って対応に従事した約50名の作業員に欧米メディアが付けた呼称

(2011/12/02『NEWS週刊ポスト』より)







    『スタックスネット』
    
			『スタックスネット』



		
って、なんなの…?
おとななのに、しらないの…?

[image: ]

なーんだ…、
ほんとに、しらないの…?

→http://www.47news.jp/CN/201101/CN2011012701000181...

→http://japanese.irib.ir/index.php?option=com_conte..






    平和組曲[25]『311どころか国内の原発すべて暴発の危険が』
    ♪～欲求と希望と勇気と愛をもって～
～ともに平和を追求しよう～
～そうすれば人間同士愛し合える～♪





政府に呼び出されたという、福島第一原発の制御プログラムの開発者A氏の記事は衝撃的でした…。

システムが止まった際に、建屋内に無数にある圧力弁や注水弁、シールドと呼ばれる放射能遮断装置などが動かせない状況になっていた…!?

手動運転に切り替えるのを邪魔する、謎のプログラムが組まれていた…!?





『NEWS週刊ポスト』の内容が事実ならば、福島第一原発のコンピューターにいつの間にか潜伏していたウィルスによって事故が拡大したということになります…!!

A氏が発信元を辿っていった結果、ハッキング先はロシア…!?

果たして福島第一原発は、ロシアからサイバー攻撃を受けていたのでしょうか…!?

ちなみに、ここ最近頻発している国内の各省庁や企業へのハッキングの出どころは、圧倒的に中国が多いそうなのですが…。

ますます謎は深まります…。





そう言えば、サイバー攻撃の文献を調べていて見つけたのですが…、

イランで起きたある原発事故が、福島第一原発事故に何だかとっても似ていることに気付いたのです…。





それは、今から1年前にイランのブシェール原子力発電所に於いて、原子炉が制御不能に陥って暴走するというトラブルなのですが…、

ちょっと恐ろしいのが、あわやチェルノブイリに匹敵する大事故になるところだったらしいのです…。

そして、この事故の原因は…、

イスラエルのモサドとアメリカのCIAに仕掛けられた、『スタックスネット』という名のコンピューター・ウィルスによるものでした…。





『スタックスネット』は、表向きにはイランの核施設を封じ込める為のウィルスのようですが…、

実はもう一つ、原発の運転を混乱させる仕掛けもあるのではないでしょうか…?

秘密裏に潜り込んだウィルスがひとたび発動すると、原発のアキレス腱である冷却装置がコントロール不可能になって…、

あれよあれよという間に、大事故を引き起こすとしたら…!?

これは本当に恐ろしいことです…。

モサドとCIAによるイランの原発へのサイバー攻撃は、もはや現実に起こっているのです…!!





イランの例をみれば、福島第一原発が何者かによってサイバー攻撃を知らぬ間に受けたという記事も全く絵空事とは思えませんし、その可能性は十分あると私は思います…。

もしも、福島第一以外の原発もサイバー攻撃を受けていたとしたら…!?

日本は、アメリカ、フランスに続いて、世界第3位という原発の数の多い国で、現在国内には原発が計54基(その内の22基が運転中)在るのだそうです…。

その54基の全ての原発に、『スタックスネット』のようなコンピューター・ウィルスが既に侵入しているとしたら…!?

全国の原発のどれもが突如暴走を始めて、第二、第三の原発事故を起こさないも限らないのです…!!

福島第一だけで相当深刻な状況なのに、国内の原発すべて暴発の危険性があるとしたら…!?

これじゃまるで、日本全国に原発という危険きわまりない地雷を敷いている様なものです…!!

これは原発の安全に関わる重大問題です、急いで対策を採って欲しいものです…!!





そもそも、日本はどうして原発を置くようになったのでしょうか…?

その辺りを調べてみたら、ある事実が浮かび上がってきました…。





【東海発電所の誕生「日本初の原発はこうして生まれた!」】

「アメリカは日本への原子力導入を急いでいました。
当時は冷戦下であり、原発だけでなく、核ミサイルの配備も視野に入れていたのです。
ところが1954年、大事件が起こります。
南太平洋のビキニ環礁で行った水爆実験の死の灰を、日本の漁船が浴びてしまったのです。
いわゆる第五福竜丸事件。」

「困ったのはアメリカで、どうやったら日本の世論を静められるのか、そこで利用するのが読売新聞と日本テレビでした。」
　
「関東大震災の翌年の大正13年(1924年)、わずか5万部程度の部数しかなかった読売新聞の経営権を買い取ったのが元警察官僚の正力松太郎。
正力は昭和9年(1934年)に巨人軍を創立して新聞の売上げを大幅にアップさせるなど、大衆操作に長けていました。
戦後、A級戦犯に指定され、巣鴨プリズンに収容されますが、政界の黒幕として見事復帰。
昭和27年(1952年)には日本初の民放である日本テレビを創立し、社長に就任します。」

「実は正力は、巣鴨プリズンでGHQのスパイとなることを条件に無罪放免されていました。
そこで、新聞やテレビを通じて、日本国民に親米思想を植え付けていったとされます。
米公文書を調査した有馬哲夫の『原発・正力・CIA』によれば、正力松太郎のコードネームは「ポダム」だったそうです。」

「公文書には、例えば、
《まず新聞で始め、状況が許せばラジオやテレビに広げていくスキームは心理戦として高い可能性を持っている。
ポダムの命令で動く多くの記者たちにこの種の指令が与えられるなら、これは重要なターゲット(政治家など)に対する諜報の可能性も与える》　
などと記されています。
要は読売新聞の5,000人の記者は知らないうちにCIAに乗せられ、同時に、集めた情報はそのままCIAに送られていた可能性もあるわけです。」

「正力は新聞とテレビをフルに使い、原発は素晴らしいと大宣伝します。
キーワードは、石油・石炭、電気に続く産業革命の源としての「第3の火」でした。
プロパガンダの例としては、たとえば1954年から、読売新聞では「ついに太陽をとらえた」という原子力の平和利用を訴える大型連載が始まっています。」

「1955年、正力は衆議院議員に初当選します。
国会議員になった正力は保守合同を画策し、昭和30年(1955)、自由民主党を成立させます。
11月、東京・日比谷で「原子力平和利用博覧会」が開催され、35万人が入場しました。
主催はもちろん読売新聞で、以後、全国で開催されていきます。
ちょうどこの頃、人形峠でウラン鉱床が発見されるなど、原発推進派には明るいニュースが増えていきました。」

「12月、日本初の原子力研究所の用地選定が始まります。
「関東地方の国有地で約50万坪の広さ」が要件とされ、約20カ所が候補に挙げられました。
そのなかには、原子力合同委員会のメンバーである中曽根康弘の地元・高崎や、志村茂治(社会党)の地元・横須賀の武山が含まれていました。
最終的に武山が第一候補になりましたが、ここで大逆転が始まります。」

「翌年1月、原子力基本法が施行され、原子力委員会が設置されると、初代委員長に正力が就任します。
5月に科学技術庁が設立され、やはり正力が初代長官になると、一転して茨城県の東海村に建設が決定しました。
重要なのは、この時点で正力は原発の危険性を把握していなかったことです。それが現在まで続く原子力行政の混乱につながるわけですが‥‥。」

「参考までに書いておくと、正力の目標は1,000万ドルの借款をCIAから受けて、全国縦断マイクロ波通信網を構築することでした。
これが完成すれば、テレビ、ラジオ、ファクス、警察無線、列車通信まで支配できました。
CIAとしても、アメリカの宣伝を自由に流すことが可能になるので、ある程度は後押ししています。
同時に正力は原発やメディアを仕切って総理大臣になることが最終目標でした。」

(『探検コム「東海発電所の誕生」』より)





何と、日本初の原発建設にはCIAが関わっていた訳です…。

日本の反米意識の強かった時代にオイルショックが起きて、新たなエネルギーとしてCIAと日本の正力松太郎が共同で「原発の平和利用キャンペーン」を張った…。

このキャンペーンには日本テレビが、一大広告塔となって国民を率先して騙した訳ですね…。

アメリカは反米意識を取り除くことを、日本の高官は新たなエネルギー政策といった利害関係が一致したらしいのです…。

当時の日本テレビは報酬を貰っていただろうから、CIAは良いお得意さんスポンサーだったのでは…?





終いには、初の原子力委員会の委員長に正力松太郎が就任…。

こんな人が、総理大臣のイスも狙っていたなんて…。

また、ずっと原発推進を率先して来たのが、中曽根康弘元首相だったのは有名な話ですね…。

彼はロッキード事件で裏金を受け取った高官をもみ消すように頼んだと云われているほどアメリカの言いなりでしたから、のし上がりたい一心で原発を持ってきた一人でしょう…。





但し、原発建設時には地元の住民による原発反対運動が激化していたのです…。

それが、どうして今日まで原発が推進できたのかは、やはりカネの力ということでしょうか…。

地方自治体は毎年国から交付される電源立地交付金で潤うので、収入が途絶えないように同じ敷地内にドンドン原発を増設していくようになったという訳なのです…。

日本初の原発、東海発電所の運転開始1966年…。

それから45年の月日が流れました…。

日本に原発を持ち込んだのはCIAと正力松太郎でしたが…、

現在国内に54基…。

これだけ全国に原発を造ってしまったのは、私たち国民にも責任があると思います…。






    平和組曲[26]『311の影にトンデモない組織の暗躍』
    ♪～叡智よ我々を平和へ導き～
～真理よ暗黒を照らせ～
～高く顔を上げ前を見て行こう～♪





2008年に「中国製毒入り餃子事件」という、生協で買って食べたギョーザに殺虫剤が混入していて10人の被害者を出し、世間を震撼させた事件がありましたよね…?

この事件は中国当局が丸2年も掛かって捜査した挙げ句、ようやく製造元の天洋食品の元臨時職員の男を捕らえて解決したかに見えましたが…、

事件を起こした動機は、同社の賃金待遇や人間関係に不満があったとされていますが…、何故それならば日本に出荷する製品に毒を盛る必要があったのかが判りません…。

とにかく、スッキリしない不透明な事件だったと思います…。

あの後の私たちは、たとえ一時的であれ中国製品を購入するのが不安になりましたよ…?

さて、日中関係が悪くなって一番喜ぶのは、一体誰でしょうか…?





実は「中国製毒入り餃子事件」は、CIAが仕掛けたのではないかと噂されているのです…。

その裏付けはないのですが、CIAが男を買収しギョーザに毒物を混入させて日本で大騒ぎを起こしたと考えた方が辻褄が合うのだそうです…。

結果的に、日本は中国を嫌いになり、生協の信用をガタ落ちさせることに成功したといえるからです…。

私は、同事件がCIAの手口を知るヒントを教えている様な気がします…。





【CIAとは】

①アメリカ中央情報局(CIA)は、CIA長官によって統括される、対外諜報活動を行うアメリカ合衆国の情報機関の1つ。
アメリカ合衆国の外交政策・国防政策の決定に必要な諜報・謀略活動を行う。
世界一の諜報機関といわれている。

②大統領の直轄組織であり、米軍やその他米国政府内の情報機関からは独立して存在している。
諜報活動のために膨大な予算と権限を与えられているが、その用途などの詳細情報は明らかにされていない。

③スパイを擁する情報機関であるため活動内容には不明な点が多いが、非アメリカ国籍者をも組み込んで、エージェントを政治家や官僚、軍人から、NPO活動家や宗教団体、留学生、芸術家、無職者に至るまで広範な職業に偽装させて全世界に配置しているとみられる。
以下のような活動があるといわれている。

◇世界に知られる訳にはいかない機密の保持や証拠物件等の抹消
◇敵国指導者の暗殺
◇敵国外交官の買収・懐柔・脅迫
◇敵国内での情報操作、プロパガンダから民衆扇動
◇交戦中の敵国捕虜に対する尋問・拷問
◇潜在的敵対国にとっての反政府組織やゲリラなどへの人材・資金面や交流・援助
◇アメリカが攻撃対象とできる反米集団の育成
◇反米政権打倒と親米政権樹立の援助
◇独裁政権の打倒や樹立の援助

④国務省や連邦政府がおおっぴらに関与する事の出来ない“裏稼業”を行う事から、「見えない政府」「もう一つのアメリカ政府」などと渾名される。

⑤イスラエル諜報特務庁(モサド)や、イギリス情報局秘密情報部(MI6)とつながりが深い。
また、米国、カナダ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランドの諜報機関は、アングロ・サクソン連合として横の連携がある。

(wikipedia『CIA』より)





日本の原発第1号を持ち込んだ正力松太郎が、CIAのスパイであったことは既に記述しましたが…、

彼はアメリカの策略通りに日本テレビや読売新聞を使って日本国民をマインドコントロールし、さらには科学技術庁長官に就任、自ら東海村に原発を造ったのです…。

原発を推進した張本人がCIAのスパイだったなんて、信じたくはありませんがこれは事実です…。

この様に、CIAの活動は国境や国籍を越えて展開しているのです…。





福島第一原発へのサイバー攻撃も…、

CIAがモサドとタッグを組んで引き起こしたのではないかと、私は睨んでいます…。

彼らからすれば、世界中の何処からでもハッキングを企てるなんてことは容易いでしょう…。

ロシアや中国のふりをしたスパイが…、

日本全国の原子力発電所の安全システムを暴走させる、恐ろしいコンピューター・ウィルスを送りつけたのではないでしょうか…!?





そう言えば、最近こんな妙ちきりんな報道があったらしいです…。

「アメリカ政府は11月3日、中国とロシアの情報機関や企業が、自国の経済発展のために、サイバー攻撃を通じてアメリカの機密文書を盗んでいると指摘。
サイバー攻撃の加害者として、初めて公開文書で、中国とロシアを名指ししました。
中国の元諜報員らは、その指摘に間違いはないと証言します。」

「アメリカ政府が公表した報告書によると、中国は商業スパイの活動が最も多くて活発な国だといいます。」

「かつて中国で諜報活動に携わった李さんは、中国の情報機関はこれまでずっとアメリカに狙いを定めてきたと証言します。」

「米国は中国情報機関の最大目標です。
米国は世界の経済大国ですから中国は国際的地位を維持し、いわゆる"台頭"のため。
国内の問題も含め、米国とは複雑かつ密接な関係にあります。
商業スパイも含みます。(中国・元諜報員　李鳳智)」

(2011/11/7『新唐人』より)





アメリカも、ロシアと中国のサイバー攻撃に手を焼いている…?

そこで被害者面して、一方的にロシアと中国を名指しで非難したという訳です…。

何かこの時期にアメリカが、こんなワザとらしい声明を出すなんて怪しくないですか…?

自作自演っぽくないでしょうか…!?





そもそも世界一の諜報機関であるCIAを持つアメリカが、サイバースパイを行ってないなどとは考えがたいですよね…?

CIAこそが世界で最も巧妙かつ悪辣なるサイバー攻撃、サイバースパイを行っていると考えるべきでしょう…。

ちなみに中国は、名指しされたことに対し「徹底的な調査を経ず、確実な証拠がない状況下で発信元を推定することは専門的でなく、無責任だ」と反論、まあ当然ですね…。





そうしてみるとCIAのスパイたちが、ちゃっかりロシアや中国のふりをして…、

日本の原発にハッキングするという仮説も考えられるのではないでしょうか…!?

それどころか、各省庁や自衛隊、警察、それに民間企業のコンピューターに直接、あるいは間接的に侵入したり…、

311福島原発事故に限らず、国際社会の裏で暗躍するスパイたちがいて私たちの安全を脅かしていても不思議じゃないのです…。





アメリカの“裏稼業”を担うCIA、その真の姿は謎に包まれています…。

巨大な組織を持つCIAは警察・FBI・米軍を動かすほどで、米政府をしのぐ権力を持つのではないかとも云われています…。

何と、CIAの最大の資金源は、呆れたことに麻薬(アヘン)取引なのです…。





簡単にいえば、CIAは公認のマフィアのようなもの…。

一説によると、CIA長官や幹部は、ウォール街の白人ユダヤ系金融資本から送り込まれてくると云われています…。

CIAはとうの昔にアメリカの白人ユダヤ系財閥のコントロール下に置かれており、オバマ大統領とて太刀打ちできる相手ではないのです…。

かつてのJFケネディ大統領は、巨大な権力組織となったCIAを解体しようとした為に暗殺されたのではないかと云われています…。

さらに、アメリカ国民に影を落としたベトナム戦争にも、実はCIAの汚い裏の目的があったのです…。





「ケネディの死後、CIAの策略通りは一層肥大化した。
CIAが世界最大の麻薬取扱い組織であることは、公然の秘密である。
ベトナム戦争が長期化した理由の一つには、アヘンの生産地である黄金の三角地帯をめぐる争いがあった。」

「当時インドシナ半島には、黄金の三角地帯と呼ばれる地域があった。
ラオス・ビルマ・タイにまたがるこの地域は、世界最大のアヘンの産地だった。
1960年代の世界で、アヘンの70％を生産していたのである。
ベトナム戦争によりこの地域の麻薬生産の支配権を手に入れることによって、CIAは世界最大の麻薬ディーラーになった。」

「どうして麻薬なのか。
麻薬は、CIAの策略通りの重要な資金源なのである。
世界的に諜報活動を展開するには、莫大な資金がいる。
国家予算として公表される費用以外に、自由に使える資金が必要である。
その秘密資金を生み出すのが、麻薬取引と見られる。」

「ベトナム戦争で、CIAは三角地帯を支配し、そこから大量のヘロインをアメリカに運び、多額の利益を生んだ。
兵士の遺体を移送するとき、体内に麻薬を詰めて、本国に運んだ。
ベトナムで麻薬におぼれた兵士たちは、帰国してからも麻薬を続けた。
アメリカは、ベトナム戦争によって麻薬が蔓延する社会となった。」

「ちなみにブッシュ(父)は、大統領になる前、1970年代にCIAの長官をしていた。
彼が大統領だった1989年、アメリカは、パナマのノリエガ長官を急襲・逮捕した。
これは、CIAの麻薬の利権にかかわる事件だったことが、アメリカ議会で明らかにされている。」

(細川一彦氏『現代の眺望と人類の課題』より)





CIAが関わっているアメリカの戦争は、まだまだあります…。

アフガニスタンの侵攻も、裏の事情が垣間見えます…。





【アフガニスタン「対テロ戦争」の真の目的は米軍・CIAによる麻薬ビジネス支配】

「そもそも米軍がアフガニスタンに侵攻した表の理由は、2001年の『911同時多発テロ』の実行者とされた、アフガニスタン山岳地帯に拠点を置くオサマ・ビン・ラーディン率いる国際テロ組織アルカイーダと、彼らをかくまっているとされたイスラム原理主義武装勢力タリバンを壊滅させる事でした。」

「しかしここへ来てこの戦争の真の目的の一つが『麻薬ビジネスの支配』であることがはっきりしてきました。」

「アフガニスタンの麻薬生産量を表にまとめてみましたが、米軍の軍事侵攻した2001年の麻薬生産量が185トンでしかなかったのが、2009年には推定12,000トンまで激増しているのがわかります。」

「表向き麻薬撲滅を掲げる米国(米軍・CIA)は『麻薬全面禁止』のタリバン政権を崩壊させた後『麻薬ビジネス』を実質支配して莫大な利益を上げていることは明白です。」

アフガニスタンの麻薬(アヘン)生産量 　　　 (ｔ)
1 1978 ソ連軍侵攻
2 1984 　　　　　　　　　　　　　 41
3 1989 ソ連軍撤退 　 　　　　　 650
4 1996 タリバン政権 　　　　　 2,248
5 1999 タリバン政権 　　　　 　　　　 4,565
6 2000 タリバン政権ケシ栽培全面禁止 　3,276
7 2001 米軍侵攻・タリバン政権崩壊 　　 185
8 2002 　　　　　　　　　　　　　　　 3,400
9 2004 カイザル政権 　　　　 4,300
10 2005 カイザル政権 　　　　 4,100
11 2007 カイザル政権 　　　　 8,200
12 2009 カイザル政権 　　　　 12,000?





実は、イランに対しアメリカがCIAを通じて麻薬を流していたと云われています…。

イラン政府もタリバン政権同様『麻薬全面禁止』、麻薬を取り締まっているのです…。

アメリカはイランの核武装を非難しているのに、裏では麻薬を密売しているというトンデモない実体が明らかになっています…。

アメリカ合衆国は、表向きの顔とは裏腹に、実にドス黒い闇の歴史を刻んでいるのです…。





アメリカの表の顔と裏の顔…。

何故そうなったのか、何がそうさせているのか…。

その答は、さらにタブーとされる部分に深く迫るしかないでしょう…。






    『覆い隠された自動車』
    
			アメリカ・オハイオ州の片田舎に、スタンリーとスティーブンという双子の兄弟がおりました…。


		


2人はいつも仲が良く物を作り出すのが好きで、おもちゃも自分達で作り出していました…。

やがて1970年代に入るとオイルショックが世界中を襲い、ガソリン代が高騰しかも品切れになるという事態が起ききました…。

それに刺激されたのか1975年、30歳にしてスタンリーは、ある技術を使った自動車の研究に没頭し始めました…。

この研究は一部の人の興味を引いたようで、ある時スタンリーはスティーブンに電話で「800億ドルで研究を売って欲しい」という申し出があったと報告しました…。

でも研究は完成していなかったので、そのオファーは断って研究を続行しました…。

やがて彼の研究に2人のベルギー人億万長者が興味を持ち、資金を提供してくれたので研究は順調に進みました…。

1998年3月、スタンリーの研究はついに実を結び自動車は完成、テレビカメラの前で嬉しそうに走るスタンリーとスティーブンでした…。

突如、2人の乗った自動車は何者かによって銃で撃たれましたが、弾が逸れて彼らは辛うじて助かりました…。

その後スタンリーとスティーブンと2人のベルギー人の4人は、製品の完成を祝ってクランベリージュースの入ったグラスで乾杯をしました…。

ところがスタンリーがジュースを飲むや否や、喉を掻きむしり激しい嘔吐に見舞われました…。

建物の外でスティーブンに抱えられたスタンリーは、「やつらに毒を盛られたよ。」という言葉を残して57歳の生涯を終えました…。

その後、彼の死を調査したコロンバス市警察署は、死因を病死と発表しました…。

[image: ]

こうして27年も掛けて研究した、ある技術は闇に葬り去られたのです…。

果たして彼らの研究は、何故覆い隠されてしまったのでしょうか…?

その答えは…、

→http://www.youtube.com/watch?v=tv23JFqzm_I&fea..

→http://www.youtube.com/watch?v=oZm7t94z2-E

→http://www.youtube.com/watch?v=GFIlXaABU54






    平和組曲[27]『311から見えてくる影の支配者たち』
    ♪～終わりなき全人類の平和を～
～神の助けにより明日に求める～♪





2001年9月11日、ニューヨークにあるGEビル56階のオフィスの窓から、ある一人の老人が遠くの景色を眺めていました…。

その男は、アメリカ合衆国最大の富豪、デヴィッド・ロックフェラーです…。

彼はその瞬間を、今か今かと楽しみにしていました…。

やがて、世界貿易センターの超高層ビルであるツインタワーが爆発炎上し、黒い煙を濛々と上げたのです…。

『911アメリカ同時多発テロ事件』…!

間もなく2つのビルは、彼が見ている前で崩れ去っていきました…。

彼はその様子を、とても嬉しそうに見ていたそうです…。





アメリカ人にとって触れてはいけないタブーは、アメリカ合衆国はアメリカ国民のものでは無いということです…。

たとえ国民の中から誰が大統領に選ばれようとも、ホワイトハウスを動かしているのは大統領自身ではありません…。

実際には影の支配者たちが、コントロールしています…。

アメリカ合衆国を操る、影の支配者たち…。

彼らは、政府をはじめCIA、警察、米軍、金融、マスコミ、産業界に至るまでアメリカ合衆国の実権をすべて牛耳っていると考えられているのですが…、

その中心的存在が、ロックフェラー財閥の一族なのです…。





例えば、アメリカ圏を中心とする石油利権は、すべてロックフェラー財閥らのものです…。

エネルギーや食糧、医療といった人々の生活に欠かせない分野はすべて彼らに支配されています…。

もちろん、原子力産業もそうです…。

実は、ほんの一握りの人間たちがアメリカ圏のあらゆる分野の利権を独占しているのです…。

いや、こうした構造はヨーロッパでも同じです…。

世界の99%は、1%という影の支配者たちが牛耳っているのが事実なのです…。





ここでいう世界の影の支配者たちとは、巨大資本家やエリート連中のことで…、

しかもその多くは、ユダヤ人あるいは白人系ユダヤ人なのです…。

ちなみに、ヨーロッパの中央銀行の筆頭株主はロスチャイルドで、アメリカのFRB(連邦準備制度)の筆頭株主はロスチャイルドとロックフェラーだろうと噂されています…。

「カネを司る者が最も力がある」、これは何世紀も前からユダヤ人が作り上げてきた資本主義社会の最も核心だと思いますが…、

彼らはお札を刷る権利を持ち…、

しかも大きな資本力を使って、何十年も世界経済をコントロールし続けているという訳です…。 





話は、またアメリカ合衆国に戻りますが…、

麻薬の利権もそうです…。

ベトナム戦争は、麻薬の利権を奪うためのアヘン戦争だったのです…。

影の支配者連中の手下のCIAは、今も世界中で麻薬を密売し荒稼ぎしている筈です…。





元CIA長官のブッシュとその息子のブッシュの時代は、影の支配者そのものが大統領になったと言ってもいいでしょう…。

特に『911アメリカ同時多発テロ事件』は、イラクに侵攻するきっかけとなりました…。

あれはどう見ても、中東の石油利権が絡んでいたと思います…。





影の支配者たちにとって最も利益を得ることが出来て、しかも世界を独占し君臨し続ける為に重要なのは…、

やはり、エネルギーです…。

石油の利権を押さえておけば、幾らでもカネ儲けが出来る訳です…。





例えばもしも、日本に原油が手に入らなくなったらどうなるでしょうか…?

資源のない日本は、確実にダメージを受けてしまいますね…。

そこでアメリカにどんな無理難題を押しつけられても、石油を売ってもらえなくなったら困りますから、アメリカつまりロックフェラーを怒らせないように我慢するしかないのです…。

ですから、エネルギーの利権を持つ者は力があるのです…。





ところで、「石油のは間もなく枯渇するだろう」と、何十年も言われ続けていますが…、

実際のところ、枯渇し原油が採掘できなくなった油田って本当にあるんでしょうか…!?

もしかしたら、彼らには原油が高い値段で取引された方が都合がいいから、そんなデマを流しているのではないでしょうか…!?





それなら、高くつく石油に代わるエネルギーはないだろうかと、誰もが思う訳です…。

数多くの発明家たちも、そんな夢を描いて日夜研究に取り組んだことでしょう…。

実は、有ったんです…。





フリーエネルギーが有ったんです…。

「水」です…。

水から水素を取り出して、燃料にする技術がとうの昔に有ったんです…!!

地球上、どこにでも無尽蔵に有る水をエネルギーに出来れば、クリーンでしかもただ同然ですからこれは凄い発明になります…!!





1998年にアメリカのスタンリー&スティーブン兄弟が完成させた自動車、ウォーター・カーもフリーエネルギー技術のひとつでした…。

このクルマは、ガソリンの代わりに水を燃料にしてエンジンを動かすのですから、まさに夢のような発明でした…。

ところが、開発者はあっという間に暗殺されたのです…。

実はフリーエネルギーを発明した者は、何十人と殺されているのです…。





水からエネルギーを取り出せるなら、私たちの生活は、いや人類は…、

1人1人が、豊かで満たされた生活が手に入っていたかも知れないのです…。

こんな予定じゃなかった、本当は来るべき未来があった筈だったという事なのです…。

とっくの昔に、バラ色の21世紀が到来するべきだったのです…。

そうならないのは、やつらや奴らとグルになって世界を独り占めする連中がいるからなのです…。





311東日本大震災も、こうしてみると影の支配者たちの存在が見えてくるようです…。

やはり人工地震と原発へのサイバーテロは、やつらによって立案され、実行されたのではないでしょうか…!?

福島第一原発に、壊れやすい型の古いタイプの原子炉を高い値段で押しつけて…、

それを核爆弾代わりに破壊する…。

助けてやるからカネよこせ、と…?

何て汚いやり方なんでしょうか…!?





カネになるものは、どんな分野も独り占めする欲深い影の支配者連中…。

ただ、やつらが311東日本大震災を仕掛けた動機が、今一つはっきりしないのです…。

何故やったのか、何が目的だったのでしょうか…!?







    平和組曲[28]『311復興の奇想天外な方法あります!!』
    ♪～だが君は嘘をつき～
～きれいごとを云い逃げる事も出来る～♪





例えばの話ですが…、

この日本に於いて突如、石油の代わりとなるモノが見つかったとします…。

もしも石油より遙かに易いコストで済む、代替えエネルギーを取り出す方法が有ったらどうでしょうか…?

そりゃあ、助かりますよね…?

それが石油に代わる燃料となれば、火を焚いたり自動車を動かしたり出来るし、加えて樹脂製品の原料にも可能ならば…、

そりゃあ、もっと助かりますよね…?

しかも、それが原子力のような危険性が無い、全く自然なエネルギーであるなら…、

そりゃあ、大助かりですよね…?

そうなれば、ロックフェラー系企業から原油を買わずに済みますよね…?

彼らに頭下げて原油を買わなくていいんですよ…?





でも、もしそんなモノが本当に見つかったら…、

ヤツらは凄く怒りだすでしょうね…?

でも、「水」から水素を取り出して使う技術はマズイですよ、例のアメリカの兄弟みたいになります…。

石油に代わるエネルギーの発明なんかしたら…、

異常なまでに独占欲が強いアイツらは、常に目を光らせていますから…、

苦労して完成した途端にCIAに狙撃されるか毒を盛られて、あの世行きですよきっと…。





ところが、実は日本には意外なモノが有ったんです…。

石油の代わりとなるモノ…!?

当然、影の支配者たちはそれを横取りしようと狙っています…。





311東日本大震災は、人工地震と原発へのサイバー攻撃によって引き起こされました…。

あれはヤツらが用意周到に準備を進め、そして私たち日本人の生活を混乱に陥れる為に実行されたのです…。

言わば自然災害に見せ掛けた、同時多発テロ事件です…。

しかし、あれだけ大掛かりな作戦を実行するとなると、余程の大きな動機があったとしか思えません…。





何故やったのか、ヤツらの目的は何だったのかは、私には検討がついています…。

やはりその一つは、日本にある石油の代わりとなるモノでしょう…。

影の支配者たちはそれを横取りしたくて仕方無いと思います…。

でも、それについては後日記述します…。





ここでは、別なもう一つ…。

とっても意外なあるモノの話をします…。





それは、『大麻(マリファナ)』です…。

大麻は、本来は日本中で自生してきた自然の植物ですが、この大麻から油が採れるのをご存じでしょうか…!?

そもそも昔から国内では、どこにでもあるこの大麻から様々なモノを作り出してきたのです…。





かつて日本は、大麻から様々なものに有効活用していたのだとか…。

勿論、大麻は繊維の材料となりますから、麻糸も作れますし…。

大麻から採れる良質の油から、機械油を精製していたそうです…。

麻油を燃料にして、自動車も走らせることだって勿論出来ます…。

その麻油から、プラスチック製品を造ることも可能なのです…。

何と、大麻は石油の代わりになるのですね…!!





例えば大麻を大量に栽培すれば、それは立ちどころにバイオ燃料の原料となるわけです…。

しかも自生する力が強いらしいので、天候にも左右されにくく育てやすい植物らしいのです…。

こんなに、大麻って人々にとって有益で実に優れた植物だったのですね…!

茨城のひろさん、どう思いますか…(笑)!?





だったら…、

東日本大震災によって、津波で被害を受けた沿岸部や、人が住めなくなった地域に…、

大麻を大規模栽培すれば、とても良い復興になるのではないでしょうか…!?

東北の農家も喜ぶし、後継者は作れるし…、

石油の代わりに自給自足も出来るし、311復興の奇想天外な方法となる筈です…!!

でも…。





勿論言うまでもなく、日本に於いては…、

大麻は、全ての人の所持も販売も喫煙も「大麻取締法麻薬」として厳しく禁じられています…。

大麻を持っていたり吸ったり、栽培したりしたら即逮捕されます…。

「ダメ。ゼッタイ。」みたいに、世間では大麻は恐ろしい薬物と認識されていますよね…?





ところがドッコイ…、

実は、「大麻を吸っても体には無害」という研究があるのです…!?

それどころか、大麻は病気を治す薬効成分すらあるらしいのです…!?

具体的には、脳性麻痺で筋肉が硬直して上手く喋れない人が大麻を吸ったら筋肉の緊張が解けて、しっかり喋れるようになった例があるそうです…!

ちなみに、アヘン、ヘロイン、コカインなど麻薬の原料となるのはケシ科ですが…、

こちらは服用すると大変な幻覚作用と副作用があるらしく、身を滅ぼす恐ろしいものです…。





大麻(マリファナ)は、植物の分類ではハーブ科なのだそうです…。

確かに、大麻を吸うと気分が良くなるらしいのですが、ハーブだから当たり前ですよね…?

例えばロシアでは大麻は合法ですので、大麻の服用は認められています…。

そう言えば何年か前に、ロシア出身の力士が大麻使用でバッシングされたことがありましたが、本人は何で悪いのかとキョトンとしていましたよね…。

ダメダメッ、日本じゃ大麻は御法度なのッ…!!

何故…!?





【大麻は麻薬なのか】

これまでの科学的な研究報告では、タバコやアルコールと比較して、大麻は危険というデータはありません。

「大麻」や「大麻草」とは植物の名前であり、麻薬(正確には「痲薬」と書く)の呼び名ではありません。
「カンナビノイド」は大麻に含まれる薬効成分であり、麻薬成分ではありません。
戦前の日本では、大麻の成分を抽出した薬が喘息(ぜんそく)やアレルギーに効く漢方薬として市販されていました。

1970年の世界保健機構(WHO)の報告では、大麻を吸う事で奇形の発生、衝動的な行動、激しい習慣性はなく、麻薬につきものの禁断症状なども認められないことが指摘されています。

1994年にアメリカ国立薬物乱用研究所が、麻薬と嗜好品の比較表を発表しています。
大麻はタバコやアルコールと比較して安全なものであるとされています。

2006年には、オランダにおいて大麻草使用者と非大麻草使用者それぞれ10人ずつのMRIを比較する実験を行なったところ、「常習的な大麻草使用者でも、通常は、若者の正常な脳発達の神経毒にはならないと結論できる」、「大麻草使用が単独で脳へダメージを与え、統合性失調症のような神経障害を引き起こすという仮説は誤りであること示唆している」との研究結果が紹介されるに至っております。

そして、大麻の抽出物を成分とする医薬品「サティベックス」が多発性硬化症という中枢神経系疾患の治療薬としてイギリスで承認され、2010年6月21日から販売が開始されました。
サティベックは現在、米国でがん患者向けの治験の段階にあり、約2年後には米食品医薬品局(FDA)の承認が得られる可能性があるとされています。

(『大麻草検証委員会(大麻を正しく考える国民会議)』より)





大麻のことを調べてみたても、これの一体どこが危険なのかサッパリ判らないのです…。

大麻より、タバコやお酒の方がよっぽど体に悪そうです…(笑)。

では、どうして日本は大麻を禁止したのか…!?





それは、戦後GHQからの「押し付け」だったというのが真相のようです…。

「大麻は危険植物である、まかりならん」といった具合にです…。

考えてみれば、「油が採れる大麻は気に入らない」と、ロックフェラー系企業によってツブされたんでしょうね…。

大麻所持の芸能人をこれ見よがしに逮捕して…、

「大麻は悪である」と嘘っぱちのキャンペーン張ってきたのでしょう…。





【大麻は石油に代わる天然資源です】

1948年、GHQの占領政策によって大麻取締法が制定されました。
GHQの狙いは麻の産業を抑制し、日本を石油製品のマーケットにするためでした。
それ以降、日本では大麻を利用することが大幅に制限されています。

戦前までの日本には、大麻を「おおあさ・さま」などと呼んで、「衣」「食」「住」「医療」など多岐にわたって利用する文化がありました。

大麻はハーブや食品として活用できるほか、大麻の油は空気を汚さない車の燃料にもなり、繊維は耐久性の高い紙や衣類になり、クリーンな建材や、土に還元するバイオプラスチックの原料にもなります。

循環型社会を形成するために大麻の利用価値は極めて高く、生態系にやさしい生活用品をつくることが可能です。

そして、これらの製品の原材料になる大麻という植物は成長が非常に早く、南極、北極、グリーンランドを除く世界のほとんどの地域で栽培することが可能なため、無尽蔵な資源であると言えます。

大麻は、現代社会が抱えている様々な問題を解決する可能性を秘めているのです。

(『大麻草検証委員会(大麻を正しく考える国民会議)』より)





何回も書きますが、「大麻を吸っても体には無害」です…。

私たち日本人は騙されています…。

もうそろそろ、ウソつき白人のこんな茶番に付き合うの止めようよ…。





そう言えば、七味唐辛子に大麻の種が入っているけど、うどんに掛けて食べても逮捕されないよね…(笑)。






    平和組曲[29]『311からアメリカ人に踏み込まれた官邸』
    ♪～「俺はただの労働者」～
～「小さな夢をこわさないでくれ」～♪





今年3月、私たちの国の主権が奪われるような、屈辱的な出来事が起こりました…。

福島第一原発の事故の直後から…、

何と、首相官邸にアメリカの政府高官が隠密で常駐していたというのです…。

それはまるで、敗戦後のアメリカ占領下を彷彿させます…。





【菅官邸を牛耳る「オバマGHQ」の密使〝大新聞に政策を作らせ、権力維持の為に国家主権まで投げ捨てる〟】

～怒りの追及～

焼け野原からの戦後復興に大震災の復興計画を重ね合わせる菅直人・首相は、屈辱の歴史までも真似ようとするのか。
GHQ(連合国軍総司令部)に主権を奪われ、自主憲法さえ作れなかったあの時代は、65年が過ぎた今でも、この国の在り方に大きな禍根を残している。
だが、菅政権はこの震災対応の中、国の主権を米国に売り払うことで、自らの権力を守り切ろうとしている。





◆「アドバイザー」の本当の任務

この国の政府は震災発生以来、「第2の進駐」を受けている。
首相官邸ではそれを如実に物語る光景が繰り広げられていた。

菅首相や枝野幸男・官房長官、各首相補佐官らの執務室が並ぶ官邸の4、5階は記者の立ち入りが禁止されているが、そこでは細野豪志・首相補佐官、福山哲郎・官房副長官らがある部屋に頻繁に出入りしていた。
部屋の主は、米国政府から派遣された「アドバイザー」で、名前も身分も一切明らかにされていない。

官邸の事務方スタッフは、その素性と役割についてこう説明する。
「その人物は米原子力規制委員会(NRC)のスタッフとされ、官邸に専用の部屋が与えられ、細野補佐官とともに原発事故対応の日米連絡調整会議の立ち上げ作業にあたった。
常駐していたのは原発対応のために横田基地で待機していた米海兵隊の特殊兵器対処部隊(CBIRF)が帰国した4月20日頃までだが、その後も官邸に顔を出している。
福島第一原発の水素爆発を防ぐために実行された窒素封入や、格納容器の水棺作戦などは、そのアドバイザーとの協議を経て方針が決められた」

原発事故対策統合本部長を務める菅首相に代わって、〝決裁権〟を握っていたというのだ。
官邸へのアドバイザー派遣は、菅政権の原発事故発生直後にオハマ政権が強く要求したものだった。
当初、菅首相や枝野長官は難色を示したが、ルース駐日大使は福島第一原発から80km圏内に居住する米国人に避難勧告を出し、横田基地から政府チャーター機で米国人を避難させるなどして、〝受け入れなければ日本を見捨てる〟と暗に圧力をかけた。

菅首相は3月19日、ルース大使との会談で要求を呑んだとされる。
外国の政府関係者を官邸に入れてその指示を受けるなど、国家の主権を放棄したも同然であり、GHQ占領下と変わらない。

しかも、その人物は「ただの原子力の専門家」ではなかったと見られている。
米国は寮災直後にNRCの専門家約30人を日本に派遣して政府と東電の対策統合本部に送り込み、大使館内にもタスクフォースを設置した。
3月22日に発足した日米連絡調整会議(非公開)にはルース大使やNRCのヤツコ委員長といった大物が出席し、その下に「放射性物質遮蔽」「核燃料棒処理」「原発廃炉」「医療・生活支援」の4チームを編成して専門家が具体的な対応策を練っている。

「原発事故対応のスペシャリスト」だというなら、統合対策本部や連絡調整会議に参加する方が、情報収集という意味でも効率的な働きができるはずだ。
にもかかわらず、その後1か月間も官邸に常駐する必要があったのは、原発対応以外の「特別の任務」を帯びていたからだろう。

菅政権は米国の指導の下、国会では震災復興より米国への〝貢ぎ物〟を優先させた。
3月末に年間1,880億円の在日米軍への思いやり予算を5年間にわたって負担する「在日米軍駐留経費負担特別協定」を国会承認し、4月28日には、日本政策金融公庫の国際部門である国際協力銀行（JBIC）を独立させる法案を成立させた。

JBICは米軍のグアム移転費用を低利融資する窓口になっているが、法改正によってこれまでは途上国向けに限られていたインフラ輸出への融資を拡大し、先進国も対象にできることになった。

「菅政権は米国への新幹線輸出を進めているが、JBIC独立により、その資金を日本が拠出できることになる。
アメリカも満足だろう」（経産省幹部）

(2011/5/20『週間ポスト』より)





この記事を読むと、本当にガッカリしますね…。

首相官邸に乗り込んできたのは米国政府から派遣された、IAEA副事務総長を務めるデイヴィッド・ウォーラーという人物らしいです…。

このアメリカ人ら数人が、3月17日からずっと首相官邸に潜んでいて…、

菅直人首相や枝野幸男、官房長官その他の大臣たちに直接指図を与えて、それで福島第一原発の事故と放射能漏れの処理と対応に当たっていたのです…。





政府内部では「日米連携チームの会議」と呼ばれていたそうですが、実際にはアメリカ政府直轄での事故処理…、

「こうしろ、ああしろ」と、デイヴィッド・ウォーラーらはIAEAの肩書きを武器に、日本の首相をアゴで使っては指図していたのです…。

そう言えばあの頃、「放射能汚染水を海に流したのは、アメリカから命令されたから」と、平田オリザ内閣官房参与がうっかり発言して、直ぐに撤回したことがありましたが…。

日本政府は、アメリカに命令されるがままだったのでしょうか、実に情けないですね…!?





デイヴィッド・ウォーラーは表向きはIAEAの原発事故のアドバイザーですが、事実上は米国政府による日本政府の支配ですよ、これは…。

勿論アメリカへの手土産は、たっぷりのカネです…。





政府官邸以外にも、東電本社や、福島第二原発といった場所にも…、

化学や核の専門家など、様々なアメリカ人が沢山踏み込みました…。

原発のプロ、NRCの専門家も約30人も派遣されたのですが…。

彼らは、1979年のスリーマイル島の原発事故の時に対応した、GEの技術者たちです…。

この人たちが福島第一原発に使用されているタイプの格納容器や炉心の設計技師なので、複雑な配管の構造も全て知っているのですが…、

もう70～80歳の爺さんたちなんですって、やっぱり暇だったのかな…!?

それにしても、何だか準備が良すぎ手回しが良すぎますね…。

まるで、前もって原発事故が起こるのを待っていたかのようですね…!?





◆「政治犯罪」を追及しない大新聞

連合軍統治下に日本が置かれていた時代、GHQは新聞の検閲を徹底し、やがて検閲を逃れるためにメディア側は自主規制をエスカレートさせてGHQの統治政策を礼賛する記事を乱発した。

今、同じ空気が充満している。
大手各紙は米軍の「トモダチ作戦」を称賛する報道に続いて、読売は社説(5月1日付)で、(米軍普天間飛行場の移設問題など日米の懸案の解決に向けて努力することを忘れてはなるまい)と、〝トモダチにお礼せよ〟と迎合してみせた。

外国人が官邸に常駐するという、国家主権が脅かされている深刻な事態も、大メディアは報じようとしない。

一方で、新聞・テレビは国民のための権力監視という役割をかなぐり捨てた。
本誌が前号でスクープした「菅官邸が隠した『被曝データ6,500枚』」で報じた問題では、政敵の責任逃れに手を貸している。

政府は震災発生当日から、「緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム」(SPEEDI)で福島第一原発からの放射性物質の拡散予測を6,500枚も試算していたが、国民に公表せずに隠蔽した。

本誌発売日の4月25日、細野補佐官は緊急会見を開いてSPEEDIの予測を毎首国民に開示することを表明した。
しかも、それまで非公表にしてきたのは、パニックを心配して公表しなかった」(5月2日の会見)と、故意に隠していたことまで認めざるを得なくなった。

内閣官房参与を辞任した放射線の専門家、小佐古敏荘・東大大学院教授が最も問題視したのも、このSPEEDIの予測が公表されていないことだった。

ところが、大メディアはSPEEDI情報隠しを追及しないばかりか、5月2日に予定されていた小佐古教授の会見が不可解な形で中止になったことも批判しない。

SPEEDI問題の調査を行なっている衆院科学技術・イノベーション推進特別委員長の川内博史・代議士が憤る。
「SPEEDI情報を公表することは法令で定められている。
政府が法令に違反して故意に隠したことで住民に無用な被曝をさせ、健康被害を与えたとすれば、重大な政治犯罪になるのではないか。
徹底的に政府の責任を検証するのがメディアの責務のはずです」

もうひとつある。
本誌が前々号(4月29日号)で指摘した、夏の竃力不足が起きるという政府の「偽装キャンペーン」である。
本誌は夏の電力不足は原発再開のために政府が演出する「偽装停電」だと指摘し、東京電力が電力供給能力を十分に保有していることを報じた。
実際、東電側も本題指摘通り供給量を上方修正したが、大メディアは今も政府と一緒になって「官民あげて節電に取り組もう」と宣伝している。
あくまで原発政策を従来通りに進める片棒を担いでいるのだ。

(2011/5/20『週間ポスト』より)





私たちの国の主権が奪われる、屈辱的な出来事だったのに…。

日本政府も酷いけど…、

マスゴミも酷い…。

まんまと、アメリカに都合が良いような報道しかしなくなったマスゴミ…。

それはまるで、敗戦後のアメリカ占領下を彷彿させます…。






    平和組曲[30]『311で押し売りされたトモダチ作戦』
    ♪～「仕事も給料もまあまあ」～
～「俺はこれで結構」～♪





3月11日に発生した東日本大震災…。

私の住む宮城県は、沿岸部を襲った大津波によって壊滅的な被害を受けました…。

仙台空港は当初、全ての滑走路が流れてきた瓦礫に覆われてしまい、空港としての機能を一時失ったのですが…、

空の玄関口として復活させるべく、いち早く瓦礫を撤去してくれたのが、救援に駆け付けた米軍でした…。

いわゆる『トモダチ作戦』です…。

あなた方のお陰で、仙台空港に物資を積んだ航空機が間もなく離発着出来るようになりました…!





米軍による『トモダチ作戦』とは…。

東日本大震災に対する支援を、米軍は『Operation Tomodachi(トモダチ作戦)』と銘打ちました…。

その態勢は、陸、海、空、海兵隊の4軍で約1万6,000人、航空機113機、原子力空母ロナルド・レーガンを含む、艦船12隻という大規模なもので…、

活動内容は、救難・救援活動や被災地への物資輸送、福島第1原発の事故対応など多岐に渡って繰り広げられました…。

しかし、米軍は単独で活動した訳ではありません…。

東京と被災地の仙台市に日米共同調整所を設置、自衛隊と米軍が連携して行動したのです…。





『トモダチ作戦』は、私の目にもしっかりと焼き付いています…。

例えば、私が避難していた石巻市の小学校の窓から見た米軍のヘリ救助活動…。

夜になると、米軍のヘリが暗闇の中から何機も飛んで来て、冠水して自宅から逃げられない取り残された人々を吊り上げる救助を、連日毎晩のように行っていました…。

あるいは、米軍の兵士たちが手分けして、遺体を捜索してくれたり、津波で流された学校や駅舎の泥を掻き出したり…、

当初は違和感を覚えた米軍でしたが、兵士たちが懸命に手助けしている姿を見るにつれ、私は次第に有り難いと思うようになりました…。

あなた方アメリカ人が、私たち日本人を助けている…!





やがて石巻市の街の中を、見たこともない巨大な米軍のトレーラーが何台も行き交う光景が普通になっていきました…。

ヘルメットやアーミー服姿の米軍兵士らが、私たちの街の中に居るという日常風景…。

かつて、進駐軍がひしめいていた日本…。

焼け野原となった終戦後の風景も、こんなカンジだったのでしょうか…!?

あなた方に、思わず「ギブ・ミー・チョコレート」と声を掛けたくなりました…!





【「ありがとう、アメリカ」大震災後、日本人の米国に対する好感度が劇的に向上】

米非営利調査機関ピュー・リサーチ・センターが発表した世論調査によると、東日本大震災後、日本人の米国に対する好感度が劇的に向上した。
米軍による昼夜問わずの救援活動が要因という。

米国に対して好感を持っているとの回答は85％と、沖縄の米軍基地移設問題で日米関係が悪化していた1年前の66％から大幅に増加、欧州連合(EU)をしのいでトップになった。

米国は震災後、大規模な救援活動『トモダチ作戦』を実施。
遺体の収容、仙台空港の復旧、救援物資の運搬などに尽力した。
調査では、半数を超える回答者が、米国は「多大な」支援をしてくれたと回答した。

(2011/ 6/3『atmc-Tokyo.com』より)





「サンキュー、サンキュー」アメリカの兵士さん…!

スコップ片手に、汗水垂らし泥まみれになって頑張ってくれてありがとう…!

あなた方がしてくれたことを、私は決して忘れませんよ…!

でも、ボスの命令だからやったんでしょ…!?





【「憲法記念日：護憲を語る」講演会」】

憲法学専門の水島朝穂・早稲田大学法学学術院教授は、4月27～30日東日本大震災で被災した東北3県を視察。
現地で取材した自衛隊の支援活動を評価する一方、メディアなどが米軍の『トモダチ作戦』を評価することに異論を述べた。

水島教授は、憲法9条の規定で「日本は集団的自衛権を行使できない」と強調。
「米軍は遺体捜索と同時に上陸作戦の演習をやったのではないか。
『トモダチ作戦』を「日米同盟の深化」などと言うと「次は自衛隊が米軍を助ける番だ」との議論が出てくる」と訴えた。

(2011/05/04『毎日新聞』より)





あなた方は、ハイチ共和国大地震の時は、スコップの代わりに銃を握ってたんでしたよね…!?

あなた方は、ハイチの人々を助けるふりして、どさくさに紛れて天然資源を横取りしたらしいですよね…!?

今では、ハイチの石油利権はロックフェラー系グループの支配となりましたね…!?





黒人の住む貧乏な南の島、ハイチ共和国…。

この国に石油が見つかったことで、ハイチの人々に悲劇が起こりました…。

何故かハイチで、突然エイズが大流行したのです…。

そこに追い打ちを掛けたのが、2010年のマグニチュード7.0の巨大地震…。

数多くの建物が倒壊、大勢の死者が出たのです…。

ハイチ救助を名目に真っ先に踏み込んだのは、アメリカの大量の兵士達でした…。

さらに追い打ちを掛けたのがコレラの大流行…。

結局、33万人を超えるハイチの人々が亡くなったのだそうです…。

こうしてハイチの石油利権は、まんまとアメリカに奪い取られたのです…!





ベネズエラのチャベス大統領いわく、このハイチの悲劇はアメリカが仕掛けた人工地震による陰謀なのだそうです…!

ですから、東日本大震災もアメリカによって仕掛けられた同時多発テロではないかと疑う訳なのです…!

自分たちで災害を仕掛けておきながら、善人面して救助に当たる…。

この話、どこかで聞いたことがありますね…?





漫画家浦沢直樹氏のヒット作、映画にもなった「20世紀少年」に今回と似たようなストーリーがあります…。

作品中に登場する名称が、奇しくも「ともだち」という教団…!?

その連中が、自ら大掛かりなテロを仕掛けておきながら、人々を救う救世主になってまんまと最高権力者となるという話なのです…。

火を付けた張本人が消火活動をする、いわゆる「マッチポンプ」という訳ですね…。

まさか、東日本大震災も、やはりアメリカによる自作自演の「マッチポンプ」だったのでしょうか…!?





そう言えば、空母ロナルド・レーガンら艦隊の到着が不自然らしいのです…。

地球の裏側に居る筈の艦隊が、日本にアッという間に来ちゃった…!?

何故か、空母ロナルド・レーガンを含む艦船12隻が、3月13日には宮城県沖に到着しちゃったのです…。

空母ロナルド・レーガンが、たまたま日本の近海に居たということはあるかも知れませんが、所属の異なる残りの艦船まで偶然近くに居たのは絶対にヘンだと云われています…。





米海軍に詳しいある方によると…、

空母ロナルド・レーガンが帯同する艦船には、予め強襲揚陸艦エセックス、 ドック型揚陸艦トーテュガ、ハーパーズ・フェリー、ジャーマンタウンといった救援活動にいかにもピッタリの艦船が含まれていたそうで…、

そのうちブルーリッジ、エセックス、トーテュガにらは、空母ロナルド・レーガンとは別の第7艦隊所属なのだそうです…。

コリャ、どうも準備がよすぎる…。

予め大地震の発生を知っていた、押し売り作戦としか思えませんね…!?

「サンキュー、サンキュー」アメリカの兵士さん…!?





マスゴミは、空母ロナルド・レーガンが来たのは自衛隊のヘリコプターのための洋上給油の為に来たみたいなことを言っていたらしいが…、

そんな訳ないじゃん…。

あの中国でさえビビるアメリカが誇る世界一の原子力空母は、一国を滅ぼす能力があるらしいですよ…!?





最終的に、『トモダチ作戦』米軍による支援活動は4月30日まで行われましたが…、

発表によれば…、

今後5年間に渡って、年間1,880億円をアメリカに支払うことを決めたようです…。

いわゆる「在日米軍への思いやり予算」ってヤツですね…。

アメリカに『トモダチ作戦』の費用を、〝貢ぎ物〟でお返しすることになったのです…。

やれやれ、『トモダチ作戦』は、かなりお高くついたようですなぁ…。





とっても不可解な 『トモダチ作戦』…。

では、その本当の目的は何なのか…!?

あの頃は、日本がTPPに参加を表明していなかったから、単なる嫌がらせ…!?

ハイチの大地震の時は、石油利権を奪うのが目的だったとすれば…、

考えられるのは、アレですね…!?





「サンキュー、サンキュー」アメリカの兵士さん…!?

あなた方にされたことを、私は一生忘れませんよ…!?






    『神様が与えてくれたプレゼント』
    
			これに手を付けようとすると…、



		
命を狙われる…!
とまで云われていました…。
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質も量も世界一…。
それは、きっと…、
地震国ニッポンに…、
『神様が与えてくれたプレゼント』

→http://www.youtube.com/watch?v=baNZLOgvFTA

→http://www.youtube.com/watch?v=F2BASaq9jUA

→http://www.youtube.com/watch?v=Ja79a1TXWGU&fea..






    平和組曲[31]『311は日本の天然資源を奪う為の付箋だったのか』
    ♪～「ニュースを読み税金を払い」～
～「あんたにゃ関係ない」～♪





先日のことですが、仰天ニュースが日本に飛び込んできました…。

ロシアのプーチン首相が語ったところによると…、

何と、日本の北方領土にトンネルを掘って、ロシアから鉄道を敷く計画を検討しているというのです…!?





【モスクワ時事】

ロシアのプーチン首相は15日、大統領選を控えて国民と行ったテレビ会見で、極東のタタール海峡(間宮海峡)に架橋して本土からサハリンへ鉄道を通す計画に関し「（サハリンから)日本までトンネルを建設することも可能で、われわれは検討中だ」と語った。
サハリンへの架橋は経済面で「重要な計画」と指摘。その上で、計画は「シベリア鉄道を日本の貨物で満載することにつながる」と期待感を示し、日ロ間をトンネルでつなげる構想に言及した。
ただ、外交筋は「日ロ政府間で検討している事実はない」としている。　

(2011/12/16『yahooヘッドラインニュース』より)





そう言えば、1年前にはメドベージェフ大統領がロシアの首脳として初めて(旧ソ連としても初めて)が北方領土の国後島を訪問したことがありましたよね…!?

これらのロシアの一連の動きをみて、私は直ぐにピンときました…。

韓国が竹島を返そうとしないのも、中国が尖閣諸島にこだわるのも、ロシアと全く同じ理由だからです…。

実は…、

彼らはまず間違いなく…、

日本海に埋蔵する『メタンハイドレート』を狙っているのです…!!





さて、『メタンハイドレート』とは一体何んでしょうか…!?





【日本が資源大国になる!? メタンハイドレートに3つの追い風】

夢の国産資源として関心が高まっているメタンハイドレートが、実用化に向け着実に前進している。

メタンハイドレートとは、「燃える氷」とも言われ、天然ガスの主成分であるメタンが、高圧・低温の海底下や凍土下でシャーベット状に固まったもの。

1990年代には日本の領海内に、日本で消費される天然ガスの約90年分に相当する埋蔵量があるとの研究報告も発表され、「日本資源大国論」が盛り上がることもあった。
だが、それは遥か彼方の深海の世界。
数年前までは科学的な研究対象でしかなく、メタンハイドレートの採掘や商業利用は夢の領域だった。

しかし、ここへきてメタンハイドレートを見直す気運と期待が急速に高まってきた。
背景にあるのは、経済環境の変化、豊富な資源量、技術の進歩の3点に集約される。

まず、ここ数年来の資源の逼迫、世界中で起こった資源ナショナリズムへの高まりが、国産資源の夢を現実に変える後押し材料となった。

日本近海に想像以上の資源が眠っていたことの再認識も、夢の実現度を高めた。
2007年に経済産業省が東部南海トラフ海域(静岡県～和歌山県沖)を本格調査したところ、日本の天然ガス消費量の14年分(東京ガスの販売量の約40年分)にあたる約1.1兆立方メートルの埋蔵量が確認された。
採掘しやすい濃集帯に限っても同7年分はあると見られている。
「日本近海の一部を調査しただけなのに、こんなにも良質な資源があったことに改めて驚いた」(研究者)という。

そして、ここへ来て技術面でも“吉報”が相次いでいる。昨年カナダで行なわれた実証実験では、従来の石油・天然ガス採掘技術の応用である「減圧法」による採取に成功。
3月上旬にはロシアのバイカル湖で清水建設が、北見工業大学やロシアの研究機関と共同で、湖底(水深400メートル)の表層面から連続回収する実験に成功するなど、実用化へ向けて着々と開発が進んでいる。

こうした実績を基に昨年、国は2018年度をメドにメタンハイドレートの実用化技術を確立し、2019年からは商業生産を開始する方針を打ち出した。

メタンハイドレート採掘に携わる技術者は「10年前には雲をつかむような話だったが、今では実現可能な目標だと考えている」と語るが、こうした「手ごたえ」を関係者全体で共有しつつあるのだ。

もちろん、メタンハイドレートの実用・商業化を狙っているのは日本だけではない。
じつは、日本が火を着けたかっこうで、メタンハイドレートに関する開発が世界で始まっている。…

(2009/3/19『Exciteニュース』より)





私たちの日本は、資源が無い国であると言い聞かされてきました…。

勿論、ほんの僅かに採れる石油や天然ガスを除いては、資源が殆ど無いのです…。

だから、アメリカから石油を買っていました…。

ところが、そんな常識が覆される時がやって来たのです…!!





石油・石炭・天然ガスに次ぐ第4のエネルギーと云われる、『メタンハイドレート』…。


この凍ったメタンの塊が、ここ十数年に世界中で脚光を浴び出したのです…。

『メタンハイドレート』が埋蔵されているのは高圧・低温の限られた条件の海底で…、

面白いことに、石油が採れる中東には全く無くて、海底のプレートの重なり合う様な場所に見つかるらしいのです…。





調査が明らかになるにつれ、何と…!!

我が日本には、『メタンハイドレート』が相当有ることが明らかになってきたのです…!!

その量は、何と日本で消費される天然ガスの約90年分に相当する埋蔵量がある…!!

現時点で確認されただけでも、太平洋側・日本海側を合わせて、『メタンハイドレート』が埋蔵する量も、さらに質も世界一ということが判明したのです…!!





日本は、世界一の資源大国だったのです…!!

それは、きっと…、

地震国ニッポンに、神様が与えてくれたプレゼントかも知れませんね…!!





当初、海底にある『メタンハイドレート』を採掘して実用化するのは難しいと云われていましたが…、

熱心な研究者らの手によって、困難とされる実用化技術を少しづつクリア…。

現時点では、『メタンハイドレート』を取り出す日本の技術は優れており、世界をリードしているのだそうです…。





それから、『メタンハイドレート』の調査を進めた太平洋側は海底の深いところで泥の分子と混ざって取り出しづらい状態なのですが…、

まだ調査が本格的に進んでいない日本海側では…、

海底の浅い場所に『メタンハイドレート』の塊が、ゴロゴロしているらしく…、

太平洋側より遙かに採掘しやすい上に、まだ見つかってない埋蔵量も想像以上有るのではないかと大いに期待が掛かっているのです…。





『メタンハイドレート』を使えば、ただ同然で採れるわけですから、大幅にコストが掛からなくて済みます…。

危険な原子力発電も必要なくなります…。

『メタンハイドレート』を安く、アジアの国々に分けてあげることも出来ます…。

また、『メタンハイドレート』を取り出す日本の技術を海外に輸出することだって出来ます…!!





しかし…、

『メタンハイドレート』の実用化が、思うように前に進まない最大の理由は…、

それは、海外に依存する石油や液化天然ガスの既得権益が絡んでいる為で…、

嫌がらせや妨害のようなものに遭って、研究開発が阻まれていたらしいのです…。

それに、虎視眈々と狙っているロシア、中国、韓国の国々…。





勿論、アメリカも日本の『メタンハイドレート』を横取りしようと考えるのは陽を見るより明らかです…。

特に、大国の寄生虫ロックフェラー一族が、日本の海底に世界一の埋蔵量の天然資源が見つかったのを黙っている筈がありません…。

当然ながら、ペンタゴンに命令を下したことでしょう…。





私は、311東日本大震災が、アメリカによる自然災害に見せ掛けた同時多発テロだと思っていますが…、

その目的の一つに、日本の『メタンハイドレート』の利権が係わっていたのではないでしょうか…。

恐らく、ヤツらは人工地震や原発にサイバー攻撃で事故を起こして…、

日本政府を脅し…、

お前らの『メタンハイドレート』の権利を、ロックフェラー系メジャー石油資本によこせ…!!

さもなくば、またブッ壊すぞ、と…。





以下は、ご夫妻で『メタンハイドレート』に携わる、独立総合研究所の代表青山繁春氏の情報です…。





【日本は世界一の資源大国（メタンハイドレート）】 

青山繁春氏は、元共同通信社記者で現在は独立総合研究所(独研)の代表取締役ですが、メタンハイドレート(メタハイ)研究の第一人者です。
メタハイは天然ガスの主成分であるメタンの分子と水の分子が結合し、シャーベット状になって海底に埋蔵されています。
早い国では5年後には実用化されると言われています。

メタハイはプレートが海底に潜り込む所で作られるので、地震大国の日本の近海に良質なものが大量に存在しています。
米、中、韓、露、独、英、仏、印、加のエネルギー機関の政府当局者は、既に日本を『隠れた資源大国』と呼んでいます。
今まで日本政府は10年間で500億円の予算を使い、日本近海の太平洋(南海トラフ)を研究開発してきましたが、海底の下に埋蔵されているために実用化に至っていません。

ところがロシアのタンカー、ナホトカ号が隠岐島沖で沈没したとき(1997年)に、独研が政府から、タンカーから流失して海中に沈んだ重油の探査を依頼されました。
独研は魚群探知機で調べたのですが、そのとき偶然最大3千ｍ級のメタハイの柱をいくつも発見しました。

そこでその情報を東京大学のエネルギー関係の教授のところへ持ち込んだのですが、まったく相手にされませんでした。
それは教授たちが皆石油利権に癒着するしており、メタハイが実用化されればその既得権を失うからでした。
しかし、松本了教授ただひとりだけが共同で研究をすることを引き受けています。

さっそく政府に働きかけ予算を獲得しようとしたのですが、認められたのはわずかに1,000万円でした。
しかし、それも教授達の悪辣な横やりが入り300万円にまで減額されてしまいました。
ちなみに調査船の１日の費用は人件費も含めて300万円かかります。
如何に彼らが既得権を失うことを恐れているかが判ります。

日本海はメタハイの宝庫です。
それで韓国は日本海ではなく「東海」と言う名前にしろと言ったり、竹島を絶対に返そうとはしません。
中国が尖閣諸島にこだわるのも、石油や天然ガスよりもこのメタハイがあるからです。

青山氏が政府機関や石油会社に働きかけると、
「日本は敗戦国であるので、戦勝国が供給してくれる石油や天然ガスを買わなくてはいけない。」
「日本は永久に資源小国のままで、自主資源を採ってはいけない。」
「命にかかわる。」という返事しか帰ってきません。

このように既得権者たちは、何としてもメタハイの開発を阻止して、自分たちの利益を守ろうとしています。
冒頭の『隠れた資源大国』と言うのも、日本が埋蔵量世界一であると同時に、
政府企業関係者が国民に「隠している」という意味も含んでいます。

(2010/02/02『六次元ドットコム』より)








    『お宝を横取りされる!!』
    
			せっかく…、



		
神様が与えてくれたプレゼントなのに…、
『お宝を横取りされる!!』
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ニッポンに眠る、このお宝を…、
政権維持の為に…、
腹黒いヤツらに屈して…、
渡すなんて絶対あってはなりません…!!!!!!!!!

2011/7/27→http://www.youtube.com/watch?v=zG-ku7bXH6Y

2011/10/19→http://www.youtube.com/watch?v=2HB_qf_M30I







    【速報】青い目のサムライが斬る!!
    
			どうして日本が、こんな国になってしまったのか…?



		
どうして日本が、こんな状況になってしまったのか…?

誰のせいなのか…?

彼は、こうした全ての疑問に答えてくれています…。





311東日本大震災の真相を知って下さい…。

これは戦争行為です…。

今、日本は既に占領下にあるも同然です…。

そして世界の人口を削減するための恐ろしいシナリオが…、

ますます進行していきます…。

日本政府もマスゴミも、完全にヤツらの言いなりになっています…。

このままでは日本は本当にダメになってしまいます…。





この内容を信じるか、信じないか、最終的に判断するのは自分自身であることは言うまでもないことです…。

しかし、彼の言葉にじっくり耳を傾けてみて下さい…。

この動画が消去される前に早く観て下さい…。

この情報を、なるべく多くの方に知って貰いたいと私は思います…。





→http://www.youtube.com/watch?v=t3e8wyQzZ9o&fea..






    平和組曲[32]『311から見えてくる国際的な資源争奪戦』
    ♪～「邪魔しないでくれ」～
～「ほっていてくれ」～♪





【実情を知ると「命に関わる」!?　メタンハイドレート開発】

「震災から5か月、今、福島原発の現場はどうなっているのか?」という討論会が行われ、独立総合研究所社長の青山繁晴氏らが来場者の質問に答えた。

原子力発電に代わる次世代エネルギーとして期待されているもののひとつに、「燃える氷」といわれるメタンハイドレートがある。
青山氏によると、日本近海にはメタンハイドレートが埋蔵されており、低コストでの採掘が可能になれば、日本は世界有数のエネルギー資源国になり得ると言う。
だが、政府は日本海側のメタンハイドレート採掘に決して予算を出そうとしなかったと言う。
なぜ採掘しないのか。
自民党政権時代、青山氏が当時の資源エネルギー庁長官や石油会社の所長に尋ねたところ、「命に関わりますよ」という答えが返ってきたという。

「日本が敗戦国で輸入国であることによって世界の秩序ができているのだから、それを壊すことはできない。
500億円を開発に注ぎ込んだ太平洋側からも、(メタンハイドレートがあるのは確実なのに）何も出てこなかった。
（そのことが）国会で一度も追及されたことはないし、メディアに書かれたこともない。
これが日本なんですよ。
『資源がない国』でなければならない、『敗戦国』でなければならない。
『あなたのようにそれを変えようとすると大変なことが起きますよ』と言われた」

この事実を知った時、「初めて日本の根っこにぶつかった気がした」と青山氏は話す。

さらに青山氏は、先日イギリスで開催された国際ガス・ハイドレート学会において、韓国が竹島の南にあるメタンハイドレートについて研究発表をした際、発表者は日本海を「東海」と称したうえで、「2014年に東海のメタンハイドレートを実用化すると発表した」と語った。
そして、その研究の資金はIHO(国際水路機関)で「国際的な表記は『日本海』である」と発表したばかりのアメリカ政府が出しているといい、

「竹島問題はメンツの問題じゃない。
実は世界の資源の争いと直結している」

と、韓国とアメリカによる日本海のメタンハイドレート開発が既成事実化しつつあることに警鐘を鳴らした。

(2011/8/11『[ニコニコ生放送]討論会』より)





日本近海に見つかった、ニッポンのお宝『メタンハイドレート』…!!

その天然資源を活用すれば、直ぐにでも自前でエネルギーが賄えるどころか、海外に輸出可能なほどにの量がザックザクと海底に眠っているのに…、

『資源がない国』のままの方が都合が良い連中のせいで、お蔵入りにすらなりかねないという現状のようです…。

それはきっと、他国から原油を購入することを前提としたエネルギー政策に成り立っているから…、

そこにぶら下がっている者たちには、既存の構造を壊されたら困るからでしょうが…、

非常に腹立たしいことですね…!?

『メタンハイドレート』の埋蔵量をどう見積もっても、日本は世界一の資源大国となるのにも関わらずですよ…!?





さらにもっと腹が立つのは、アメリカ…!!

日本海の『メタンハイドレート』を奪う手段の一つに、韓国を利用しているフシがあるというのです…!?

アメリカは韓国を使って日本のお宝を狙っている、という動きがあるのです…。





さらにもっともっと腹が立つのが、野田首相…!!

311東日本大震災以来、アメリカの言うなりの民主党政権は…、

『メタンハイドレート』の利権を、アメリカに半分やるんじゃないかと云われてるというじゃないですか…!?

野田首相の馬鹿野郎ですよ…!!!!!!!!!

非常に腹が立ちます…!!!!!!!!!

何で日本は、そんなにアメリカの言うなりなんですか…!?

そこまでして政権を維持したいのですか…!?

CIAの報復が恐いからですか…!?





『敗戦国』は、「勝手なことをするな」ってことですか…!?

「お前ら黄色いサルは、与えられたエサだけ食ってろ」ってことですか…!?

「良いもの見つけたら、コッチによこせ」ってことですか…!?

まるでカツアゲじゃないですか…!?

アメリカから見れば日本は、お金を持ってるとっても良い『トモダチ』なのです…。

日本政府を脅して脅して、欲しいだけカネを搾り取る…。

次は、日本にある天然資源を横取りしようとしている訳です…。





しかし、そんな強引でわがままななアメリカも…、

実は影でマフィアどもに乗っ取られている狂った大国なのです…。

この世界の影の支配者たちは、力のある国に癒着し、あらゆる分野を独り占めし、いつの間にか政府をコントロールしていきます…。

アメリカも、そんなヤツらの手に落ちてしまった悲劇の国なのです…。

米軍という世界一の軍事力と、CIAという世界一の諜報機関を使って、アジアや中東をはじめとする他の国を植民地化し、脅かしつつあるのです…。

勿論、その標的に日本も含まれている訳です…。





それにしても、連中はアメリカを使って何故手荒いことをするのか…。

それは、国際的な資源問題があるからです…。





18世紀の産業革命以降に世界人口の増加ペースが早くなってきた。
そして、20世紀に人類は人口爆発と呼ばれる人類史上最大の人口増加を経験した。
国連の推定では19世紀末の1900年におよそ16億人だった世界人口は20世紀半ばの1950年におよそ25億人となり、20世紀末の1998年には60億人にまで急増した。

国連の2011年版「世界人口白書」によると、2011年10月31日に世界人口が70億人に到達したと推計されている。

(『wikipedia「世界人口」』より)





ここ100年位の間に世界の人口は4倍以上に膨れ上がり、現在この地球上に70億人の人が住んでいます…。

また、中国やインドをはじめとする途上国の生活水準が向上し、一人一人が豊かな暮らしをするようになったのですが…、

このまま世界の人口がドンドン増え続ければ当然ながら、世界中の食糧とエネルギーが不足する事態に陥る訳です…。

いや、もう既に限界を超えたと云う学者もいます…。

世界の人口は、その必要とする量をとうとう越えたらしいのです…。

需要に比べて供給が足りない時代が、ついに来てしまったのです…。





今、地球上にある食糧とエネルギーを、いかに手に入れるかが自分たちの国が存続する為の重要事項なのです…。

戦争は領土争い、食い物の奪い合いなのです…。

食糧とエネルギーを確保するために…、

中東で争乱が既に起こっています、アジアでも今にも争乱が起ころうとしています…。

ですから、国際的な資源争奪戦はもう既に繰り広げられているといって間違いないのです…。





さて今度は、国と国の枠組みとは違う角度でみてみましょう…。

今、世界における食糧とエネルギーを支配しているのは、「ロックフェラー財閥」と「ロスチャイルド財閥」の2大勢力と云われています…。

エネルギーや食糧、医療といった人々の生活に欠かせない分野はすべて彼らに支配されています…。

もちろん、原子力産業もそうです…。

しかも、ヤツらが支配しているのは食糧とエネルギー以外だけではありません、生活の全てに関わる分野に通じています…。

私たち日本を含む世界中の国々が、この2大勢力によって牛耳られているといっても過言ではないのです…。

以下は、ハーバード大学国際問題研究所の研究員で、現在国際政治学者として活動している藤井昇氏が作成された分類です…。





【ロックフェラー 対 ロスチャイルド】

～ アメリカとイギリスの対決の歴史 ～

■ロックフェラー(米保守本流派を含む)
①石油・エネルギー：エクソン、モービル
②情報・通信：IBM、MCI
③金融：メリルリンチ、ティロン・リード、モルガン・スタンレー、ケミカル銀行、チェース・マンハッタン銀行
④化学・電機：GE、アライド･シグナル
⑤自動車・防衛：GM、ゼネラル・ダイナミックス、ボーイング、マーチン・マリエッタ
⑥マスコミ・その他：ペプシコーラ、NBCテレビ、AP通信、USニュース&ワールド・リポート、ウォール・ストリート・ジャーナル
　　　
■ロスチャイルド(米シオニスト派を含む)
①石油・エネルギー：ロイヤル・ダッチ・シェル(蘭)、ブリティシュ・ペトロリアム(英)
②情報・通信：AT&T、NCR
③金融：ゴールドマン・サックス、モルガン銀行、ロスチャイルド銀行(英)、スタンダード・チャータード銀行(英)
④化学・電機：フィリップ(蘭)、デュポン
⑤自動車・防衛：フォード、ルノー(蘭)、ブリティシュ・エアロスペース(英)、ダッソー(仏)、ロッキード
⑥マスコミ・その他：コカ・コーラ、ABCテレビ、CBSテレビ、ロイター通信、ニューヨーク・タイムズ、ワシントン・ポスト

(藤井昇著『ロックフェラー対ロスチャイルド─巨大対立軸のなか、日本の進むべき道を探る』(徳間書店)』より)





藤井昇氏によれば、アメリカを代表する「ロックフェラー財閥」と、イギリスを代表する「ロスチャイルド財閥」は、不倶戴天の敵であるとしていますが…、

お互い仲が良いかどうかは別として、この両者が宿命のライバルであることは間違いないようです…。

この2大財閥の対立構造は、そのまま米英の対決の歴史を物語るとも述べています…。





もっと付け加えるならば、

ヨーロッパの中央銀行の筆頭株主はロスチャイルドで、アメリカのFRB(連邦準備制度)の筆頭株主はロスチャイルドとロックフェラーだろうと噂されています…。

「カネを司る者が最も力がある」、これが2大財閥が国際社会に大きな影響力を持ち続けている所以です…。

彼らはお札を刷る権利を持ち…、

しかも大きな資本力を使って、何十年も世界経済をコントロールし続けているという訳です…。 





今回、311東日本大震災は、原発に破壊工作を受けましたが…、

今度は、原発がどうして世界中に造られることになったのかを調べてみると…!?

意外な事実が浮かび上がってきます…。





日本の場合は…、

福島第一原発を含む日本の原発の原子炉の多くは→アメリカ製→ロックフェラー系ですが…、

その核燃料は→オーストラリア製やイギリス製→ロスチャイルド系という構図なのです…。





実は、ウラン鉱山をはじめとする原子力発電の燃料は、世界の90%がロスチャイルドが支配しているのです…。

さらに、「地球温暖化説」という「世界最大の詐欺」を作り上げたのもロスチャイルド陣営です…。

ヤツらは、ウラン燃料で大儲けしたいが為に…、

「世界の石油資源は限りがある」しかも「地球温暖化」しているというプロパガンダを流し続け…、

石油に代わるエネルギー源として、原子力発電を世界的に押し進めてきたのではないかと私は思います…。

ということは、ロックフェラー陣営は面白くないでしょう…。





よく考えてみれば、「地球温暖化説」を詠ったのは原発大国のフランスが最初です…。

一刻も早く「CO2の排出を規制せよ」とばかりに、「地球温暖化説」はヨーロッパ圏を巻き込み、やがて日本も巻き込まれましたが…、

世界で最もCO2の排出が多い国、アメリカは非協力的でしたが、当然のことでしょう…。





ともかく、2大財閥を中心とする影の支配者たちは…、

こうしている間にも、世界中でお互いに資源争奪戦を繰り広げているのではないでしょうか…!?

もしそうだとしたら、貪欲で腹黒いヤツらの資源争いの巻き添えが…、

311東日本大震災だったというのでしょうか…!?






    平和組曲[33]『311と地球温暖化の繋がり』
    ♪～それとも君は評論好きか～
～おりこうさんか?～♪





次は、地球温暖化と米国物理学会のあり方を非難して学会を脱退した…、

ある科学者の辞表の全内容です…。





その人の名は、カリフォルニア大学サンタバーバラ校の名誉教授、ハロルド・ルイス博士…。

米国の有名な物理学者の彼が「アメリカ物理学会を退会する際に当てた手紙」というもの公開したのですが、その内容は大変興味深いものでした…。





【米国の物理学教授：「科学者としての長い人生の中で、地球温暖化ほどの疑似科学的な巨大詐欺は見たことがない」】

ハロルド・ルイス氏は、カリフォルニア大学の物理学の名誉教授だ。

ここに彼が辞表とした書いた手紙がある。アメリカ物理学会の理事であるプリンストン大学のカーティス・カラン博士に宛てて書かれたものだ。

気象学者のアンソニー・ワッツ氏はこの手紙についてこう言った。

「この手紙は、科学史の中で極めて重要なものとなるはずで、マルティン・ルターが1517年にヴィッテンベルク城教会の扉に張り出した「95ヶ条の論題」と並べられるほどの意味がある。科学に関係しているすべてのブログの人たちはこの手紙を紹介する意義があるはずだ」。

以下がその手紙の全文となる。





親愛なるカートへ。

私が67年前に初めてアメリカ物理学会に加入した頃は、まだこの会も小さくて穏やかで、そして何より今のようにお金にまみれて腐敗しているということはなかった(これについては半世紀前にドワイト・アイゼンハワーが警告していたが）。
当時は、職業として物理学を選択するということは、それはもう貧乏に生きていくことを覚悟することが決まっていた。

それをすべて変えてしまったのが第二次世界大戦だった。
物理学者たちの世俗的な収入が上がったんだよ。

35年前に、私が初めてアメリカ物理学会の議長になった時に原子炉の安全性研究の問題が激しく論じられていた。
狂信者たちはいたが、それはあくまで外部の人々で、物理学者たちに過度の圧力がかかる気配はまったくなかった。
したがって、我々は、自分たちの信念を持つことや、あるいは状況に対しての正直な評価ができたんだ。

ピーフ・パノフスキー氏とヴィッキー・ヴァイスコプフ氏、そして、ハンス・ベーテ氏という非難を越えたところにそびえ立つ3名の著名な物理学者から成る監視委員会の存在も、それを後押ししてくれたものだった。

私は自分があんな素晴らしい環境の中にいられることが誇りだった。
あの三氏への感謝はまったくどう表現していいのかわからないほどだ。

監視委員会は最終的に、物理学会への報告書の中で、物理学会が独立した組織として仕事が続けるように注意を促した。
そのうち、外部と内部の両方からの攻撃にさらされるだろうと予測したのだ。

そして、今・・・。
なんと変わってしまったのか。

もうあの巨星たちは地球にはおらず、マネーだけが科学研究のレゾンデートル(存在意義)となってしまった。
多くの物理学者たちに、生計を立てる以上の収入をもたらす専門的な仕事が提供されている。

私は自分がアメリカ物理学会の会員だったことに長く誇りを持ち続けた。
しかし、じきに、学会の会員であることを恥だと思うようになるだろう。
その前に私はアメリカ物理学会から脱退する辞意を君に表名したい。

もちろん、大きな原因は地球温暖化詐欺についてだ。

こいつは文字通り、何兆ものドルを産みだし、数多くの科学者たちを堕落させた。
そして、物理学会もその波に飲み込まれてしまった。

物理学者としての長い人生の中で、私はこれほど成功した巨大な疑似科学的な詐欺を見たことがない。
ほんの少しでも疑いを持つ人がいるなら、『クライメイトゲート事件(気候研究ユニット・メール流出事件)』の文書を読んでみるといい。

あれは事実を暴いたものだ(アンドリュー・モントフォードの本は事実が実によく書かれている)。
あれを読めば、科学者だろうが科学者ではなかろうが、誰でもそこに嫌悪を感じるはずだ。

そして、物理学会はこの問題に直面した時に何をしたか？

なんとこの腐敗に協力することを決めて、そして、これを国際基準としたのだ。
それは例えばこのようなことだ。


1.　１年ほど前にわれわれは数人で会員の一部にメールを送った。
物理学会は、この問題を無視した上に、当時の学会の代表者はすぐに、この敵対的なメールがどこから来たかの調査を開始した。
学会が良かった頃は、重要な問題に対しては議論するように促されたもので、議論が学会の主要な目的とされたが、もはや、それは不要なようだ。
昨年、議論は沈黙する方向に位置付けられた。


2.　気候変動に関しての物理学会のひどく偏向した記載内容は、数人の人間によってランチの時に手早くまとめられたことがわかっており、そこには私が長く知っている学会の物理学者たちの才能を代表した意見は含まれてはいないことは明白だ。
その顕著な点はその記載で使われている毒づいた単語で、それらは物理学で記述されることはほとんどない単語だ。

我々は、会議でこのことについて再考するように要請した。
学会は応じて、秘密の委員会を指定したが、その委員会は地球温暖化の懐疑派とは一切合わず、議論することもせず、完全に気候温暖化に関しての記載を支持した。
結局、会議では不確実性があることを認めながらも、オリジナルの記載に包括的な承認を与えた。

まるで、アメリカ物理学会が宇宙の支配者でもあるかのように、その記載は世界中の政府への大げさで愚かなアイディアを含んでいた。
これは遊びやゲームではなく、国家の実体に関わる深刻な問題だ。
そして、もはや、科学の学会としてのアメリカ物理学会の存在は瀬戸際に立たされている。


3.　『クライメイトゲート事件』がニュースとなり、その関係人物たちの陰謀が世界に示されたが、この詐欺のスケールの大きさはこれまで見たことのないものだった。
私にはこの酷さを語る言葉が見つからないほどだ。

地球温暖化という問題はアメリカ物理学会の位置づけにどう影響したか。

何もない。
まったく何もない。
何しろ、これは科学ではないのだ。


4.　私たちの何人かははこの問題の中に科学を持ち込むための努力をした。そして、気候科学グループへの提案に必要な 200を越える署名を集めた。
科学の問題に関して、開放された議論を展開することが物理学の伝統において重要だったし、また、国家に対しても有益だと思ったのだ。

そういえば、あなたはその時、私たちにアメリカ物理学会のメンバーの名簿を使うことを拒否したんだったね。
だから、サインは集められないと思っていたかもしれない。
そして、規定数に見合う署名が集まり、学会の必要条件に見合った。
我々は単にこのテーマをオープンにしたいということで、我々の考えを詳しく述べたわけだ。


5.　驚いたことに、あなたがたは学会の規定をまるでコケにして、我々の要求を拒否した。
そのかわりに、自分のコントロール下にあるメーリングリストを使って、気候と環境に関心を持つメンバーを世論調査に走らせたわけだ。


6.　今はあなたはさらに別の秘密委員会を作り、我々の嘆願書は無視し続けられている。
学会は、最初からこの問題で、気候変動を主張することによるメリットに関しての重大な会話を避けるようにしてきた。

あなたは私が物理学会に対する信頼を失ったことが不思議かな？

他人の動機を推測して議論することは危険だが、ここで私はあなたにひとつの考えを示す必要があるかもしれない。
物理学会の首脳部のこの陰謀は、単純な説明ができないほど奇妙だ。
物理学者たちが以前ほど頭が良くないというようなことを言う人もいるが、私はそれを問題としたいとは思わない。

結局、問題はお金なのだ。
これはアイゼンハワーが正確に半世紀前に警告していたことだ。

クラブのメンバーであることに伴う名声と栄光。
南国の島への旅行に何度でも行ける。
そして、ここに関わる実に何兆ドルものマネー。
もし、この「地球温暖化バブル」が弾けたら、その人たちがどれだけの金額的損失を被るかわからないほどだ。

ペンシルバニア州が気象学者のマイケル・マンの不正を赦免し、そして、 イースト・アングリア大学も気候変化学者フィル・ジョーンズに同じように放免した。
(訳者注／2名とも地球温暖化を主張する気候学者）

「風がどちらから吹いてくるかを知るためには気象予報士になる必要はない」という古い言葉がある。
私は哲学者ではないので、科学者たちがいかに腐敗の一線を越えていくのかというような心の問題を探求するつもりはないが、しかし、『クライメートゲート事件』に関しての文書をよく読むと、地球温暖化がまったく学術的なものではないことは明らかだ。

私はそんな一部になりたくない。

なので、どうかこの辞表を受け取ってほしい。

私はすでにアメリカ物理学会を代表する人間ではなくなった。
しかし、今後も友人ではありたいとは思う。

ハルより。





ハロルド・ルイス氏の経歴

・カリフォルニア大学名誉教授、元学長
・アメリカ防衛科学局の技術パネル元局長、防衛科学局では核の冬について研究
・米国原子炉安全諮問委員会の元委員
・大統領直属の原子力発電監視委員会の元委員
・JASONの共同創立者であり元議長
・空軍科学顧問委員会の元委員
・第二次世界大戦では海軍に所属

(2010/10/09『テレグラフ』より)





ここ数年、地球温暖化対策の流れが世界中を巻き込んでいました…。

その象徴が、アル・ゴア元副大統領の発表した「不都合な真実」です…。

それ以来、日本に於いても「地球の温室効果を激化させているのは、人間の作り出したCO2だから、温度を上昇させないように工場やオフィス、そして家庭のCO2の排出を抑えましょう」といったキャンペーンが張られてきた訳です…。

国連の専門家機関(IPCC）で主張するからには、当然世界中で従います…。

よって、「CO2こそが地球環境を破壊させる根源」といった考えが、完全に定着していきました…。





しかし一方では、「地球温暖化は人類排出のCO2が主因という考えは間違いだ」と唱える専門家がかなり多かったのです…。

にも関わらず、いつの間にか「反地球温暖化説」は揉み消されてしまうのは…!?

実は、地球温暖化というのは、国際金融資本が全世界をターゲットに、「CO2排出権売買」という金融先物取引にて儲けるために仕掛けられた壮大な仕掛けではないか…!?

ここ数年叫ばれている「地球温暖化」の裏側にある真相は、単に金儲け目的なのかも知れないのです…!?





CO2排出を抑える為、石油の代わりに原子力発電をアピールし…、

世界中を原発だらけにして、一部の連中が儲けようとしていたのではないでしょうか…!?

つまり、地球温暖化を仕掛けて世界中にウラン燃料を流通させたいのがロスチャイルド財閥で…、

一方、石油中心の状況を維持しようというロックフェラー財閥との綱引き合戦が行われていたのではないでしょうか…!?





2大財閥はこうしている間にも、世界中でお互いに資源争奪戦を繰り広げているのです…。

そこで、貪欲で腹黒いヤツらの資源争いの巻き添えを食らったのが…、

311東日本大震災だったのではないか、と私は考えます…。





影の支配者連中が…、

世界のエネルギーを牛耳り、世界経済まで食い物にし…、

しかも、国連まで操っているとしたら本当に悲劇です…。

いずれにせよ…、

ハロルド・ルイス博士のような著名な物理学者が、恥ずかしくて米国物理学会辞めたいと云うほどの何かがあったのだけは事実なのです…。






    『ウランちゃん』
    
			1972年、「ウラン王」ギー・ド・ロスチャイルドは、原子力「秘密クラブ」を結成…。



		

参加した国は、フランス、カナダ、南アフリカ、のちに、アメリカ、オーストラリアも参加…。

ここで話し合われたのが、「ウランの価格をどうやって、つり上げるか」でした…。

[image: ]

やがて世界中に原発の建設ラッシュが始まりましたが…、

探鉱、鉱山開発、採掘には、既に莫大な投資が注ぎ込まれていますから…、

回収に何年も掛かります…。

そこで決定的なテコ入れとなったのが、『地球○○化』…!!

原子力発電はモテモテになりました…。





『地球○○化』キャンペーンは、効果抜群…!!

当然ながら、『ウランちゃん』は引っ張りだこ…!!

瞬く間に、ウラン価格は急上昇…。





世界のウラン鉱山の9割の利権を握るのは、ほんの一握りの人間なのです…。

2006年には、一体いくら儲けたのでしょうか…!?

「秘密クラブ」に入れてもらえなかった日本…。

「エコな生活」をしていた日本人は、一体どれだけ持って行かれたのでしょうか…!?

この世界は、偽りで出来ています…。





福島原発事故で、原発離れして…、

『ウランちゃん』、残念でしたね…(笑)!?

→http://www.rist.or.jp/atomica/data/fig_pict.php?Pi..






    平和組曲[34]『311そして、地球温暖化説でウランは儲かる』
    ♪～口ではいいこと云ったって～
～憎しみは直せない～♪





2009年9月に、鳩山首相が国連で演説しましたよね…?

「日本は、温室効果ガスを2020年までに1990年比で25%削減を目指します」と、意気揚々と全世界に向けて宣言したんですけど…、

あの時に私は、何でそんな無茶なことを見栄張って言うのかな…!?

と、あんまり感心しませんでしたが…、

その2ヶ月後に、気になるニュースが世界を駆け巡りました…。

それが『クライメートゲート事件』です…。





2009年11月に報道された『クライメートゲート事件』とは…、

世界を温暖化説に導く為に、科学者がデータを捏造していたのではないかと疑われる事件なのです…。

それは、イギリスにあるイースト・アングリア大学で流出した多数のメールの中から見つかりました…。

そこには、研究の中心人物であるフィル・ジョーンズ教授らが、20世紀半ば過ぎからの気温下降を意図的に隠す事で、80年代からの世界的な気温の上昇を誇張するデータに誤魔化しがあった事を示唆したものがあったのです…。

同教授らは、同研究所から流出した電子メールが本物である事を認めたうえで、疑惑について声明を発表して、使われた単語が誤解されただけで、データ全体を誤魔化してはいないなどと釈明したのですが…、

未だに真相がハッキリしないのです…。





でも…、

2010年のヨーロッパ議会に於いて、ゴドフリィ・ブルーム(イギリス独立党)という方が、こんな発言をしました…。

「コペンハーゲン気候変動会合では、猛吹雪を経ながら戦闘してきました。
皆さんも多くの方が感じている様に、興味深い事ではないでしょうか、ロンドンではここ30年の記録では最も寒い冬だったという事は。
それはポーランドでも同じ、韓国でも同じ、中国でも同じです。
フロリダやアリゾナでも最も寒かった。
テキサスで雪が降った、テキサスではここ100年で最も寒いのではなかったか?」

「そして勿論ロンドン・タイムズで、チャールズ・カールが言ったごとく、
『なんてこった、なんてこった。
しかし我々は警告を単純に捨て去らない、勿論それは全てが地球温暖化から来る事。
凍りつく温度に僕らは慣れなきゃなんない。』
我々はアル・ゴア(元米国副大統領)のホッケー・スティック曲線が、いまだにロンドンの州立の学校で見せられているのを知っている。」

「アル・ゴアは蛇油売りの詐欺師だ。
イースト・アングリア大学のジョーンズ教授が、詐欺師である事も知った。
そして今度は、公共の領域には出ないようにされているから皆さんもまだ知らないだろうが、ニュージーランドの国家の気象データベース。
これがその図だ、全てが不正だ。」

(2010/1/20『ヨーロッパ議会・ストラスブール』より)





やっぱり、地球温暖化説は捏造だったのですかね…!?

ところが、不思議なことに…、

『クライメートゲート事件』も地球温暖化説に懐疑的な意見も、日本の政府もマズコミも見て見ぬふり…、

世の中の人々は、相変わらず地球温暖化説を支持しているのです…!?

何で…!?





一方、こんな指摘も…、

国連の専門家機関(IPCC)が示す、地球の平均温度の変化(北半球の過去1000年間)のグラフというのがあります…。

それを見ると、ここ100年の間に地球の平均気温が急上昇しているように見えます…。

でも、たったの0.74℃上昇…!?

確かに一見上昇して見えますが、このグラフの左、つまりもっと昔の時代の地球の平均気温を調べてみると…、

何と、中世期(1000年)の頃は、現在よりもずっと地球の平均気温が高いじゃないですか…!?

その昔のピークは都合が悪いから、隠蔽したとしか思えないグラフを発表しているのです…。





更にグラフの年代を、もっともっと過去に遡ると…!?

紀元前1000年の時代の気温に比べると、現在は全く温暖化とはじゃない…!!

むしろ、現在は寒冷期に向かっています…!!

大体、地球は何千年もの間、温度が上がったり下がったりを繰り返しているらしいし…、

北極や南極の氷は、溶けたり固まったりを繰り返しているらしいし…、

例え全部溶けても、深海の深さは何千ｍもあるから、世界の陸地の海抜が何mも上がるには、何百年も掛かるらしいのです…。

こんな視点からも…、

現代が地球温暖化しているというには無理があります…。





もしも、地球温暖化説がでっち上げだとしたら…、

国連をも巻き込み世界を騙す、トンデモ詐欺でしょう…。

果たして、地球温暖化説は正しいのか正しくないのか、どちらなのでしょうか…!?

これは常に世界中で論争となっていますが…、





一つだけ言えることは…、

地球温暖化説によって、大儲けする連中がいるということです…。

地球温暖化から「CO2排出権売買」という金融先物取引が作られ、国際金融資本がきっと日本からガッポリ儲けたのでは無いでしょうか…!?

そして、CO2排出を抑える為、原子力発電がドンドン増える…。

石油の代わりに、世界中に原発の建造ラッシュになったのではないでしょうか…!?

その結果、原発の燃料ウランの価格が急上昇したのです…。

特に2006年のウランの価格は、それまでの12倍という金額に跳ね上がっています…。

実は、地球温暖化すればするほど儲かるシステムだったのです…。





やはりこれは、地球温暖化説をアピールし…、

一部の連中が、ウランで大儲けようとしていたのではないでしょうか…!?

世界中のウラン燃料の利権の9割は、ロスチャイルド財閥が握っていると云われています…。

そこで、貪欲で腹黒いヤツらのいいカモにされているのが…、

私たち日本人ではないか、と私は考えます…。





ところで、原発に欠かせないのがウラン燃料…。

先進国で当たり前に稼働している原発も、危険を伴うウランの採掘の作業する人々のお陰で動くのです…。

ではウランは何処で採れるのでしょうか…?

ここで、意外に知られていないウランについて少し…。





ウラン採掘…。

実は、貧しい種族が劣悪な条件下で働かされていたのです…。





【ウラン燃料はどこから?】

ウラン鉱石が採れる鉱山は、アメリカ、カナダ、オーストラリア、インドなどで先住民が住んでいるところに多くあります。

アメリカではユタ州、コロラド州、アリゾナ州、ニューメキシコ州の4州にまたがるフォーコーナーズと呼ばれるところにナバホ族、ポピ族等のインディアンの居住地があります。

日本に落とされた原爆の原料になったウランはこの地方で採掘されました。

鉱山で働く人々にはウランが体に悪いことなど知らされていませんでしたから、埃だらけの坑道内で食事をしたり、坑道の中に溜まった水を飲んだり、放射能を含む埃まみれのまま家に帰り子供達と遊んだりしました。

このような状況は、どこのウラン鉱山でも共通しています。

そのため、ウラン鉱山で働いた人たちの中には、肺ガンで亡くなる人が他の地域よりも5倍も多いという報告もあります。

ウランの採掘の初期の頃に鉱山で働いたナバホ族の400人中約70人が肺がんで死亡したといわれています。

カナダではサスカチュワン州に世界で最も多くウランを含む鉱石がとれる所がありますが、その周りには、デイネ、クリー族などのインディアンが多く住んでいます。

インディアンは狩猟、木の実の採取、漁などで暮らしていますから、土地が汚れるとその影響を強く受けます。

オーストラリアではジャビルカ等アボリジニーの人々が住んでいる土地から彼等を強制的に他の場所に移住させ、聖地を壊し、強い反対をよそにウラン鉱石が掘り出されていました。

しかし、アボリジニーの粘り強い反対運動によって、ジャビルカ鉱山は今年の雨期に入る前に原状復帰工事が完了する見通しになりました。

インドではカルカッタの北西、ジャールカンド州、先住民が暮らすジャドウゴダ村にウラン鉱山があります。

この地方に住む先住民の生活の場であった場所に鉱滓池を作り、鉱滓を投棄しているため、住民は放射能汚染にさらされ、癌や白血病なども多いといわれています。

ナンビアは露天掘りウラン鉱山としては世界最大の規模のロッシング・ウラン社の鉱山があります。

鉱山労働者は人種差別，劣悪な労働条件、低賃金で働かされていました。

放射線の影響について教育されずに働かされるのはどこの国の鉱山でも共通です。





【ウラン燃料の精錬】

採掘された鉱石は精錬工場と呼ばれるところに運ばれ、細かく砕かれて水で洗われます。

そのあと濃硫酸、アンモニア等の薬品を使用して、段階的にウランを他の混ざりものから精製してゆきます。

精錬されたウランはイエローケーキと呼ばれ、さらに濃縮工場に運ばれてウラン燃料となります。

残りの混ざりものも鉱滓と呼ばれ池に貯めておかれたり、野積みにされていたりします。

これにはまだ放射能が多く残っているため洪水で周辺の湖や川に流れ込んだり、さらに乾くと埃となってまわりに飛び散り、広範な土地を放射能で汚染し、周辺に住む人々の健康を脅かします。





【原発の燃料を作るために】

国連科学委員会の報告によると、世界では現在14カ国がウランの採掘を行っており、これまでに100万トン以上のウランが採掘されました。

そして残土は16億8000万トン以上にのぼるといわれます。

この想像することもできないような量の残土を処理するためにはまた莫大な費用がかかるので、野積みにされている所が大部分です。

鉱滓は細かく砕かれているために乾燥すると風にとばされ、大雨が降ると川に流れ込み環境を汚染します。

アメリカのチャーチ・ロックでは、ユナイテッド・ニュクレアー社の放射性廃棄物貯蔵ダムの堤防が崩れ、油と硫酸を含む放射性廃棄物が、ナバホ族が飲料水としていたプエルコ川に大量に流れ込み、150ｋｍ下流まで汚染しました。

事故後、精錬所は閉鎖されましたが、川からはラジウム、ウランなど高濃度の放射能が検出され、川の水も井戸水も飲めなくなりました。

しかし、家畜はその水を飲んでいますから、家畜の肉を食べる人間も当然放射能を体の中に取り込んでしまいます。

このような放射能汚染の危険性はウラン採掘所の多くが抱えている問題です。

そしてウラン238の量が半分に減る時間(半減期)は地球が誕生して今日までの時間、すなわち45億年もかかるのです。

このように鉱滓は厄介なゴミで、ウラン採掘をしている国はその処分に頭を悩ませています。

しかし、このゴミが湾岸戦争、コソボ紛争、イラク攻撃等で莫大な量使われた劣化ウラン弾や劣化ウラン兵器として廃物利用され、広い地域を放射能で汚染しました。

(『原子力教育を考える会』サイトより)





ショックだったのは、インディアンや、アボリジニーら、いずれもその国に元から住んでいる先住民たちにウランの採掘をさせていること…。

彼らは、放射能の危険を知らされないまま、劣悪な環境で作業し…、

しかも家族も住環境も、放射能まみれになってしまっている…。

そもそも…、

彼らの民族は、かつて白人たちに一族は殺され住む場所を奪われ…、

子孫たちはやっとの思いで生きている筈…。

都会を離れ、人里離れた場所で自然と共に生きていた筈…。

だが、金の亡者たちに唆されたのでしょうか…、

ウランを掘り出す仕事を、二束三文でやらされているのではないでしょうか…?

その結果は、悪夢のような放射能汚染が彼らの命を縮めている…。





ロスチャイルドを中心とした影の支配者達によって考え出されたのが、ウランからカネを作る仕掛け…。

地球温暖化説と原発のセットは、この世の悪魔のシステムです…。








    『脇見をするな! 黙って進め!』
    
			問答無用…!



		
『脇見をするな! 黙って進め!』
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でも…、
ウソと判っていながら…、
西側諸国に従うだけになっている…、
世界の構造そのものが、最大の問題なのです…。





『地球○○化』説が、ウソかどうかなんて事は…、
ちょっと調べれば…、
子供だって判断付きますが…、

→http://www.youtube.com/watch?v=tJAe85mw7CQ

→http://www.youtube.com/watch?v=niZIrie0MU4

→http://www.youtube.com/watch?v=dYecHui8ncs

→http://www.youtube.com/watch?v=aFk5blzzJHU

→http://www.youtube.com/watch?v=iTWayK3jEcA






    平和組曲[35]『311、紅白ホラ吹き合戦』
    

♪～君は指導者じゃない～
～横取りねらいのサギ師～♪





一年の締めくくりに、恒例のNHK紅白歌合戦が放映されますが…、

あの紅組と白組のどちらが勝っても、別にどうってことないですよね…?





そんなことより遙かに重大なのが、世界の紅白戦…。

ヨーロッパ圏代表、ロスチャイルド・チームvsアメリカ圏代表、ロックフェラー・チーム…!!

世界の裏舞台で暗躍する巨大資本家を中心とするこの2大勢力は、人々を誑かすことにかけてはどちらも甲乙付けがたいものがあります…。

さて今夜は、この2大勢力にホラ吹き競争をして頂きます…!!

どうぞお楽しみに…!!





ロスチャイルドとロックフェラー…、

この2大勢力は今こうしている間も、世界中にあるエネルギーと食糧を巡って、お互いに資源争奪戦を繰り広げているのです…。

そこで、貪欲で腹黒いヤツらの資源争いの巻き添えを食らったのが…、

311東日本大震災だったと、私は考えています…。





この2大勢力は西側各国の政府を牛耳り、国連さえも操る大きな影響力を持っています…。

ヤツらが得意とするのは、プロパガンダ…。

ホラを吹くことは常套手段で…、

いつの間にか、2大勢力に有利に働くようにウソが仕掛けられるのです…。

この世の中は常に陰謀が渦巻いています…。





ところが世界中の一般市民はそんなことは知らないので、政府が決めたこと、国連が決めたことに従うだけです…。

例え、国際社会を取り巻く状況の変化に気付き「おかしいな」と、どんなに疑問を感じてもです…。

いや、ウソと判っていながら、もう誰にもそれを変えることが出来ないのです…。

実は、この様になってしまった世界の構造そのものが、最大の問題だと私は思うのです…。





それではここで、紅組の入場です…!!

ヨーロッパ圏代表、ロスチャイルド・チームです…!!

彼らは、どんなホラを詠うのでしょうか…!?





◆ヨーロッパ圏代表、ロスチャイルド勢力

(本拠地：イギリス)

『世界温暖化説』

→世界温暖化説は、CO2ビジネスを生み、世界中に原発を増やし、ウランの高騰を成功させました。





世界温暖化説なんて、よくぞまあこんな大ホラが吹けるもんだと感心しますね…!?

何故か国際社会は、この説自体がどんなに怪しくても…、

年を追うごとに、データや捏造疑惑がドンドン明るみになっても…、

今だに世界中の国々が、CO2削減を進めていますね…。





何にも口出ししない日本国は、特に情けないですね…!?

中でも、「CO2排出権売買」は傑作ですね…!?

私たちのお金を、一体幾らお金を渡してしまったんでしょうか…!?

西側諸国の言うことに、ただ黙って従うだけなんでしょうね…!?

問答無用、まるで「脇見をするな、黙って進め」とドンドン仕掛けに引きずり込まれる…。

日本は、貪欲で腹黒いヤツらのいいカモですね…。





こんなホラを信じるなんて、馬鹿じゃないの…!?





続きまして、白組の入場です…!!

アメリカ圏代表、ロックフェラー・チームです…!!

彼らは、どんなホラを詠うのでしょうか…!?



◆アメリカ圏代表、ロックフェラー勢力

(本拠地：アメリカ)

『911ニューヨーク同時多発テロ』

→911ニューヨーク同時多発テロは、世界中にテロがいるという恐怖心を作り、主に中東へ戦争を仕掛ける口実を生み、石油を奪うことに成功しました。





911ニューヨーク同時多発テロなんて、よくぞまあこんなハリウッドみたいな大掛かりなショーを演じて、世界中に見せたもんだと感心しますね…!?

何故か国際社会は、この事件がどんなに怪しくても…、

年を追うごとに、捏造疑惑がドンドン明るみになっても…、

今だに世界中の国々が、本当に起こった事件だと信じていますね…。





何にも知らないで巻き添えを食った人は、特に気の毒ですね…!?

中でも、ブッシュが言った「テロとの戦い」は傑作ですね…!?

結局、フセインの大量破壊兵器も細菌兵器も見つからなかったじゃないですか…!?

アメリカの強引なイラク侵攻に掛かる経費に、日本も一体幾らお金を渡してしまったんでしょうか…!?

アメリカの言うことに、ただ黙って従うだけなんでしょうね…!?

問答無用、まるで「脇見をするな、黙って進め」とドンドン仕掛けに引きずり込まれる…。

日本はやっぱり、貪欲で腹黒いヤツらのいいカモですね…。





こんなホラを信じるなんて、馬鹿じゃないの…!?








    平和組曲[36]『311を解くカギ、911アメリカ同時多発テロ事件』
    ♪～名誉と勢力に欲張りな～
～君は失格だ～♪





私は、311東日本大震災が…、

自然災害に見せ掛けた、「アメリカによる同時多発テロ」だと確信しています…。

アメリカ政府を操り、日本にテロを仕掛けた影の首謀者は、ロックフェラー勢力…。

その手口は…、

「HAARP」を使って、日本各地に群発地震を誘発させ…、

更に「純粋水爆」」を使って、海底の断層を破壊し大地震と大津波を引き起こし…、

しかも「スタックスネット」を使って、福島第一原発にサイバー攻撃し冷却装置をコントロール不能にし大事故を招いたのではないでしょうか…?





私は、311東日本大震災では…、

ヤツらは、地震や津波そして原発事故で日本人をパニックに陥れ…、

被災地を助ける名目で米軍を踏み込ませ、混乱に乗じて日本を再占領し…、

あわよくば、政府官邸を乗っ取るつもりだったのではないでしょうか…?

また、その目的の一つに、日本の「メタンハイドレート」の利権も横取りしようとしていたのではないでしょうか…?

私がそんな仮説を立てるのには、理由があるからです…。

何故ならば、311東日本大震災が『911アメリカ同時多発テロ事件』と、その特徴がよく似ているからなのです…。





2001年9月11日にニューヨークで起きた、『911アメリカ同時多発テロ事件』…。

全世界で注目されたこの事件は、誰でもご存じだと思いますが…、

あれは、アメリカがでっち上げた自作自演の事件だったことは疑いの余地は有りません…。

『911アメリカ同時多発テロ事件』は、今回の311東日本大震災に非常によく似ているので、事件を解くヒントになる訳です…。





さて、ここからは参考までに…、

『911アメリカ同時多発テロ事件』が、どんな茶番劇だったかを記述しておきます…。

何故なら、あの事件がアルカイダ・メンバーのテロによる犯行だったと思い込んでいる、おめでたい方が今だにいるからです…。

こんなホラを信じている方は、余っぽど深くマインドコントロールにかかっているのでしょうね…?

ちなみに、『911アメリカ同時多発テロ事件』がアメリカ政府の自作自演だったことは、「世界まる見えテレビ」等のバラエティー番組でもネタにしている程です…。

あの事件は、アメリカが中東に戦争を仕掛ける為にやった、でっち上げなんです…。





私たちが今まで生きてきた平和で幸せな「本当に良い世界」は、もう終わったんですよ…!

世界中ではとっくの昔に、あの手この手で食糧とエネルギーを奪い合う、ブン獲り合戦が行われているんですよ…!!

いい加減に目を覚まして下さいね…!!





【『9/11トリック「テロ」は起きなかった』マック・レイカー】

2001年9月11日にニューヨークとワシントンで相次いで起きた「米中枢同時テロ」なるものは、言われているような「自爆テロ」などではなかった。

実体はアメリカとイスラエルによって緻密に遂行された自作自演のテロ擬装工作であり、両国の諜報機関CIAとモサドの常套戦術「偽旗作戦」にほかならない。

テロリズムとは本来「国家権力による恐怖政治」を意味するものであるから言葉の定義に則せばテロは現実に起きたわけだが、アメリカ国務省が定義するところの「テロ」は起きなかった。

いわゆる「テロ首謀者」のアル・カイダとはアラビア語でいう「データベース」を意味し、もともとはCIAによって徴兵・訓練されたイスラム聖戦士ら数千人を登録したコンピューター・ファイルのことである。

そしてオサマ・ビン・ラディンもまた「テロ」を口実にして侵略を正当化するための“敵役”を演じる工作員にすぎず、CIAから「ティム・オスマン」というコードネームで呼ばれていた。

彼の母親はシリア系ユダヤ人で、彼女の身内はイスラエルに居住している。

イスラエルのメディアはオサマがユダヤ人であることを知りつつも、公表せずにわざと伏せている。

またサウジアラビア国防大臣スルタン・ビン・アブドルアジズ王子はサウジ首脳会談の席上で、オサマは「ユダヤによって送り込まれた」と発言、パキスタン・デイリー紙(2008/6/3)は「アル・カイダはユダヤ組織、オサマ・ビン・ラディンはユダヤ人」と報じた。

(マック・レイカー『9/11トリック「テロ」は起きなかった』より)





「911は嘘八百に基づいている。
それは誤算だったのではなく、国家反逆罪だったのだ」
─ロバート・M・ボウマン 元アメリカ空軍中佐
（元米空軍スターウォーズ防衛計画責任者）





「国際テロリズムは存在しない。
911攻撃はでっち上げられたものだ。
われわれが目にしているのは巨大な権力によるごまかしであり、それなしにこのテロリズムは存続しえない」

─レオニード・イワショフ 元ロシア陸軍参謀総長





「もし私の主張が正しいとするなら、アメリカ政府全体が刑務所送りになるはずである。
彼らは秘密のベールの陰に隠れ、証拠を隠滅した。
彼らは自分たちの秘密工作の真相を隠蔽するために、19人のイスラム教徒たちがオサマ・ビン・ラディンのアルカイダで活動しているという作り話をでっち上げたのだ」

─アンドレアス・フォン・ビュロー 元ドイツ国防大臣





「MI-6がオサマ・ビン・ラディンの仲間(アルカイダ)へ資金援助を行うと決めた時点で、私は英国の機密諜報部を辞めた」

「（アルカイダの)テロは、MI-6とCIAによって仕組まれたものだ」

─デービッド・シェイラー 元イギリスMI-5諜報員





「実際には、イスラム軍もアルカイダと呼ばれたテロリスト・グループも存在しない。
これは情報に精通した諜報員なら誰でも知っている。
ただし、対テロ戦争という名目で一丸となった国際的リーダーシップを受け入れるよう、テレビの視聴者を駆り立てるためにのみ象徴的に実在化させた“悪魔”を大衆に信じ込ませるプロバガンダ・キャンペーンは存在する。
このプロパガンダの背後にいる国こそアメリカであり、米国の対テロ戦争におけるロビイストたちの関心事は金もうけだけだ」

─ピエール＝アンリ・ビュネル 元フランス軍諜報部将校








    平和組曲[37]『311を知るには、911アメリカ同時多発テロ事件の真相を知れⅠ』
    ♪～降りなさい虚飾の冠をぬいで～
～降りなさい偏見の冠をぬいで～♪





【アメリカによる自作自演『911アメリカ同時多発テロ事件』から見える闇と陰謀】





【1】もともとブッシュ一族とビン・ラディン一族とは25年にもわたる腐れ縁の仲で、言わば石油＆軍事ビジネスにおける盟友、パートナーであった。

1977年、ジョージ・ブッシュが石油掘削会社アルブスト・エネルギーを設立した時の共同出資者がジェームス・R・バスという人物で、彼は1978年オサマの長兄サレム・ビン・ラディンと米国での代理人契約を結び、アルブスト社に5万ドルを出資していた。

これが縁でビン・ラディン一族はブッシュのお膝元テキサス州へ足しげく訪問するようになる。





【2】ビン・ラディンとのビジネス・パートナーはブッシュだけにとどまらない。

「石油王」として知られるスタンダード石油創設者の曾孫でネルソン・ロックフェラー副大統領の叔父ことジョン・ロックフェラー四世の妻シャロン・ロックフェラーの一族もパートナーである。

ビン・ラディンのいわゆる「隠し口座」はシカゴのハリス銀行にあるとされ、シャロン・・ロックフェラー一族との共同口座になっているという。





【3】ビン・ラディン一族は、サン・フランシスコに拠点を置く世界最大手の総合建設会社べクテル・グループの子会社フレモント社へも1,000万ドルの投資を行っていた。

べクテルおよびフレモント会長兼CEO(最高経営責任者)のライリー・ベクテルはブッシュ大統領の「輸出諮問委員会」メンバーであり、ドナルド・ラムズフェルド国防長官の「国防政策諮問委員会」メンバーであるべクテル上級副社長ジャック・シーハンともどもブッシュ共和党政権に深く癒着し、全世界のエネルギー開発を一手に握っている。

1983年から84年にかけてラムズフェルドが中東和平特使としてイラクを表敬訪問し、べクテルの石油パイプライン・プロジェクトをフセイン大統領に持ちかけた話はあまりにも有名である。





【4】ビン・ラディン一族は、「カーライル・パートナーズ II」というファンドにも初期投資で200万ドルを融資していた。

このファンドを運営する米投資顧問会社カーライル・グループは軍需産業と密接に関わり、会長には元CIA副長官および元米国防長官のフランク・カールッチ、上級顧問には元CIA長官および元大統領パパ・ブッシュと元米国務長官ジェイムズ・ベイカーが就任し、かつてはブッシュ大統領もカーライル社の理事だった。

ワシントンポスト(2003/3/16)の記事によれば、911事件前日から当日にかけての2日間、カーライル社は首都ワシントンDCのリッツ・カールトン・ホテルで年次投資家会議を主催しており、その会議にはオサマの異母兄シャフィグ・ビン・ラディンが出席、10日の会議にはシャフィグと並んでパパ・ブッシュも同席していたという。





【5】パパ・ブッシュは911事件の前日、10日夕、何の打ち合わせか、ホワイトハウスの大統領執務室でリチャード・チェイニー副大統領とも会っていた。

この2人こそ「湾岸戦争」を仕掛けた時の大統領と国防長官という間柄であった。

その後チェイニーは1995年から副大統領に就任する直前の2000年までテキサス州に本社がある石油関連企業ハリバートン社(カーライル社の主要投資先)の会長兼CEOを務め、副大統領に就任するとすぐに国家エネルギー政策を立案し提言する作業部会「エネルギー・タスクフォース」を設置、その議長として辣腕を振るった。

エクソン・モービル、コノコ、シェル石油、アメリカBP社など石油企業幹部らが多数参加していたタスクフォースはすでに事件6カ月前の2001年3月時点で、イラクの石油資源を綿密に調査した報告書(油田、パイプライン、精製所およびオイルターミナルを図示した地図を含む)を作成していた。

そんなイラク利権をしっかり見据え、副大統領になってからもハリバートン社から報酬を受け取るなど癒着をものともしないチェイニーこそは、オイルビジネスに精通したキーパーソンである。





【6】911事件直後の数日間、航空機の飛行が全面禁止されていた中で、米国内にいたサウド王家関係者とビン・ラディン近親者24人がアメリカ政府の「特別待遇」によりFBIの空港エスコートを受けてサウジアラビア国籍の特別チャーター機でひそかに出国していた事実は、その癒着ぶりをより際立たせるものとなった（国外退去許可を与えていたのはチェイニー副大統領）。





【7】オサマ・ビン・ラディンは9月11日の前夜、パキスタンのラワルピンディにある軍病院で腎臓透析治療を受けていたことがパキスタン情報筋によって明かされた。

正規の病院職員は外へ追いやられ、軍の特別チームがそれにとって代わったと話す医療ワーカーや、オサマの姿を目撃したという病院スタッフの有力な情報は、AP通信(2000/3/24)が伝えた西側諜報機関職員による「ビン・ラディンは腎疾患と肝疾患で重病にある」との報告や、オサマが事件2カ月前の7月4日から14日にかけてパキスタン経由でアラブ首長国連邦のドバイにあるアメリカン病院へ腎臓病治療のために入院し、そこへビン・ラディン一族、サウジ諜報機関の最高責任者トゥルキ・アル・ファイサル王子、さらにはCIAのドバイ支局長ラリー・ミッチェルまでもが面会に訪れていたというフランスフィガロ紙(2001/10/31)の報じたスクープとも符合する。





【8】911事件当時すでにオサマは重度の腎不全にあったが、2001年12月ひっそりと息を引き取った。

米国防総省ペンタゴンによれば、アフガニスタンのトラボラにいるオサマの声を諜報員が定期的に無線でモニターしていたが、12月14日を最後に音沙汰がなくなったという。

エジプトのアルワフド紙(2001/12/26)が「ビン・ラディンはトラボラで10日前に埋葬された」と葬儀の模様を伝えたのをはじめ、FBIテロ対策本部長デイル・ワトソンとパキスタンのムシャラフ大統領も彼の死を追認、オサマの遺言(12/14)がアラブのニュース雑誌アル・マジャラによって公表されるに至った。





【9】911事件の本当の首謀者、真の黒幕とは、欧米のエスタブリッシュメント、超エリートらによる策謀である。

端的に言えばそれは、1991年6月ドイツのバーデン・バーデンで開催された「ビルダーバーグ会議」におけるロックフェラー財閥総帥デイヴィッド・ロックフェラーの発言に集約される。

彼はその席上でこう表明した。

「ワシントンポスト、ニューヨークタイムズ、タイム誌、その他の大手出版社には感謝している。
重役の方々はわれわれの会議に参加してくれ、約40年間にわたって自由裁量を約束してくれたことに敬意を表したい。 
その当時もし衆目に晒されていたなら、われわれは世界計画を展開することなど不可能であったろう。
だが、今や世界はより高度化し、世界政府へ向けて進展させる態勢が整った。
知的エリートと世界銀行家たちによる超国家的な支配権は、過去数世紀にわたって実施されてきた国家の独立主権よりも確実に望ましい」

このロックフェラーの言を待つまでもなく、ビルダーバーグの創設自体、2012年までに「世界政府」を実現させることを最終目標としている。

周知のようにニューヨーク国連本部の敷地を寄贈したのはジョン・ロックフェラー二世であるが、その国連が「世界政府」を念頭においたものであることはアメリカ・ユダヤ人委員会の機関誌『コメンタリー』(1958/11)において明確に述べられている。

「国連とは、その法制上の飾りを剥ぎ取れば、実質的にはアメリカとソ連が一体となって活動する世界政府である」





【10】テキサス州選出の共和党下院議員ロン・ポールは、対テロ戦争の狙いは石油利権だと下院議会で演説した数少ない勇敢なる人物であるが、これまで表立っては語られて来なかった「世界政府」創造という国際的な共同謀議が存在するかという問いに対して彼は、「独裁権力」は確かに存在すると言明した。





【11】911の策謀は世界制覇へ向けての契機であり、すでに10年以上も前から立案・計画されていたものだ。

プロジェクトを成功させるために予備実験が繰り返しテストされ、1999年にはユーゴスラヴィアでこの雛形となる同様のビル破壊まで行われた。

そして2001年5月、スウェーデンのゴッテンブルグで開かれた「ビルダーバーグ会議」で最終合意が取り交わされ、スパコンによる周到なシミュレーションを経て決行されたというわけである。

それが成功した暁は、演出された世界的な危機のもとで戒厳令発動と軍政移管を契機にアメリカの国家主権を終焉させ、「北米連合」(NAU）を発足。

ついで各国を「世界連合」（Global Union）へと統合し、食糧資源とエネルギー資源を制して地政学的覇権を成し遂げる。

“ロックフェラー家の代理人”たるヘンリー・キッシンジャー元米国務長官はかつてこう述べたことがある、「食糧供給を支配する者が人々を支配し、エネルギーを支配する者が全大陸を支配し、通貨を支配する者が世界を支配できる」。





【12】911事件を契機にまず当面の目的としては、

第一に、石油・天然ガス、武器、麻薬などの権益を狙ったエネルギー資源の独占と軍産複合体の復活がある。

とくにアフガニスタン攻略は、『USニューズ&ワールドレポート』が4兆ドルと見積もった広大なカスピ海海域に眠る約500年分もの価値ある手付かずの天然ガス・石油資源を、アフガニスタンからパキスタンを経由してインド洋まで運ぶパイプライン計画のため、といっても過言ではない。

まだチェイニーがハリバートン社の会長兼CEOだった1998年当時、彼はカスピ海海域のエネルギー資源についてこんなスピーチを行っている、「カスピ海ほど突然浮上して戦略的に重要になった領域は、いまだかつてない」。

そのため、アフガニスタン首相に指名されたのが、カリフォルニアの石油企業ユノカルの元コンサルタント、ハミド・カルザイだった。「傀儡」としての彼の役割は、ユノカルの事業であるパイプライン計画を滞りなく円滑に進めることにあった。

それと同時に、CIAの後ろ盾でソ連と一戦を交えたアフガン内戦にかかわる極秘作戦の「証拠」を消しておく必要もあった。

また何よりアフガニスタンは世界最大のケシ栽培産地として知られるが、ニューヨークタイムズ(2008/10/4)は、カルザイの実弟アフメド・カルザイがアフガンの麻薬取引に関与し、過去8年間にわたってCIAから定期的に報酬を受けていたことを、またワシントンポスト(2010/8/27)は、CIAがカルザイ政権高官の複数メンバーに秘密資金を提供していたことをスクープで報じた。





【13】第二に、イスラエルの生存と勢力拡大に基づいた「大イスラエル」構想、すなわち宿願の「ユダヤ国家」樹立という目的がある。

彼らシオニストの野望とは、旧約聖書の一節、

「あなたの子孫にこの土地を与える。
エジプトの川から大河ユーフラテスに至るまで、カイン人、ケナズ人、カドモニ人、ヘト人、ペリジ人、レファイム人、アモリ人、カナン人、ギルガシ人、エブス人の土地を与える。」（創世記15:18-21　邦訳は日本聖書協会『聖書　新共同訳』による）

という「神の契約」を成就させることにある。

そのためアメリカとイスラエルは結託して、エジプト、レバノン、トルコ、シリア、ヨルダン、イラク、サウジアラビアにまたがる中東一帯の肥沃な土地を略奪・占領支配し、それに敵対する「ならず者国家」はことごとく軍門にくだり異民族もろとも殺戮・迫害されることになるだろう。

かつてナチス・ドイツは「生存圏」確保のために領土拡張を図ったが、イスラエルはそのやり口を見事に踏襲しているのである。

元来、シオニズムはナチズムと表裏一体の関係を形成し、本質的に「反ユダヤ」であるがゆえに、正統派の立場に立つユダヤ教団体ネトゥレイ・カルタはシオニズムを異教とみなし、ユダヤ教の本質から逸脱したものとしてイスラエル建国には反対の姿勢を貫いている

ナチス独裁の契機となったベルリンの帝国議会議事堂の炎上事件とは、共産党の仕業に見せかけるためナチスが仕掛けた「自作自演の放火」であったが、今回もそれと同様の手口、イスラムの仕業に見せかけた「自作自演テロ」以外の何ものでもない。





【14】1962年3月、アメリカ統合参謀本部はキューバへの軍事侵攻を正当化する口実として自作自演テロ「ノースウッヅ作戦」を極秘に立案・計画したが、実行寸前まで行ったところでジョン・F・ケネディ大統領に却下され、あえなく頓挫。

『米国によるキューバ軍事侵攻の正当化』と題されたそのシナリオとは、キューバ軍の軍服を着て変装した特殊工作員たちにグアンタナモ米軍基地を攻撃させ、グアンタナモ湾やキューバ海域にあるアメリカ船舶を爆破。

マイアミ地区、フロリダ各市、首都ワシントンなどアメリカ本土においてもキューバ難民への襲撃やキューバ難民を乗せた貨物船(嘘でも本当でもかまわない)を爆破して撃沈。

入念に選んでおいた場所をプラスチック爆弾で爆破させ、「キューバ工作員」を逮捕し、前もって準備しておいたキューバ関与の立証となる偽造文書を発表してキューバ政府の無責任さを印象づける。

こうした“挑発行為”に乗じる形で、「リメンバー・メイン(米西戦争）」のスローガンと「共産主義キューバ・テロ」のキャンペーンを掲げ、キューバ・カストロへの報復攻撃を仕掛けようと画策するものだった。

とりわけこの作戦で刮目に値するのは、無人の民間旅客機と替え玉のニセ旅客機とをあらかじめ用意しておき、フロリダ南部で待ち合わせて両機をすり替え、入念に選ばれた偽名の乗客たちを乗せたダミー機の方はフロリダのエグリン空軍基地へ、遠隔操縦された無人旅客機の方はキューバ領空まで飛ばして自爆させ、「キューバのミグ戦闘機によって撃墜された」との緊急事態発生の無線交信を最後に消息を絶つというシナリオまで立てていたことである。

要するに今回の911事件は、その未遂に終わったプランを再度焼き直したものであり、中東への侵攻を抵抗なく受け入れさせるためのマインド・コントロールとして、彼らの言葉を援用するなら「新たな真珠湾攻撃のような、破局的な変化を引き起こす事件」を画策するプロパガンダとして役目を果たしたのである。

ブッシュも本望だったのか、事件当夜、日記に「21世紀のパールハーバーが今日起こった」と書き留めて眠りについたという。





【15】世界貿易センター(WTC)ビルは1960年代初め、デイヴィッド・ロックフェラー(弟)が発起人となり、当時ニューヨーク州知事だったネルソン・ロックフェラー(兄)の強力なバックアップによって建設された。

ゆえに一対のタワーは、彼ら兄弟の名を冠して「デイヴィッド＆ネルソン」と呼ばれる。

それが標的として狙われた理由の1つは、老朽化に伴う維持費の高騰やテナント数の減少、それに建材に大量使用されている有害物質アスベスト除去のコスト高対策といった同ビル自体が抱え込んでいる諸問題をあらかじめ見越した上での一石二鳥の解決プラン、言わば「都市再開発事業」そのものであった。

そこに2機を続けざま時間差攻撃で突入させたのは、人の記憶に強く印象づけるためのすぐれて軍事的なターゲット・エスカレーションを企図したもの。

それと併行して用意周到にスタンバイされたライブ中継、通信衛星を使った世界配信もまた、衝撃度の高い映像を見せつけ畏怖心を煽ろうとするマスメディア操作による心理戦争の定石だったのである。





(マック・レイカー『9/11トリック「テロ」は起きなかった』より)








    平和組曲[38]『311を知るには、911アメリカ同時多発テロ事件の真相を知れⅡ』
    ♪～降りなさい虚飾の冠をぬいで～
～降りなさい欺慢の冠をぬいで～♪





【アメリカによる自作自演『911アメリカ同時多発テロ事件』から見える闇と陰謀】





【16】24時間臨戦態勢にあるはずの迎撃戦闘機がどの空軍基地からもいっこうに緊急出動しなかったのか？

出遅れたのか？

万一民間旅客機がハイジャックされたり、規定の飛行進路をそれて管制塔からの呼びかけに答えなかったりした場合、米連邦航空局はただちに米軍と北米防空司令部に通報し、戦闘機を緊急発進させる手続きをとる。

にもかかわらず、スクランブル指令、緊急対応システムはその時だけ解除されていた。

なぜかと言えば、9月11日当日の朝、事件前から事件が起きていた真っ最中にかけて、少なくとも5つの大規模な軍事模擬演習が「タイミングを合わせ」実施されていたからである。

その中には、あたかも911事件を想定したかのような「米国家偵察局本部ビルへの旅客機突入」も組まれていた。

スポークスマンによれば、事件発生後、必要最小限の要員だけを残し、局の本部で働く3,000人のほとんどが帰宅を命じられたという。

事件当日、軍事演習に参加していた者たちにとっては現実に起きていた「本番」も演習の一環でしかなく、この日の演習のために戦闘機がみな遠方へと出払ってしまい、緊急時には何ら用をなさなかった。

それらの演習を計画立案し、ホワイトハウス地下の大統領緊急作戦センターで陣頭指揮を執っていたのは、事件4か月前の2001年5月8日、大統領令によって対抗演習および作戦訓練を統括指揮する最高責任者としての権限を与えられた副大統領のチェイニーであったが、1995年から2002年まで米陸軍に所属し中央軍でも活動したラウロ・シャヴェス元軍曹の証言によると、「チェイニーはスクランブル解除の命令を下していた」という。

事件3か月前の2001年6月1日、チェイニーがプロトコル変更の命令を下したことにより、スクランブル指令にはラムズフェルド国防長官の承認が必要となった。

しかし当のラムズフェルドは攻撃完遂を無事に見届けるまで故意にやり過ごした。

ペンタゴンのスポークスマン、クレイグ・キグリー海軍少将が語るには、ペンタゴンが攻撃された直後、執務室にいた国防の最高責任者は緊急事態だというのに国家軍事指揮センターへ向かわず、「約15分間」負傷者救助の手伝いに奔走していたという

ゆえに航空安全・防衛システムはその時だけ都合よく“機能麻痺”に陥っていたというわけである。

事件後、ホワイトハウスの首脳たちは「旅客機が兵器として使われるなんて思いもよらなかった」とまるで寝耳に水であったかのようにとぼけてみせたが、その裏では旅客機を兵器として用い標的となるビルに激突させる模擬演習を計画、遂行していたわけである。

しかも2年前の1999年、ハイジャックされた旅客機が標的となるWTCビルとペンタゴンに突入し兵器として使われるというシミュレーション訓練に取り組んでおり、ついで事件3か月前の2001年6月にも、政府内のならず者もしくは何者かが巡航ミサイルと無人標的機をハイジャックしてテロ攻撃を仕掛けるというシナリオで「アマルガム・ヴァーゴ 01」と呼ばれる“9/11予行演習”を敢行していた。

そしてその演習マニュアルの表紙を飾ったのが、オサマ・ビン・ラディンであった





【17】ペンタゴンも2000年10月と2001年5月、民間旅客機ボーイング757型機のペンタゴン激突と大量死傷者救助という緊急事態をシナリオとして想定した机上シミュレーションを行い、またユナイテッド航空93便が墜落したとされる現場の隣郡ウェストモアランドでも2001年6月16日、ショッピングモールが爆破されたという想定のもとに対テロ攻撃の模擬演習が展開された。

ちなみにこの演習の緊急チームは、「93便」の現場へもすばやく配備されていた。





【18】事件が起きるのを前もって予見できていたにもかかわらず、わざと無関心を装って警戒を怠っていたことも露見している。

事件2年前の1999年9月、米連邦政府調査部が出した議会図書館リポート『テロリズムの社会学と心理学：テロリストになるのは誰か、なぜか？』）は、「アル・カイダの自爆テロ犯らがアメリカの定期旅客機に高性能プラスチック爆薬を持ち込んでペンタゴンやCIA本部、あるいはホワイトハウスへ強行着陸する可能性がある」と指摘し、警鐘を鳴らしていた。

事件2か月前の7月、FBIはオサマ・ビン・ラディンを名指しした機密メモを作成し、「世界中の民間航空産業にイスラム過激派をパイロット、警備員、航空整備士として配置するための協調すべき第一歩として、飛行学校へ生徒を送り込んでいるかもしれない」と飛行学校を捜索していた。

事件2カ月前の7月10日、CIA長官ジョージ・テネットとCIAテロ対策センター所長J・コファー・ブラックは国家安全保障担当大統領補佐官コンドリーザ・ライスとともに会合を持ち、「アル・カイダが近くアメリカ本土を攻撃する可能性はきわめて高い」としてただちに緊急行動をとるよう要請したが、彼女はそれを気にもとめず、何の措置もとらなかった。

事件1か月前の8月6日、 CIAは「オサマ・ビン・ラディンとアル・カイダが民間旅客機のハイジャックを目論んでいる」との1ページ半におよぶブリーフィングをブッシュ大統領に届けていた。

事件2日前の9月9日、「地球上からアルカイダを掃討するための行動計画」と題する文書が、正式な大統領令としてブッシュの署名を待つだけになっていた。

複数の情報筋が匿名を条件に明かしたところによれば、アフガニスタンでの外交的イニシアチヴから軍事作戦まで多岐にわたるアルカイダへの全面的な戦争計画が詳細に練られ、すぐにも発動できるようになっていたという。

つまりは準備万端、用意周到に手筈を整えていたからこそ、即座に「対テロ戦争」へとスムーズに取りかかることができたわけだ。





【19】ブッシュ大統領は911事件当日、フロリダ州サラソタのエマ・ブッカー小学校で、リーディングの授業に参加するため小学校を訪れた彼は、まだ教室に入る前、外で待機していた時に航空機がWTCビルに激突するところをテレビで見たと発言している。

まだテレビで中継されてもいなかった1機目の突入シーンを、である。

よほど強調しておきたかったのか、2002年1月5日カリフォルニア州オンタリオのタウン・ミーティングでも、彼は再度同じ発言を繰り返している。

ブッカー小学校のグウェン・リゲル校長は後日インタヴューの中でこの件に触れ、

「絶対にありえません。
だって廊下や教室付近のどこにもテレビなんてなかったんですから」と答えた。

またMSNBCの記事によると、リゲル校長は授業開始前に控室で大統領と話す機会があり、彼から初めてこう聞かされたという、「飛行機が世界貿易センターにぶつかったよ、民間旅客機が」。

ブッシュは意に介すことなく、さも何事もなかったかのように予定どおり、教室に入って授業に参加する。

午前9時05分、授業中しばらくして大統領主席補佐官アンドリュー・カード・ジュニアがブッシュのそばに歩み寄り、「2機目の飛行機がタワーに衝突しました。アメリカは攻撃を受けています」とわずか「3秒間だけ」耳打ちする。

ブッシュのリアクションは報告に一言も問い返すことなく、顔色1つ変えず、生気のない表情で目を泳がせ、なおも10分近く授業に没頭していたのである。

ようやく彼が正式なステートメントを発表したのは午前9時30分、カードの報告を受けてから25分も経ってのことだった（児童の安全確保を怠り、子どもたちをバックに勢ぞろいさせて見せたのも予定された演出）。

国家の大事より授業の方がよほど大事だったのか、緊急非常事態にも動じないブッシュの態度はもう立派というほかはない。

だがそれはとりもなおさず、シークレット・サービスもまた事前に「テロ攻撃」を知りながら要人警護をわざと怠って見過ごしていたということを意味する。

さらに言えば、副大統領のチェイニーが陣頭指揮に当たるためには、何としても不都合なブッシュを遠隔地へ留め置く必要があった。





【20】911の軍事テロ作戦で利用された航空機は、いずれも「自爆テロ」によってではなく、外部からの遠隔操作でリモート・コントロールされていた、というのが事の真相である。

英国航空の元社長ロバート・エイリングは「エコノミスト」誌(2001/9/20)のインタヴューで、「ハイジャックが起きた時に航空機を地上または空中から乗っ取って自動操縦することは可能」と答えている。

またニューヨークタイムズ(2001/9/28)によると、ブッシュ大統領も事件後しばらくして、「たぶん遠い将来、航空管制官のリモート・コントロールによって遭難機を着陸させるための新技術が可能になるだろう」と発言。

もっとも「遠い将来」とわざと煙に巻き欺いているが、この遠隔自動操縦システムはとうに実用化の域に達している。

NASAとFAAは共同プロジェクトで1984年12月、ボーイング720型機を使った遠隔自動操縦による衝突実験をカリフォルニア州エドワード空軍基地内のNASAドライデン飛行研究センターで行ったほか、ペンタゴン国防高等研究計画局もハイジャック対策として「ホーム・ラン」と呼ばれる最先端技術をボーイング社と共同開発、ボーイング757型機と767型機にはタキシングから離陸～飛行～着陸までの全航行を完全自動操縦で行える遠隔制御可能な「フライト・コントロール・システム」が組み込まれていた。

事件前月の8月25日には、米空軍のために開発された高精度自動着陸システムによるテスト飛行が、ニューメキシコ州ホロマン空軍基地で民間航空機ボーイング727-200型機を使って実施されていたが、これは米軍需大手メーカーのレイセオン社が独自に開発した、全地球測位システムベースの精密プログラムに基づいて航空機を安全に自動着陸させる相対GPS地上局である。

また、ペンタゴン最高財務責任者ドヴ・ザケイムが1997年から2001年にかけてCEOを務めていたシステム・プランニング社は、一度に8機のハイジャック機をオペレータが地上または空中から「ハイジャック」して遠隔自動操縦で安全輸送できる精巧なテクノロジー、「コマンド・トランスミッター・システム」および「フライト・ターミネーション・システム」をすでに開発している。





【21】911事件でWTCビルに突入した航空機は、いずれも米軍基地から飛び立ち民間航空機に見せかけた無人のダミー機だった。

遠隔誘導されたダミー機はビル壁面に照射された誘導用レーザーマーカーの反射光を探知しながら攻撃目標に見事命中、しかも格子状に組んだ頑丈な鋼鉄の外壁パネルを突破する攻略として胴体底部のポッドからミサイルまで発射していた(かねてからボーイング社は民間旅客機をベースにミサイル装備の哨戒爆撃機を製造する準備を進めていた）。

ビル壁面に照射されたレーザー光スポットはカメラプラネットやNBCのビデオ映像で、またミサイルが発射されたことを示すオレンジ色の閃光は、フランス人カメラマンが撮影した有名な「消防士ビデオ」（消防士に変装した特殊工作員誘導のもと偶然を装って撮影させた）やドイツ・シュピーゲルTVのビデオ映像などで明瞭に確認できる。

2機目の衝突を目撃したFOXニュースリポーターのマーク・バーンバックはこう証言する、

「確かに民間旅客機のようには見えなかったし、機体側面に窓がなかった」

「空港で見たことのある通常のフライトではなかった」

「機体前部に青色のロゴがあり、この辺では見かけない飛行機だった」と。

元米空軍大佐ジョージ・ネルソンは航空機整備の分野において30年のキャリアを持ち、航空機事故調査委員会メンバーをも歴任したエキスパートであるが、数多くのビデオクリップや写真を精査した上で次の見解を述べた、

「南棟タワーにぶつかった飛行機はユナイテッド航空175便ではない」

「それは民間旅客機ではなく、替え玉である」と。

また、20年以上の熟練パイロット、グレン・スタンディッシュも様々なビデオクリップを観察した結果、その航空機は、

「胴体の底部に余分な装置が取り付けられているように見えるところから、ユナイテッド航空175便ではありえない」

と述べ、やはり20年以上の経験を積んだ定期航空パイロットのニラ・サガデヴィンも、崩壊したWTCビルの現場で見つかったエンジンの写真を検証し、

「貿易センターで見つかったエンジンはCFM-56というもので、それはボーイング767型機で使われているものではない。
南棟タワーにぶつかったのは175便ではなく、別の航空機とすり替えられたものだ」

と答えている。





【22】911事件で実際に就航していたはずの民間航空機はどうなったのかという疑問が残る。

これを解くカギはアメリカ運輸統計局の「航空機離発着記録」にあった。

当局の公式発表によれば、WTCビル1号棟に突入したアメリカン航空11便(ボーイング767-223ER型機、92名)はボストンを出発、ペンタゴンに突入した同航空77便(ボーイング757-223型機、64名)はダレスを出発し、ともにロサンゼルスへ向かったことになっているのだが、実際はどうだったか？　

通常11便と77便は定期便として就航しているが、なぜか9月11日だけ記録が抜け落ちて運航スケジュールになく、その両機の代わりに臨時便と思われる記録のない航空機がそれぞれ離陸していることが「航空機離発着記録」から判明したのである。

「航空機離発着記録」によると、事件前日の9月10日、11便と同じ機体登録番号(N334AA)を有するアメリカン航空198便がサン・フランシスコからボストンへ向けて出発したことになっているが、翌11日のデータを確認してみると到着時表示が「0」になっており、198便はボストンに到着していなかった。

同じく77便と同じ機体登録番号(N644AA)を有する民間旅客機も、8月と9月、ボストンとダレス、そのどちらともBTSデータベースにリストアップされてなかった。

以上から判断すると、11便と77便は事件当日就航していなかったことになる。

通常、破損した航空機は24時間以内に登録が取り消されるが、11便と77便の機体登録番号(N334AA/N644AA)にかぎっては、2002年1月14日に登録が取り消されていた。





【23】WTCビル2号棟に突入したユナイテッド航空175便（ボーイング767-222型機、65名）はボストンからロサンゼルスへ、ペンシルヴェニア州ピッツバーグ郊外で墜落したユナイテッド航空93便(ボーイング757-222型機、44名)はニューアークからサン・フランシスコへ飛び立ったことになっているが、なぜかBTSデータベースにはどちらも滑走路上で25分～27分間待機した後、到着地変更になっており、どこへ向かったかは記録に残されていない。

では到着地変更された93便と175便はいったいどこへ行ったのか？

ここに興味深い記事がある。

それによると、9月11日午前10時10分に69名の乗客を乗せたデルタ航空1989便が、ついで午前10時45分には200名の乗客を乗せた「謎の旅客機」がオハイオ州クリーヴランド・ホプキンス空港に緊急着陸したという。

175便と同じボストン発ロサンゼルス行のデルタ航空1989便は通常の滑走路に着陸したが、なぜか「謎の旅客機」の方は通常の滑走路ではないNASA施設内のまだ計画中だった滑走路に着陸した。

午前11時15分、後に到着した「謎の旅客機」の乗客から先に解放され、1989便の乗客は着陸2時間20分後の午後12時30分になってようやく機内から解放された。

それから1989便の乗客はFAA空港ビルに移ったが、「謎の旅客機」の乗客らはNASAグレン研究センターへと連れて行かれ、FBIエージェントによるインタヴューを受けている。

空港内にいた人たちはただちに帰宅するよう命じられ、自分の車やバスを利用することも禁じられた。

マイケル・ホワイト市長は記者会見で、

「爆発物を積んでいる恐れのあるボストン発ボーイング767型機をクリーヴランド・ホプキンス空港に緊急着陸させた」

「空港の安全なエリアに移動し、避難させた」と述べたが、結局爆弾は見つからなかった。

AP通信が伝えた記事によると、ユナイテッド航空の見解として、

「その飛行機は93便と判明」

「もう1つのフライト、175便についても深く憂慮している」

つまり93便は安全に着陸し、175便はWTCビル突入から2時間経っても依然行方不明のままだという。

だが後になって、この記事は「不正確な事実だった」と撤回、削除された。

「航空機離発着記録」データベースによると、事件前日の10日、93便と同じ機体登録番号(N591UA)を有する民間旅客機が2機、同時間帯に存在していたことになっている。1機(78便)はサンフランシスコからニューアークに午前6時54分到着、もう1機(507便)はボストンからシカゴへ向けて午前7時39分に離陸していた。

その日ボストンに(N591UA)が到着したという記録はなく、ニューアークの方だけ午後7時40分に離陸した記録が残されている





(マック・レイカー『9/11トリック「テロ」は起きなかった』より)






    平和組曲[39]『311を知るには、911アメリカ同時多発テロ事件の真相を知れⅢ』
    ♪～人類の歴史が燃えつきる前に～
～国を越えて手を差し延べ合おう～♪





【アメリカによる自作自演『911アメリカ同時多発テロ事件』から見える闇と陰謀】





【24】「社会保障死亡者索引」を調べていたTeam8+メンバーのデュルセ・デコラムは奇妙なことに気付いた。

すでに亡くなったはずのパイロットがまだ何人か生存しており、93便と175便の機体登録番号(N591UA/N612UA)と同一の民間旅客機が事件後もずっと運航しているというのだ。

その機体登録番号は2005年9月28日まで有効だったが、その後登録抹消された。

通常、航空機の墜落事故においては原因究明のために事故調査を行い、回収した機体の残骸や遺留品、ブラックボックスなどからシリアル・ナンバーを照合して、実際に衝突・墜落した航空機が「ハイジャック」された4機かどうか同定しなくてはならないが、事故でなく事件だとの理由で今回だけ調査から外れ、厳密な科学的検証が行われることはなかった。





【25】ブッシュの弟マーヴィン・ブッシュは1999年から2002年にかけて航空保険引き受け会社HCCインシュランス・ホールディングスの重役を務め、また1993年から2000年にかけてはWTCビル、ワシントンのダレス空港(77便)およびユナイテッド航空の電子セキュリティ・システムを請け負っていたセキュラコム社の重役でもあった。

セキュラコム社の会長兼CEOを務めていたのはハート・ウォーカー三世、マーヴィン・ブッシュの従兄弟である。

そしてボストンのローガン空港（11便と175便）とニュージャージーのニューアーク空港(93便)のセキュリティ管理を任されていたのが米ハントレー社(モサドのフロント会社)で、その親会社はオランダ・アムステルダムに拠点を置く航空および輸送の警備会社ICTSインターナショナルNVだった。

主に2人のイスラエル人によって経営されており、オーナーの1人はメナヘム・アツモン。

かつて彼はイスラエルのアリエール・シャロン首相やベンヤミン・ネタニヤフ元首相らの右派リクード党に資金援助していたイスラエル開発基金の社長を務め、1996年違法な資金調達により有罪判決を受けていた。

そしてもう1人は、モサド共同創設者および秘密警察シン・ベト初代長官のイッサー・ハレルと同じ名を冠するエズラ・ハレル。

ICTS職員にはモサドやシン・ベトの元担当官が多い。

主要なビジネス・パートナーには、IDFのスティーヴン・フリードマンや、米化粧品会社エスティ・ローダー会長で世界ユダヤ人会議やユダヤ民族基金などシオニストとしても精力的に活動するロナルド・ローダーらがいる





【26】911テロ作戦では、マサチューセッツ州オーティス空軍基地から2機編成のF-15戦闘機が飛び立ち、WTCビルへ向かう航空機をしっかり追尾していた。

むろんビルに衝突するのを阻止するためではなく、万一突入に失敗したケースを想定し、不時着機をステルス巡航ミサイルで爆撃するつもりだった。

175便の突入直後にF-15戦闘機が横切る姿をFOXニュースの映像が捉えている。





【27】予定どおり航空機がビルに衝突したあとは、爆弾処理班によって事前に仕掛けられた軍用高性能プラスチック爆薬および軍用高性能テルミット爆薬を外部からの無線遠隔操作で制御発破させる手筈になっていた。

WTCビル2号棟97階にある投資顧問会社フィデュシャリー・トラストのオフィスに勤務していたスコット・フォーブスの証言によれば、事件直前の9月8日から9日の週末にかけて、WTCビルのコンピューター帯域幅を増加させるための「情報通信配線改修工事」が、ニューヨーク州港湾管理局の通達により実施されていたという。

改修工事に先立つ9月5日には爆弾探知犬が引き上げられ、工事の間ビル上層階は前例のない36時間もの電力供給停止措置がとられた。

停電によってドアのセキュリティ・ロックや監視カメラシステム、ID管理システム、上層階へのエレベーター稼働はパワーダウンとなり、その間ふだん見かけたことのない「つなぎ服姿のよそ者たち」が建設ギアや道具箱などを運び込んで自由に出入りしていたとフォーブスは述懐する。

このWTCビルはセキュラコム社が830万ドルを拠出して1996年から2000年にかけて新しい電子セキュリティ・システムを導入、また事件当日ACEエレベーター社による「近代化プログラム」システム移行のため、83人のエレベーター整備士たちが現場に入っていたが、ビル崩壊前には撤退していた。

そして事件後、監視カメラのビデオテープやメンテナンス記録はすべて行方不明となった。





【28】WTCビルの「制御解体」はほぼ計画どおりに実行された。

まず地下にあるエレベーター・シャフトの底部から発破をかけて土台を脆弱にし、ついで主体構造であるセンターコアを指向性爆薬で完全に骨抜きにする。

あとは上層階から数階おきに順次発破、そのままビルの質量をうまく利用して自重崩落へと至らせた。

要はWTCビルの構造メカニズムを知りつくした上で効率的に倒壊させたわけである。

全倒壊させてしまえば、爆破した証拠も後に残らないで済む。

ただ想定外だったのは、WTC2号棟に衝突した航空機が中心よりも右側に逸れてしまったため、ジェット燃料の大半が大気中へばらまかれ、先に衝突した1号棟よりも早く火が消えかかっていたことだった。

それでやむをえず急きょ計画を変更して、2号棟の方から先に倒壊させることにしたわけだ。

おまけに、爆破によって230フィートも「水平方向へ」重力に抗って勢いよく吹き飛んでいった鋼鉄部材やコンクリート塊、最大600フィートも「水平方向へ」吹き飛んでビルに埋まった何トンもの大量の鋼鉄の破片、下層階の至るところからフライングで噴き出した爆煙が写真や映像にしっかり撮られてしまったことも大きな誤算だった。

手がかりとなる痕跡を残す愚を犯したのだから。





【29】仕掛けられた爆弾による爆破を裏付ける有力な証言がある。

WTCビルに15年勤務している大工のマルレーネ・クルズは、WTC1号棟の地下で起きた爆発のせいでニューヨーク市ベルヴュー病院に担ぎ込まれた最初の負傷者であるが、ABCニュースの顔として知られるピーター・ジェニングスのインタヴューを受けた際、貨物エレベーターで移動中に爆発が起きてドアが吹っ飛び、降下していったが階と階の間で停止して運良く助かったと証言した。

またWTCビルで定置機関運転技師として勤務するマイク・ペコラーロと同僚らは1号棟の地下にいた時に爆発音のあと部屋中白煙が立ちこめていったと証言、彼らの職場である地下の機械工場は完全に破壊されて瓦礫となり、約300ポンドはある鋼鉄とコンクリートでできた防火扉までがアルミホイルのようにひしゃげて床に倒れているのを目撃し、爆弾がビル内部で爆発したと確信を持った。

またWTC1号棟の地下4階で保守管理要員として働いていたホセ・サンチェスは、航空機がぶつかるのと同時に地下で爆弾のような爆発がしたのを聞き<

「ビルの中で爆弾が爆発したぞ」

と叫んだのを覚えていて、貨物エレベーターから噴き出した火の玉で自分の髪が焼け、救助した同僚も足を負傷したという。

同じく保守管理要員としてWTC1号棟地下1階のオフィスにいたウィリアム・ロドリゲスも、

「航空機がぶつかる直前に地下でものすごい爆発音を聞いた」

「その爆発音で体が浮き上がった」

と話し、居合わせた職場の同僚14人とも皆そう感じ取ったという。

最後の生還者でもあったロドリゲスは、独力で15人を救助したことによりホワイトハウスからその英雄行為を称えられ、故国プエルト・リコからは「国民の英雄」なる称号も受けているが、911調査委員会で先の爆弾証言を行うと一転して無視され、最終報告書にそれが記載されることはなかった、名前すらも。

「亡くなった犠牲者、愛する人を失った家族のために、真実がつまびらかにされるまでずっと語り続けていく」、そう彼は決心を固めた。





【30】現場へ駆けつけたニューヨーク市消防局スタッフの間でも爆弾によるビル爆破の報告は相次いでいた。

その1人、ハーレム地区第47団消防隊のルイ・カッチオーリ消防士はこう話す、

「私たちは飛行機が突入したあと最初にWTC2号棟に入っていきました。
働いている人たちを避難させる指揮に当たるためエレベーターで24階に上がり、仕事にとりかかろうとした矢先に爆弾が爆発したのです。
ビルに爆弾が仕掛けられていたと私たちは思っています」。

ちなみに前出のロドリゲスもWTC1号棟の20階から34階の間で爆発音を何度も聞いている。

また事件当日収録されたビデオで、現場の消防士は、

「ビルに爆弾が仕掛けられているぞ、引き上げろ」と叫び、別のFDNYスタッフも、

「何人かを救出しようとしていた時に2次爆発があり、その結果倒壊した」とコメントしている。

FDNY安全局長アルバート・チュリは、

「2次装置の1つはビルの中に、もう1つはタワーに衝突した飛行機の中にあったかもしれない」

「それらの2次爆発であまりにも多くの人が亡くなった」

と報告し、消防司令補エヴァンジェリスタと消防コミッショナー補佐スティーヴン・グレゴリーはともに、

「ビルが倒壊する前に2号棟の低層階で複数の閃光が瞬くのを目撃した」

「その閃光はビルを爆破する時に見るようなものだった」

と答え、緊急医療隊隊長カリン・デショアは、

「WTCビルの中層階あたりでオレンジと赤色の閃光が瞬き、最初は1つだったのがビルの端から端まで閃光が弾けていき、爆発が始まった」

「爆発はますます大きくなり、ビルの上下からやがて全体へと広がっていった」

と発言している。

これら「爆発音を耳にした」「閃光を目撃した」という重要な証言は、WTCビルから脱出した生存者をはじめ、警察官、消防士、TVリポーターなど数多くの目撃者が現場で報告していたにもかかわらず、主流メディアは事件翌日から報道管制を敷いて封印、911調査委員会の最終報告書にも一切取り上げられることなく事実上無視された。





【31】ニューヨーク州コロンビア大学のラモント・ドハーティ地球観測所の地震計が示す観測記録によると、地震計は、WTC1号棟に航空機が突入した午前8時46分40秒の14秒前にあたる午前8時46分26秒(マグニチュード0.9)と、2号棟に航空機が突入した午前9時03分11秒の17秒前にあたる午前9時02分54秒(マグニチュード0.7)にそれぞれ振動が記録されている。

また、午前9時59分04秒(マグニチュード2.1)と午前10時28分31秒(マグニチュード2.3)には地震波のピークが記録されており、前者は2号棟が、後者は1号棟が「崩れ始めた時」、つまりビル自体の崩落が地面を打つ寸前に最大エネルギーのスパイクが地面に入った瞬間を示している。これらの説明できない地震データは、WTCビルの倒壊が爆破によって引き起こされたということを実証的に裏付けるものである。





【32】火災にも衝撃にも耐える構造を持つはずのブラックボックスがいまだに公表されていないのはなぜか？　

公式の報告では「発見できなかった」とされるフライト・データ・レコーダーとコックピット・ヴォイス・レコーダーは、4つあるうちの3つが、実はFBIとニューヨーク消防隊員らの捜索活動によって2001年10月、崩壊したWTCビルの瓦礫から見つかっていた。

しかしFBIエージェントは2人の消防隊員マイク・ベロンとニコラス・デマージに「口外するな」と箝口令を敷き、結局ブラックボックス回収が公表されることはなかった。

FBIとFDNYのスポークスマンはいずれも回収を否定、911調査委員会の報告書も「アメリカン航空11便とユナイテッド航空175便のCVRおよびFDRは見つからなかった」と結論づけた。

いったいなぜFBIは公表に二の足を踏んだのか？　

むろん公表されるとまずいことがあったからにほかならない。

彼らには分かっていた、回収されたブラックボックスには何も記録が残されていなかったということが。

なぜなら外部からの遠隔操縦コードが働くと、緊急事態を伝えるトランスポンダーのスコーク発信は遮断されてしまい、電源も切れ、データは空白となる仕組みだからである。





【33】倒壊したWTCビルの残骸、とりわけ鋼鉄製の中心支柱47本と周辺梁240本は重要な物的証拠として見逃すことはできない。

本来なら現場の保存および証拠物保全に努めなくてはならないそれらの建築資材が、わずか数時間後には現場から手際よく撤去されていき、あるいは計略的に盗まれ、まるでスクラップ同然にスタテン島のゴミ埋め立て処分場やリサイクル工場へと散財していった。

つまりは瓦礫や残骸から爆薬による痕跡、硝煙反応(亜硝酸塩)が検出されたりしないよう、証拠保全・現場検証は怠りなくないがしろにされたわけである。

そんな芸当ができるのも何のことはない、WTCビル爆破と瓦礫撤去の“マッチポンプ”を請け負っていたのが、オクラホマ連邦政府庁舎ビル爆破事件(1995年)にも絡んでいたコントロールド・デモリション社という高層ビル爆破解体の専門会社で、オクラホマでも同様の手口で証拠隠滅を図るなどした。

とりわけ重要なのは、WTCビルのメインタワーはもとより、航空機がまったく突入してもいない7号棟の地下においても熔鋼が観察されていた点である。





(マック・レイカー『9/11トリック「テロ」は起きなかった』より)






    『911大ホラ吹き』
    
			311東日本大震災後、日本人のアメリカに対する好感度が劇的に向上しました…。



		

ある調査によると、米国に対して好感を持っているとの回答は85％…。

米軍による昼夜問わずの救援活動、トモダチ作戦がその要因です…。

[image: ]

福島第一原発事故は、東電のせい…!?

ちょっ、ちょっと待って下さい…!!

311を知るには、911の真相をもっとよく知るべきです…。





あそこの政府は…、

『911大ホラ吹き』だってことを忘れてませんか…!?

911の真相→http://www.youtube.com/watch?v=H_nRnf0Xdv4&fea..

崩壊の疑惑1/5→http://www.youtube.com/watch?v=6xhWCEqbv5E&fea..

崩壊の疑惑2/5→http://www.youtube.com/watch?v=aNXEGz8XwbY&fea..

崩壊の疑惑3/5→http://www.youtube.com/watch?v=FsT6twBtH6o&fea..

崩壊の疑惑4/5→http://www.youtube.com/watch?v=EtCZOt0r9B0&fea..

崩壊の疑惑5/5→http://www.youtube.com/watch?v=dPx6cCYNlvw&fea..

トンデモ映像→http://www.youtube.com/watch?v=9vIR0uaDSuA&fea..

奇妙な一致?→http://www.youtube.com/watch?v=klAtO-tJG6A&fea..

恐怖! 超常現象? →http://www.youtube.com/watch?v=KZMKXAlY7Yw&fea..

念写？浮遊霊？→http://www.youtube.com/watch?v=cbOiyiOvC8g&lis..






    【速報】今年のNHK紅白歌合戦を、観てはいけません!!!
    
			【今年の紅白の目玉は「三角形とピラミッド」!?  NHKも「イルミ会社」だった!?】


		


いやはや、今朝のNHKの「あさイチ　紅白スペシャル」を見ていたら、驚きの情報が出て来た。
私は、この大晦日の紅白歌合戦にどうしてアメリカの邪悪な悪魔主義者の歌手でイスラエル娘のレディー・ガガが出て来るのか。
といぶかしがっていたら、今年の紅白の舞台セットは「三角形とピラミッドが基本になっている」というのである。
まさしく「イルミナティーのセット」である。
そのセットをデザインしている連中がこれまたなぞの人々、つるっぱげのスキンヘッドのいかにもフリーメーソンぽい連中であったのだ。
おそらく彼らは日本人ではないのだろう。
その辺はよくわからない。
どうやら、NHKも完全に「イルミ企業」の一員になっているということの証明だろう。
まあ、そんなわけで、いまでもNHKは国民のための放送局ではなく、あっち側の広報部になっていることは明らかになって来たわけだが、2012年の来年からは今よりもっとあからさまに「イルミ会社」の様相を呈して行くことだろうヨ。
12月31日の大晦日を楽しみにしておこう。
きっと驚きのイルミナティックな舞台演出に我々は驚かされるに違いない。
いやはや、世も末ですナ。

(2011/12/28 井口和基博士のサイト『quasimoto.exblog.jp』より)





【レディー・ガガ、悪魔に魂を売った少女：イルミナティ・フリーメイソン・モンスター】

レディー・ガガ、悪魔に魂を売った少女。
レディー・ガガを見れば、悪魔に魂を売ると、それだけでどのように変化して行くか、すなわち、どのようにして怪物に変身して行くかが実に良く分かる。
一説では、こういうタイプのスターには、心理的にかなり重症なトラウマを持った少女が狙われるのだということらしいですナ。
ついでに言えば、我々はこれから(つまり来年から)日本のマスゴミがどのように変身していくかを目撃することになるだろう。
”マスゴミ”から邪悪なハリウッド・メーソン化した”マスメーソン”化を見るはずである。
だから、テレビは見ない方がいいという時代どころか、見たらおかしくなるというような時代に入るだろうヨ。
その先鋒がNHKである。

(2011/12/30 井口和基博士のサイト『quasimoto.exblog.jp』より)





【レディー・ガガが、年末から新年にかけて、日本のテレビを席巻する】

紅白歌合戦から新年の100人の人気スターを選ぶ番組までD社が金融ユダヤの命令を受けて、日本国営放送にまで口出しをして、イルミナティ・悪魔教の申し子であるレディー・ガガを日本に送り込んできたのである。
しかも、子供たちがテレビを見ている全国放送の電波に乗って日本を席巻する計画なのである。
レディーガガと悪魔との関係は、下記の記事で説明のとおりである。
こういうやり方でやられると、覚醒していないいわゆるＢ層は一番引っかかりやすいし、わけのわからない子供たちはなおさらである。
徐々に洗脳され、気が付いたら、みんな悪魔教というものすごいことになっているのである。
一番いいのは、子供たちにレディーガガを見せないことであり、大人も見ないことである。
視聴禁止指定番組にレディー・ガガの出ている時間のところだけを指定してもいいくらいである。 

(2011/12/30『limitless JPN』より)





Lady Gaga Kohaku
→http://www.youtube.com/watch?feature=player_embedd..

欧米で囁かれる「レディー・ガガ＝悪魔教」説
→http://news.livedoor.com/article/detail/5993404/

レディー・ガガを紅白に出すようならNHKは終わり
→http://kaleido11.blog111.fc2.com/blog-entry-1013.h..






    平和組曲[40]『311同時多発テロに始まり△ピラミッド紅白に終わる2011年』【完】
    ♪～止めてくれ!～
～止めてくれ!～♪





それにしても、今年のNHK紅白歌合戦は、最高に気分悪いですね…。

凄く不愉快、怒りますよ…!!

私は、途中で観る気がしなくなりました…。

震災復興をテーマにしているのに、その仕掛けたヤツらがNHKを仕切ったかと思うと本当に腹が立ちます…!

しかも、ヤツらのシンボル、悪魔に魂を売った女レディーガガがを出演させるなんて狂気の沙汰としか思えません…!

しかもステージ・デザインは…、

△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△…!!!!!!!

△ピラミッドは、『イルミナティ』のシンボルなのです…!

もう吐き気がしました…。





さて私は、311東日本大震災が…、

自然災害に見せ掛けた、『311同時多発テロ』だと確信しています…。

『HAARP』を使って、日本各地に群発地震を誘発させ…、

更に『純粋水爆』を使って、海底の断層を破壊し大地震と大津波を引き起こし…、

しかも『スタックスネット』を使って、福島第一原発にサイバー攻撃し冷却装置をコントロール不能にし大事故を招いたのではないでしょうか…?





私たちが今まで生きてきた平和で幸せな「本当に良い世界」は、もう終わったんですよ…!

世界中ではとっくの昔に、あの手この手で食糧とエネルギーを奪い合う、ブン獲り合戦が行われているんですよ…!!

いい加減に目を覚まして下さいね…!!

いつまでヤツらのウソ、ホラ吹き、でっち上げに騙されてるんですかッ…!!





世界で起きた大事件と呼ばれる出来事のすべては偶発的に起きるのではなく、必然的に起きるのだと云われています…。

正確に言えば、あらゆる大事件はその裏側で人間が作為的に起こしているのです…。

例えばそれは、過去の幾つかの戦争をよく調べてみれば明らかなのですが、戦争をおっ始めるキッカケが実に怪しいものが多いのです…。

こと近年においては、アメリカによる巧みなプロパガンダが米国の世論を動かし、兵士を戦地へと向かわせるフシが目立ちますね…。





有名な所では、1991年の『湾岸戦争』の時、クウェートの少女なる人物が現れカメラの前で涙ながらにイラクの残酷さを訴えた話があります…。

TVに訴える彼女の証言によると、クウェートに侵攻したイラク兵は病院を襲撃し保育器に入っていた未熟児を取り出し床に叩き付けて殺したという残虐非道ぶりでした…。

その少女の泣きじゃくりながら訴える場面が実に涙を誘うのですが、しかし現実は違っていたのです…。

実は、この少女は戦地である筈のクウェートから遠く離れたアメリカに住む在米クウェート大使の娘が演技していたのです…。

また、これと同時期に発表された『油まみれの海鳥』もクウェートでの写真ではなく実はカナダ沖で起きたタンカー衝突事故での被害報告写真であったり…、

全米が歓喜した『19歳女性兵士の救出劇』というのも、実はヤラセだったのです…。





いい加減に目を覚まして下さいね…!!

いつまでヤツらのウソ、ホラ吹き、でっち上げに騙されてるんですかッ…!!





実はこうしている間にも影の支配者連中たちの手によって策謀は企てられて、綿密に計算をし尽くした上で実行されているのですが…、

勿論、そうした陰謀は極秘にされ一般には全く目に触れることはありません…。

しかし、近年はそうした影の支配者連中たちの非道ぶりに嫌気が差した輩からのリークが飛び出してくるので…、

どんなに隠しても、ボロが出てきてはインターネットにて世界中に漏れ伝わってくる訳です…。

一昔前なら世間一般に隠せた情報も、私のような鈍感人間でさえヤツらの痕跡を掴むことが出来る時代になったという事はとても良いことです…。





2001年の『911アメリカ同時多発テロ事件』はすでに記述した通り、アメリカ自作自演の事件だったことは間違いありませんね…。

あの事件の容疑者はみんなデタラメだったし、そもそもウサマ・ビン・ラディンとブッシュ・ファミリーは大の仲良しじゃないですか…。

老朽化したツインタワー・ビルを爆破解体しただけでしょ…!?

情けないことに、旅客機はビルに1機もぶつかっていませんし、墜落した1機は遠隔操作による者でした…。

衝突した映像は全てCGです…。

TV局と買収したアマチュアカメラマンが偶然撮影したという動画はみんなヘタクソなCGアニメでしたね、こんなの観て全世界がパニックになったんですよね…。

あの事件で「テロとの戦い」という構図を世間にアピールして、アメリカは堂々と中東に戦争を仕掛ける事が出来るようになった訳です…。

しかも戦争の目的は、食糧とエネルギーの他に、麻薬(アヘン)地帯を奪うのが目的だったりするのです…。





いい加減に目を覚まして下さいね…!!

いつまでヤツらのウソ、ホラ吹き、でっち上げに騙されてるんですかッ…!!





でも、『911アメリカ同時多発テロ事件』と間抜けなブッシュのお陰で…、

アメリカ政府は影の支配者や財閥連中とズブズブの関係で…、

しかも、世間を騙してまで中東の石油が欲しいということが、世間の誰もが知るキッカケになりました…。





アメリカ政府を操っているのは、エスタブリッシュメント、ロックフェラー財閥をはじめとする超エリート、ユダヤ系白人なのです…。

影の支配者連中には、世界のグローバリズム的ネットワークが既に出来ており…、

その名称は『イルミナティ(秘密結社)』とか、『300人委員会』などと云われていますが、その末端は『フリーメーソン』ではないかと噂されています…。

そんなヤツらのトレードマークは、一つ目と△ピラミッド…。





その彼らはの正体は、『シオニスト』…。

イスラエルの生存と勢力拡大に基づいた『大イスラエル』構想、すなわち宿願の『ユダヤ国家』による『世界政府』樹立という目的があるのです…。

そんな彼らが時折『ビルダーバーグ会議』に秘密裏に集まっては、話し合っていることが判っています…。

しかも…、

影の支配者連中の、今後の陰謀のスケジュールまでもが明らかになっているのです…。





【ビルダーバーグに集まるシオニストたちの最終目的、それはNWO新世界秩序による世界制覇!!】

① 『911アメリカ同時多発テロ事件』後は、アメリカによる石油・天然ガス、武器、麻薬などの権益を狙ったエネルギー資源の独占と軍産複合体の復活がある。

②アメリカはアフガニスタンを攻略して、天然ガス・石油資源をパキスタンを経由してインド洋までパイプラインで運ぶ。

③アメリカとイスラエルは結託して、エジプト、レバノン、トルコ、シリア、ヨルダン、イラク、サウジアラビアにまたがる中東一帯の肥沃な土地を略奪・占領支配し、それに敵対する『ならず者国家』はことごとく軍門にくだり異民族もろとも殺戮・迫害する。

④演出された世界的な危機のもとで戒厳令発動と軍政移管を契機にアメリカの国家主権を終焉させ、『北米連合』(NAU）を発足。

⑤ついで世界各国を『世界連合』（Global Union）へと統合し、食糧資源とエネルギー資源を制して地政学的覇権を成し遂げる。

⑥2012年までに『NWO新世界秩序』を世界に浸透させ→『世界政府』樹立→『大イスラエル』を実現させることを最終目標としている。





上記のスケジュールは、『911アメリカ同時多発テロ事件』直後にマック・レイカー氏が書いた資料に私が加筆したものですが…、

何と、ヤツらの予定では、アメリカという国は間もなく無くなる計画になっています…!?!?

そして、世界を統合…!!!!

そこで、『TPP』という枠組みに、日本を無理矢理入れたかった訳なんですね…!?

そんなヤツらのトレードマークは、一つ目と△ピラミッド…。





そして何と、2012年に世界を統一させる政府を作ることになります…!?!?

でも、これまでに既にイラクとシリアを征服したものの、予定通りに行ってないものもあります…。

ヤツらはスケジュールが遅れていることに、恐らく相当焦っているかも知れませんね…。

この計画を知って私は、白人エリートたちの身勝手な都合で世界の人々の権利を奪うことになってるのかと思うと、もの凄く腹が立つのです…。

私たちが今まで生きてきた平和で幸せな「本当に良い世界」は、もう終わったんですよ…!

世界中ではとっくの昔に、あの手この手で食糧とエネルギーを奪い合う、ブン獲り合戦が行われているんですよ…!!

いい加減に目を覚まして下さいね…!!





今、彼らが望んでいることは…、

来年2012年は…、

この世に終わりが来る年…。

世界各地で大地震や大津波、大災害が頻発します…。

ドルもユーロも暴落、紙切れになります…。

石油がストップします…。

すると世界各地で暴動が起こりますが、人々を警察と軍隊が抑えつけます…。

中東で争乱が起こります…。

アジアでも起こります…。

世界を真っ二つに分断、それが第三次世界大戦へとなっていきます…。

ついに最終核戦争があらゆる国で始まり…、

世界中がズタズタになってしまいます…。

戦争は終結、生き残った人々は…、

『NWO新世界秩序』に組み込まれるというシナリオなのです…。

そんなヤツらのトレードマークは、一つ目と△ピラミッド…。





私は、311東日本大震災で…、

地震や津波や原発事故の日本を助ける名目で、米軍を踏み込ませたのは…、

来るべきその瞬間に備えて、様子を見る目的もあったのではないかと思います…。





もし、本当に2012年に第三次世界大戦が勃発したら…、

世界が真っ二つに分断されれば…、

日本は中国と敵ということになりますから、今度こそ日本を助けるフリして…、

どさくさに紛れてヤツらに占領されるでしょう…。

ヤツらは、日本を守るフリしながら霞ヶ関や国会議事堂を吹っ飛ばして国会議員をアッという間に消してしまうことだっで簡単なことなのです…。

日本政府不在を理由に、我々が統治するなどと言って軍が占拠してしまったら…!?

私たちの国に、悪魔のような日が訪れるかも知れないのです…。

そうなったら、祖国の文化も伝統も捨てて、ヤツらの一つ目と△ピラミッドの下に成り下がって…、

家畜のようにエサを与えられ、黙って生きていくしかないのでしょうか…!?





いい加減に目を覚まして下さいね…!!

いつまでヤツらのウソ、ホラ吹き、でっち上げに騙されてるんですかッ…!!

そんなヤツらのトレードマークは、一つ目と△ピラミッド…。





今までは影に隠れていた『NWO新世界秩序』構想が…、

2012年、これからは露骨に私たちの前に姿を見せることでしょう…。

それでも、あなたはまたヤツらにコロッと騙され続けるのでしょうね…!?

【完】






    「お知らせ」
    311東日本大震災なんか糞ったれ!!

『平和組曲』を…、

最後までお読み頂きまして、有り難う御座いました…。

この小説の続編がございます…。

[image: ]

もし宜しかったら、こちらもご覧になって下さいね…。

△NIMRODなんか糞ったれ!! 

『威風堂々』

Miyabi

→http://p.booklog.jp/book/41714
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